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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　──ヤマトの第二皇子であるソウシ・タカムラが初めて恋こいをしたのは、六歳のときのこと。

　外交で初めて訪おとずれたルーナ・ノワ王国で、目を奪うばわれるような美少女に出会ったのだ。

　金こん色じきに輝かがやく長い髪かみに神秘的なアメシストの瞳ひとみ、薔薇ばら色いろをしたすべらかな頰ほお、食べごろに熟したさくらんぼを思わせるぷるんとした唇くちびる、柔やわらかなカーブを描えがく輪りん郭かく。

　少女の身長は、ソウシよりも僅わずかばかり高いが、今にも儚はかなく消えてしまいそうな危あやうさを醸かもし出していた。

　彼女が歩くたびに、緩ゆるく編まれた長い髪を結んでいる真っ白いリボンが揺ゆれる。その光景に胸が高鳴った。優美な立ち振ふる舞まいは、感かん嘆たんせずにはいられないほどで、ソウシはいつも目を奪われていた。

　こんなにも綺き麗れいな人は他ほかにいない。心からそう思った。

　もしや彼女は人ではなく、天上の神の御み使つかいではないかと本気で疑いを抱いだいたぐらいだ。

　ソウシの父が治めるヤマトは、つい最近まで五百年近く鎖さ国こくをし続けていた。

　長年の引きこもりで培つちかわれたのではないかと思われる独特な思想は大国には受け入れ難がたいものらしく、この世界にある他の十一の国々との国交条約の締てい結けつが進んでいない状じよう況きようだった。

　そのなかで唯ゆい一いつ友好的な態度で条約を結んでくれているのが、ルーナ・ノワ王国だ。太古より妖よう精せいやユニコーンが住まい、魔ま女じよが存在すると噂うわさされている神秘の国。

　常とこ春はるのような気候で、白はく亜あの王おう宮きゆう殿でんには季節を問わず、様々な花が咲さき乱れている。

　ルーナ・ノワ王国は、国民の性格も温和で治安もいいらしい。そのうえ美しい景観から至上の楽園と称しようされているため観光客も多い。有り余るほどの外資を得ているうえに、豊かな資源のある富国だ。そんな強国が、外交を始めたばかりのヤマトを軽かろんじることなく、主だった国々と同等に扱あつかってくれたのは、ひとえに国王の恩情の深さゆえだ。

　ソウシは幼い頃ころから、ヤマトの嫡ちやく子しである兄と共に、外交の一いつ環かんでルーナ・ノワ王国を頻ひん繁ぱんに訪れていた。他国との交わり方を早くから学ばせたいという父の意志を、ルーナ・ノワ王国が汲くんでくれたのかもしれない。

「お待ちしていました。ようこそ、ルーナ・ノワ王国へ」

　国王の第一子である彼女は、いつも笑え顔がおでソウシたちを出で迎むかえ、滞たい在ざい中はひとときも離はなれずに、付き添そってくれていた。

『くれぐれも、ルーナ・ノワ王国では粗そ相そうのないようにするのだぞ』

　ヤマトはルーナ・ノワ王国の取り計らいのお陰かげで、ようやく諸外国との会談をさせてもらえるようになったばかりだ。彼かの国の王族たちの機き嫌げんを損そこねるようなことをすれば、ヤマトは望まずしてふたたび鎖国の道を辿たどることになるだろう。

　しかし、そんなことは杞き憂ゆうだと思った。なぜなら王女はいつも朗ほがらかに笑い、誹ひ謗ぼう中傷など決して口にせず、侍じ女じよにすら優やさしかったからだ。失態ぐらいで人を嫌きらうようなことがあるとは思えない。そんな彼女にソウシが傾けい倒とうしてしまうまで、さしたる時間はかからなかった。

　──ソウシが何度目かにルーナ・ノワ王国を訪れたある日の昼下がり。彼女のお気に入りの薔薇園で開かれるお茶会に同席することになった。

「ミルクと砂糖はいかが？」

　ヤマトでソウシは、緑茶や煎せん茶ちや、ほうじ茶といったものを口にしている。お茶にレモンやオレンジ、果てはミルクや砂糖を入れる習慣はなかった。なんどご馳ち走そうになっても、この紅茶というものには慣れない。

「いえ、結構です。このままいただきます」

　ブラックティーならば、いつものお茶に近い風味があるので、問題なく飲むことができる。

「お菓か子しもどうぞ。遠えん慮りよなく召めし上がれ」

　テーブルのうえには、チョコチップがふんだんに入ったプレッツェル、黄金色のシロップが添えられたパンケーキ、粉砂糖がたっぷりかかったクリームチーズとラズベリーのサンドクッキー、アーモンドとヘーゼルナッツのフロランタン、麦ばく芽がパンを使ったチーズとキュウリのサンドウィッチ、カリカリの衣ころもを纏まとったフライドチキン、クルミやレーズンのスコーンなどのお菓子や軽食が、銀のトレーに並べられていた。テーブルからは焼き菓子特有の甘い匂においが漂ただよっている。

　彼女はたっぷりのミルクと砂糖を三つカップにいれると、優ゆう雅がな手つきでスプーンを回し紅茶を啜すすった。

「うん。あまくてとってもおいしい」

　カップを置くと、幸せそうにお菓子を選び始める。女の子らしく甘い物が大好きなのだろう。

　無む邪じや気きなかわいさに、つい不ぶ躾しつけにも凝ぎよう視ししてしまう。

「どうかした？　こっちをジッと見ているみたいだけど。顔になにかついている？」

「い、いえ……っ。甘い物がお好きなのかと思いまして……」

　まさか『あなたのかわいさに見み惚とれていた』なんて言えない。ソウシは慌あわてて誤ご魔ま化かした。

「ええ。特にゴールデンシロップのパンケーキが好き」

　クリームとシロップがたっぷりかけられたパンケーキは、あまくふんわりしていて彼女にぴったりだ。話を聞いたソウシは、いっそう胸がドキドキしてしまう。

「……そうですか……、とてもかわい……っ。いえ、なんでもありません」

　かわいいと言いかけて、言葉を濁にごした。この気持ちに気づかれるわけにはいかない。ソウシは、懸けん命めいに平静を装よそおって、自分の前に置かれているカップに手をつけた。

　すると芳かんばしい香かおりが鼻び孔こうをくすぐる。カップのハンドルを持つ手が、フルフルと震ふるえてしまっている。紅茶の湯気のせいだけではなく、頰が熱い。彼女の傍そばにいるだけで、胸が早はや鐘がねを打つのを止められない。これ以上、訝いぶかしがられないように目を逸そらしたものの、ソウシは気がつけばまた、ちらちらと彼女に視線を向けていた。

　小首を傾かしげて、次に食べるお菓子を選ぶ姿が愛らしい。いけないことと解わかっていても、自分の腕うでのなかにギュッと強く抱だきしめたい衝しよう動どうに駆かられる。

　かわいい。すごくかわいい。大好きだ。

　心臓が高鳴るあまり、息が乱れそうになっていると、ワンッと大きな鳴き声が足元から響ひびいてくる。とつぜんのことに目を瞠みはり、ソウシは身体からだをビクンと跳はねさせた。

「うわっ！　び、びっくりしました……。……ジョゼフさん、驚おどろかさないでください」

　ずっと足元で蹲うずくまっていたジョゼフという名の大型犬が鳴いたのだ。ふさふさとした白い毛にグレーが混じった毛並は、まるで上質のぬいぐるみのように肌はだ触ざわりがいい。

　ジョゼフは彼女がとてもかわいがっている犬だ。ご主人様を守るように、いつも彼女の傍にいる。彼女の髪を結んでいるリボンと同じもので、頭の長い毛を纏まとめていて、黒い鼻と青く澄すんだ瞳が特とく徴ちよう的てきだ。

　ジョゼフはムクッと立ち上がると、丸くもふもふとした頭でソウシの手を押し上げてくる。どうやら撫なでろと訴うつたえているらしい。

「撫でて欲しいんですね？　えと……、ジョゼフさん。これでいいですか？」

　軽く耳の裏や頭を搔かくようにして撫でてやると、ジョゼフは気持ちよさそうに目を細めた。だが、ソウシが手をとめるとすぐにまた頭で押し上げて、さらに撫でろと催さい促そくしてくる。

「まったくジョゼフは、ソウシが大好きなんだから……、ごめんね。手間をかけさせて」

　申し訳なさそうに、彼女が謝罪した。この犬はソウシに会うたびに、『よく来た下僕』とばかりに巨きよ大だいな体たい軀くでのっそりとのしかかってくる。お願いだからどいて欲しいと訴えても、聞いてはくれない。それなのに、本当に好かれているのだろうか。

「いえ、手間だなんて……。俺もジョゼフさんに好きになってもらえているなら嬉うれしいです」

　ジョゼフを初めて見たときには、ヤマトにはいない大型の牧羊犬を前に恐きよう怖ふした。白いクマにしか見えず、触ふれられもしなかった。しかし、なんどかジョゼフに会っているうちに、打ち解けて撫でられるようになったのだ。こうして彼女が愛しているものに触れることができて、そのうえ好きになってもらえるなんて心から嬉しいと思える。ソウシが照れていっそう顔を赤くしていると、心なしかジョゼフがニヤリと笑った気がした。

「……っ!?」

　見み間ま違ちがいだったのだろうか。訝しい気持ちで首を傾げていると、彼女がジョゼフに命じた。

「ジョゼフ。ソウシと話があるから、お前は大人しくしておいで」

　ソウシにはもっと撫でろと駄だ々だを捏こね続けていたのに、彼女の言葉ひとつで白い大型犬はすぐにテーブルのしたで伏ふせをした。ジョゼフは命令に絶対服従している。きっと彼女の素す晴ばらしさが、犬であるジョゼフにも解るのだろう。

「ところで、どうかしたの？　ずっと顔が赤いみたいだけど」

　心配そうに尋たずねられ、ソウシは慌てて首を横に振ふって誤魔化した。

　彼女に見惚れてからずっと顔が火ほ照てってしまっている。訝しがられても当然なのに、うっかりしていた。

「なんでも、……ありませんから」

　ヤマトの皇子とはいえ、ソウシは王位継けい承しよう権第二位だ。将来は国王となる兄の補ほ佐さとして、臣下となる身。そのうえ、ヤマトは長く鎖さ国こくをしていたため、世界中で一番立場の弱い国だ。

　十二国のなかでも強い発言権を持つ、輝かがやけるルーナ・ノワ王国の王女に懸け想そうすることなど許されない。

　キュッと唇くちびるを嚙かんで俯うつむいていると、心配した彼女がソウシの隣となりに立って顔を覗のぞき込んでくる。

「なにか心配ごとでも？　なんでも聞いてあげるから、言ってみて」

　優しく手を握にぎられて、ソウシは息を吞のんだ。彼女の指に触れているのだと思うと、顔から火を噴ふきそうなほど真っ赤になった。

　お願いだから、恩情などかけないで欲しかった。許されないと解っていても、『好きだ』という言葉が喉のどを突ついて出てしまいそうになる。

「い、いえ……、俺のことなんて、気にしないで……ください……」

　ソウシが恥はずかしさのあまり涙なみだ目めになって震えていると、ふいに唇を重ねられた。柔やわらかな感かん触しよくは、すぐに離れる。とつぜんのことに、なにが起きたのか解らず、ソウシは呆ぼう然ぜんとしてしまっていた。

　──たった今、キスされたのだと遅おくれて気づく。

「あ、あ、あの……、なにを……」

　動どう揺ようのあまり身体がガタガタと小刻みに震えるのをとめられない。すると、彼女に甘い声こわ音ねで尋ねられた。

「もしかして、こういうことじゃないの？　遠慮せずに言って」

　いいのだろうか？　この想おもいを彼女に告げても、許されるのだろうか。

「唇にキスまでした仲なのに、聞かせてくれないの？」

　ふふっと愛らしく微笑ほほえまれては、もう我が慢まんできなかった。

「……ごめんなさい。俺は、あなたが……、だ、だ、大好きです！」

　気がつけば、衝動的に告白してしまっていた。自じ戒かいも理性も、恋こいの力の前にひれ伏したのだ。

　彼女は人差し指をソウシの唇に軽く押し当てて、尋ねてくる。

「好きって、友達として？　それとも、結けつ婚こんしたいという意味でいいの？」

　相手はルーナ・ノワ王国の王女。決して機き嫌げんを損そこねてはいけない相手。それでも、ソウシは自分の気持ちに噓うそは吐つけなかった。

「愛しているという意味です！　一生幸せにしますから、どうか俺と結婚してください」

　ギュッと瞼まぶたを閉じて、彼女の手を摑つかんで訴える。断罪を待つ囚しゆう人じんの気持ちで返答を待っていると、クスクスと愉たのしげに笑う声が聞こえた。

「いいよ。結婚してあげる。でも僕の国で男子は十八歳にならないと伴はん侶りよを持てないんだ。あと十二年だけ待ってもらえるかな？　ああ。もちろん浮うわ気きは許さないから、そのつもりで」

　男子。先ほどそう聞こえた気がして、ソウシは首を傾げる。

　彼女は身に纏っていたスカートを翻ひるがえし、腰こしに下げていた短たん剣けんを抜ぬくと、クッと口角をあげた挑ちよう戦せん的てきな表情で抜き身の刃やいばの側面に口づける。

「ルーナ・ノワ王国第一王子ユーリアン・アシュトンはヤマトの第二皇子ソウシ・タカムラを妻とし、永久に愛し従えることをここに誓ちかう」

　ソウシが茫ぼう然ぜんとしている間に、自分の唇にも短剣の刃の側面が押し当てられた。

　今度は聞き間違いなどではなく、はっきりと聞こえた。第一王子と。

「……っ!?　え、えぇぇ!?　王子って……。俺が、妻？」

　後で聞いた話だが、ソウシがずっとスカートだと思っていたユーリアンの衣い装しようはロングコートというもので、下か肢しに穿はいているのは、男性が着用するトラウザーズというものだったらしい。つまりソウシがずっと彼女だと思っていた相手は、彼だったのだ。

　そもそも間違いの発ほつ端たんは、ソウシが、ルーナ・ノワ王国でユーリアンという名前が、男子につけるものだと知らなかったせいだ。そして、その頃ころは洋装というものを、いまひとつ理解していなかったのだ。ユーリアンの輝くような愛らしさに惑まどわされて、すっかり女の子だと思い込んでいた。

　だいたいソウシの国には、髪かみを結ゆいあげもせずに垂らしたままでいる男子などいないのだから、勘かん違ちがいしても仕方がない話だ。しかもユーリアンはひらひらとしたリボンを髪に結んでいた。誤解した要因をあげれば切りがないぐらいある。しかし、いくら言い訳しても、時間は巻き戻もどせない。

「あ、あの……俺……。ま、間違っ……」

　ソウシが震ふるえあがりながらも間違いを訴えようとすると、大国の王子ユーリアンは薄うすく笑って言った。

「我が国の誓いは、絶対だよ。背そむく者には死で償つぐなわせることになっているんだけど。……なにか問題でも？」

　さらに不幸なことに、ルーナ・ノワ王国の法律では同性婚が認められていて、ユーリアンの他ほかにも王族は数知れず存在するため、嫡ちやく子しといえども男子を妻とすることになんら問題はないらしい。

「ひ……っ！　死っ!?……い、いえ……なんでも……ありません」

　ソウシは真っ青になったまま、力なく首を横に振った。

　そもそもユーリアンが少年だと知っていたら、初めから恋などしなかったはずだ。誤解をときたかったが、誓いを破った者の末路は死だと聞かされては、勘違いだったなんて言えない。

　ふたりで誓いを立てたということは、婚こん約やく解消のためには、ユーリアンの命が危なくなるかもしれないからだ。勘違いした自分が罰ばつを受けることは当然だが、愛を告白されて受け入れてくれた彼が罪に問われるなんて、あってはならない。

「俺はいったい、どうしたらいいんですか」

　茫ぼう然ぜん自じ失しつで国に帰ったソウシは、皇こう帝ていである父に間違いを犯おかしてしまったことを訴うつたえる。

　だが、返答は予想の遥はるか斜ななめ上をいっていた。

「でかした、我が息子むすこ！　ルーナ・ノワ王国の世よ継つぎと婚こん姻いん関係になれるなんて、喜ばしい話ではないか。これで我がヤマトは安あん泰たいだ！　誠心誠意ユーリアン様にご奉ほう仕しするのだぞ」

　ヤマトでは同性婚など認められてはいない。だが、大国と婚姻関係を結ぶことで生まれる国益を考こう慮りよし、第二皇子を花はな嫁よめとして差し出すことぐらい些さ末まつなことだと考えて了りよう承しようしたらしい。

　まるで人ひと身み御ご供くうのような状じよう況きようだ。

　大国の王子との婚約話に、国中が歓かん喜きに沸わき返っていて、今さらなかったことにして欲しいと言える雰ふん囲い気きではない。

　そうしてソウシは六歳にして、初はつ恋こい相手の婚約者という立場になった。










　──大国の第一王子との婚こん約やく騒さわぎから、十一年と数カ月が経たった。

　ヤマトの世継ぎである兄が病で床とこに臥ふせがちになり、第二皇子であるソウシは、目まぐるしい毎日を過ごしていた。ルーナ・ノワ王国のお陰かげで、少しずつ他国との貿易を行うことができるようになったことも、多た忙ぼうになった理由のひとつだ。

　ユーリアンとは幾いく度ども話す機会はあったが、親しい友人として扱あつかわれた。命を賭かけた誓いだと言っていた割には、その後、婚約の話は一いつ切さい彼の口から語られることはない。

　きっと大人の真似まね事ごと遊びだったのだろう。よくよく考えてみれば、年とし端はもいかない子供の身で、生しよう涯がいの伴侶を決めるわけがなかった。しかし恥ずかしい話だが、ソウシは最近になるまで将来はユーリアンの花嫁になるのだと、本気で信じていたのだ。

　単なる子供の遊びだったと気づいたのは、一年前、急にユーリアンと連れん絡らくが取れなくなり、その理由を人から教えられたときだ。婚約者だと思われていたのなら、自ら説明してくれたはずだ。しかし連絡はなかった。婚約者どころかユーリアンにとって自分は、友人以下の他た愛わいもない存在だと、ようやく気づけたのだ。

「良かったんだ。これで……。俺なんかと結婚しても、ユーリアンにはいいことなんてひとつもないんだから……」

　ソウシは、なぜかすっきりしない気持ちのまま、自己完結する。誤解から生じた同性との婚約の解消は、ずっと望んでいたはずだった。それなのに、なぜかチリチリと胸の奥が焼けつく。

「あんな昔の話なんて、ユーリアンだって、覚えているはずがない」

　落ち着かない気持ちは、頭を振ふることで払ふつ拭しよくした。

　──今日はブルジェオン学院の入にゆう寮りよう日だ。ソウシにとって新しい生活が始まる。過ぎ去ったことに囚とらわれている場合ではない。

　ブルジェオン学院は、この世界にある十二国の嫡子だけが通う学び舎やだ。

　表立っては、互たがいの力を高めあい、王になるべく生まれた者同士友好を結ぶために創立したと言われている。しかし実情は、苦労を知らず甘やかされた王子がいきなり王に即そく位いすると、悪政を強しいることが多いため、世の厳しさを思い知らせるためにできたらしい。従者の同行は許されておらず、身の回りの世話をする者が欲しければ、力で捕らえる必要がある。

　学院が建っているのは、十二国の中心にある大海の孤こ島とう。どの国の領土にも属さない場所だ。

　周囲の大半が断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきとなっているこの島には、ブルジェオン学院しか存在していないらしい。そして、物資の補給のための運うん搬ぱん船しか訪おとずれないのだと聞いた。

　外観は壮そう麗れいな大だい宮きゆう殿でんだというのに、刑けい務む所しよとなんら変わりはない場所だった。

　断だん崖がいは学院に通う王子たちの脱だつ走そうを阻そ止しすること以外に、各国の世継ぎたちを狙ねらう不届き者の侵しん入にゆうを拒こばむ役目も担になっているらしい。許可を持たぬ船が学院島のある領海に侵入すれば、瞬またたく間に破壊される……と噂うわさされているが、真しん偽ぎのほどを確かめる術すべはない。

　ヤマトが五百年の間、鎖さ国こくを続けていた間に創立した学院のため、自国の皇子が入学するのは初めてのことだ。本来ならば世継ぎが来るべき場所なのだが、兄は病弱のため特例として、第二皇子であるソウシの入学が許されたのだ。ここには一つ年上であるルーナ・ノワ王国のユーリアン王子が、去年から通っていると聞いている。一年前に、彼と急に連絡が取れなくなったのも、そのためだ。

　ソウシは、港から緊きん張ちようの面おも持もちで学院の門へと向かう。寮りようは本館を囲うように建った十二の棟むねからできているらしい。王子ひとりにつき一棟が与あたえられると聞いていた。創立者は、各国の王子たちから、身の回りの世話をする従者を取り上げても、狭せまい部屋に閉じ込めるつもりはないらしかった。とはいっても、広い部屋の掃そう除じは、誰だれかを服従させない限りは、自分自身で行わなければならないのだから、単純には喜べない。

「……俺の部屋は確か……」

　ソウシにあてがわれたのは真しん珠じゆの間。他には、ダイヤモンド、サファイア、ルビーなどがあり、国によって部屋は受け継つがれ、変わることはないのだという。ソウシは自分の部屋に向かう途と中ちゆう、大理石で作られた白はく亜あの回かい廊ろうで、見知った顔を見つけた。

「ソウシ！　久しぶりだね」

　笑え顔がおで手を振ってきたのは、ルーナ・ノワ王国の第一王子ユーリアンだ。彼と会うのは、一年ぶりなのだが、記き憶おくにあるよりもずっと背が高く、精せい悍かんな顔つきになっていた。

　輝かがやく金きん髪ぱつに高い鼻び梁りよう、アメシスト色をした切れ長の瞳ひとみ。幼い頃は見る者に愛らしさを感じさせていたさくらんぼ色の唇くちびるは、今では男の色気を漂ただよわせていた。幼い頃ころからずっと長かったユーリアンの髪かみは、いつの間にか切ってしまったようだ。もったいない気がしたが、短たん髪ぱつもよく似合っている。

　ユーリアンはロイヤルブルーを基調に、金の飾しよく緒ちよや肩けん章しようが彩いろどる盛服を纏まとっていた。ブルジェオン学院には、自国の正装で通うのが決まりだ。彼の凜り々りしい佇たたずまいには、カリスマ性と威い厳げんが滲にじみでている気がして、ソウシは戸と惑まどいを隠かくせない。

　初めて会ったときに、女の子と勘違いしてしまったことが、恥はずかしくなるぐらいだ。今はどこから見ても、麗うるわしい青年にしか見えなかった。

　ソウシの訪れを待っていてくれたのだろうか？　そんな期待を抱いだくが、すぐにあり得ないという結論にいたった。ユーリアンにとってソウシなんて、他愛もない存在だ。偶ぐう然ぜんここにいただけだろう。

「……お久しぶりですね。ユーリアン。ご健勝でなによりです」

　ソウシが深く頭を下げると、ユーリアンは苦々しく眉まゆ根ねを寄せた。

「相変わらず他た人にん行ぎよう儀ぎだね」

　そう言いながらユーリアンは、ソウシのサラサラとした黒くろ髪かみを手で撫なでてくる。昔は自分よりユーリアンの方が少しだけ高いぐらいの身長差だった。それなのに、いつの間にかゆうに追い抜ぬかれて、今では頭ひとつ分以上も差がついてしまっていた。

「子供扱いしないでください」

　頭を撫でてくる手をやんわりと振り払はらうと、彼は驚おどろいた様子で首を傾かしげる。　>>>♥

「ごめんね。そんなつもりはなかったんだけど、かわいくて、つい……ね」

　確かにソウシはユーリアンよりも背が低かったが、かわいいと言われるほど小さくもないつもりだ。

「俺はかわいくなどありません。医師に目を診みていただいたらどうですか」

　なんだか自分が情けなくなってきて、頰ほおが熱くなる。それを誤ご魔ま化かすために、ぷいっと顔を背そむけると、申し訳なさそうにユーリアンが覗のぞき込んできた。

「悪かったって。怒おこらないでよ」

「知りませんっ」

　劣れつ等とう感かんに拗すねたソウシは、つい冷たい口調で言い返してしまう。

「……僕を許してくれないの？」

　悲しげに言われては、怒り続けることはできない。父に彼の機き嫌げんを損そこねないように強く言い聞かされている。だが、それ以上に、ソウシは昔からユーリアンに強く言えない性質だった。

　過去に女の子と誤解して結けつ婚こんを申し込んだという弱みのせいだけではなく、彼には、いつも笑っていて欲しいと思っているからだ。

「間ま違ちがいを正したかっただけで、俺は別に怒っているわけでは……」

　モゴモゴと言い訳していると、チュッと頰に口づけられた。

「……っ!?」

「ソウシ。これで許してくれる？」

　他国では挨あい拶さつとして頰に口づける習慣があるらしい。そして、ユーリアンの国では一日になんども行うスキンシップなのだが、ソウシはいまだに慣れずにいた。

　輝くような美び貌ぼうに覗き込まれるだけで、いつも息が止まりそうになる。

「ん？　どうかした？　お詫わびのキスだよ」

　当たり前のように言ってのけると、ユーリアンがソウシの手を摑つかんできた。

「こっちにおいで。僕の部屋に行こう」

「いえ……、自分の部屋の片づけをしなければならないので……。後で改めてご挨拶をしに部屋に伺うかがいます」

　彼の手を放させようとすると、ユーリアンは申し訳なさそうな表情で返す。

「実は、この学院が創立して以来、真珠の間は使われていなかったから、水道管や壁かべ紙がみや床ゆかが思っていた以上に腐ふ食しよくしたり傷いたんだりしているみたいなんだ。だから、改修が終わるまで、ソウシは僕の棟で暮らすことになったんだよ」

「え……でも、そんな話は聞いていませんでしたが……」

　ソウシが困こん惑わくしていると、ユーリアンは神しん妙みような顔つきで頷うなずく。

「うん。そのことが判明したのは、つい数日前だからね」

　電話という通信手段もあるのだが、閉へい塞そくされた国くに柄がらであるヤマトでは、公用で他国から皇族に直接連れん絡らくする手段がないため、どうやら話がいき違ちがってしまったらしい。

「しばらくの間でも、僕と一いつ緒しよになるのは嫌いや？」

「い、いえ。そんなことはありません。……知らなかったので驚いただけです」

　ルーナ・ノワ王国を訪れた際は、いつもユーリアンの部屋近くにあるゲストルームを使っていた。一緒に食事を摂とり、深夜まで他た愛わいもない話をしていたものだ。見知らぬ相手と、暮らすことは躊躇ためらわれるが、ユーリアンなら問題はない。

「ではしばらくの間、あなたの部屋に居い候そうろうさせてください」

　深々と頭を下げると、彼は輝くような微笑ほほえみを向けてくる。

「うん。これから、仲よくやろうね」

「はい。よろしくお願いします」










　ユーリアンの部屋は、ルーナ・ノワ王国の宮きゆう殿でんを小振りに再現したような造りになっていた。

　白いパネルに金の彩さい色しよくが施ほどこされた壁かべ、見上げるほど高い天てん井じよう、煌きらめくシャンデリア。精せい緻ちな彫ちよう刻こくのされた小簞笥コモードや応接セット。ベッドルームには、四柱にメロンバルブの彫刻がされた天てん蓋がいベッドが置かれていて、金きん襴らん緞どん子すのカーテンまでかけられている。床には豪ごう奢しやな絨じゆう毯たんが敷しかれ、大理石の暖だん炉ろの前には寛くつろげるようにふかふかのラグが用意されていた。

　当然のことながら、ベッドはひとつしかないらしい。ならば、部屋に居候させてもらう身であるソウシがどこかで眠ねむらなければならない。くまなく部屋を散策させてもらったソウシは応接セットの長なが椅い子すよりも、暖炉前のラグに横たわった方が眠りやすそうだと判断する。

「部屋のものは自由に使ってくれていいからね。欲しいものがあれば、取り寄せるから遠えん慮りよなく言って」

「いいえ。部屋の改修が終わるまで、居候させてもらえるだけで充じゆう分ぶんです。ユーリアン。ご迷めい惑わくをおかけしますが、よろしくお願いします」

　ソウシが深く頭を下げると、彼は苦笑いを浮うかべた。

「堅かた苦くるしくならなくてもいいのに」

　ユーリアンは昔からいつもソウシに『自分には気軽に接して欲しい』と言ってくれていた。

　しかしそういうわけにはいかない。彼は大国の世よ継つぎだし、ソウシは発展途と上じようの国の第二皇子なのだから。本来ならともに学ばせてもらえる立場でもなかった。わきまえるべきだ。

「学院の案内は明日にするとして、食堂に行こうか。皆みんなを紹しよう介かいするよ」

　ユーリアンのいう皆とは、十国の王子たちのことだ。外の王子とはまったく面識のないソウシは身体からだを強こわ張ばらせ、ゴクリと唾つばを飲む。

「は、はい」

　思わず素すっ頓とん狂きような声で返事をすると、ユーリアンが皮肉気に片かた眉まゆをあげてみせる。

「そんなに緊きん張ちようしなくても、あからさまに悪い奴やつなんていないから大だい丈じよう夫ぶだよ」

　つまりは裏で悪い人はいるということではないのだろうか。ソウシは身に纏っている純白に金の装そう飾しよくがされた盛服の襟えりを正して、深呼吸しようとするが、噎むせ込んでしまう。

「大丈夫？　お前は相変わらず面おも白しろい奴だね」

　クスクスと笑われて、ソウシは恥ずかしさに真っ赤になっていく。

「小動物みたい」

　ユーリアンはからかうように呟つぶやくと、ぷにっとソウシの頰を指で押してくる。

「やめてくださいっ」

　顔を背けようとするが、ソウシが逃にげてもなお、彼は押すのをやめようとしない。

「ああ、悪かった。お前を見ているとつい弄いじりたくなるんだよね」

　迷惑この上ないことを告げられたあと、ようやく手が離はなされた。

「俺なんて弄っても楽しくないはずです」

「そんなことないよ。とっても楽しいけど？」

　真顔で言われては、返す言葉もない。ソウシは呆あつ気けにとられて黙だまり込む。

「……お前に触さわるのは、すごく楽しいよ。だからこれからもやめない。そんなことより、行こうか」

　聞き捨てならない言葉を一方的に告げた後、ユーリアンは本館へとソウシを案内してくれる。

　本館には食堂の他ほかにも、授業を受けるための教室や、実験室、寮りよう監かん室、など様々な部屋があるらしい。本館の後ろには、職員たちの住んでいる職員棟とうがあるのだという。

　食堂の入り口にあるウォルナットの大きな扉とびらを抜ぬけると、広い大広間の中心に、晩ばん餐さん会でも行うのかと疑うような白いクロスのかけられた丸テーブルがいくつも置かれていた。

　銀の燭しよく台だいには蠟ろう燭そくの灯あかりが揺ゆらめき、部屋には食しよく欲よくをそそる匂においが漂ただよっている。

　室内では何人かの青年が食事を摂りながら談笑していた。彼らは、ソウシたちに気づくと、好こう奇きの眼まな差ざしを向けてくる。

「紹介するよ。この子は神秘の国ヤマトのソウシ。僕の大切な子だから、虐いじめちゃだめだよ」

　ユーリアンは軽い冗じよう談だん交じりにソウシを紹介してくれた。

「はじめまして……。ソウシ・タカムラです。ふ、不束ふつつか者ものですがよろしくお願いします」

　深々と頭を下げると、軽く口笛を吹ふく音や苦笑する声が聞こえてきて、居たたまれない気持ちになってしまう。

「ちょっと君、初夜の花はな嫁よめじゃないんだから、そんなにガチガチにならないでくれるかな」

　ツンとした声こわ音ねで言ってのけたのは、ブルネットに碧みどり色の瞳ひとみをした青年だ。線が細く、華はなやかで美しい容姿をしている。

「俺はリオネル・オーランジュ。クレプス・クルムの王子だよ。よろしく」

　クレプス・クルムは芸術の中ちゆう枢すうといえる国だ。紡ぼう績せき関連の事業が目覚ましく、世界三大料理と呼ばれるほど食事がおいしいと聞いていた。ヤマトの芸術文化に興味を持ってくれたことから、数年前から国交を始めている。

「お会いできて光栄です」

　彼の隣となりで、尊大な態度で座っている褐かつ色しよくの肌はだの青年が、値ね踏ぶみするような眼差しを向けてくる。頭にかぶったクフィーヤからこぼれる黒くろ髪かみと、深しん淵えんのような黒曜石の瞳をした迫はく力りよくのある青年だ。

「……私は、……セルジュ・エルム・マクトゥーム。アクィラの皇子だ」

　アクィラは国土の大半が砂さ漠ばくなのだが、世界一の石油産出国のため、十二国のうちで最も富める国だ。世界の経済を握にぎっているといっても過言ではない。国民の性格は好戦的で権力や地位、そしてプライドを重んじるという話だ。

「はじめまして。よろしくお願い致いたします」

　セルジュの視線に恐きよう縮しゆくしながら慌あわてて頭を下げる。するとソウシの周りをチョロチョロと歩き回りながら、興きよう味み津しん々しんといった眼差しで、なんども顔を覗のぞき込んでくる青年に気づく。

「あっ、やっとオレに気づいてくれた？　しっかし、アンタちびだな。ちゃんと飯食ってる？」

　クセのある赤毛に淡たん褐かつ色しよくの瞳をした人ひと懐なつっこい青年だ。しかし初対面の人間に対して、失礼すぎる。ソウシは確かにこの部屋のなかでは背が低い方だが、１６８㎝あり、ヤマト国民の男子の平均身長はどうにかクリアしている。小さいなどと言われるのは心外だ。

　失礼な言葉にソウシがムッとしていると、ユーリアンが庇かばうようにして前に立つ。

「ソウシはこれでいいんだよ。抱だっこもしやすいし、持ち運びに便利だ」

　言い返してくれようとする気持ちは嬉うれしいが、まったくフォローになっていない。もう大人になったのだから、抱っこなどされたくないし、誰だれかに持ち運ばれる必要もない。

「ユーリアンまでなにを言ってるんですかっ！　ひどいです」

　抗こう議ぎをするために、後ろからユーリアンの背中を軽く叩たたくと、なぜか部屋の空気がシンと静まり返る。本気で叩いたわけではない。パシパシと音が鳴る程度だ。それなのに、思い切り殴なぐりつけたかのような面おも持もちで、皆はソウシを見つめてくる。

「……え……」

　いったいどうしたのだろうか？　ソウシは、辺りの空気に戸と惑まどい、目を丸くした。

「どうかしたんですか？　俺、なにか……間ま違ちがいでも」

「いいんだよ。皆は、お前と僕が仲のいいことを知らないんだ」

　世界にある十二国のなかでも、もっとも発言力のあるルーナ・ノワ王国の第一王子に、各国の歴史にもほとんど名前すら出てこないヤマトの皇子が気軽に話していたせいで、驚おどろかせてしまったのだろうか。

「他のやつらなんて、お前は気にしなくていい」

　そう言ってユーリアンは、ソウシのこめかみに口づけてきた。いつものスキンシップだ。しかしそれを知らない他の王子たちは、さらに息を吞のむ。

「あ、あの……これは……」

　ルーナ・ノワ王国の挨あい拶さつであって、他意はない。そう伝えようとする前に、赤毛の青年がぽんとソウシの肩かたに手をおいてきた。彼は、気まずそうに頭を搔かきながら目を泳がせている。

「えっと。……そういうことか。なんとなく解わかったから説明しなくていい。……ユーリアン、その……悪かったな」

「うん。わかってくれればいいんだ。物わかりがよくて助かるよ」

　どうして彼がユーリアンに謝罪するのか、ソウシは理解できずに首を傾かしげた。

「……なあ、ソウシだっけ？」

　ひょいっと赤毛の青年が顔を覗き込んでくる。

「は、はいっ」

「オレはヨハン・イグレシアス。イーグニスの王子だ、よろしくな」

　朗ほがらかに笑えみをむけられて、ソウシは拍ひよう子し抜ぬけしてしまう。イーグニスは鉱業が盛んな国だ。特に石炭の埋まい蔵ぞう量は世界一だと言われている。国民の性格は陽気で朗らかな者が多く、別名を太陽の国とも呼ばれていた。

「よろしくお願いします」

　ヨハンは無神経な物言いをする性格なだけで、悪気はなかったのかもしれない。なんとなくそう思えた。ふたりのやり取りを、静かに見つめていた銀ぎん髪ぱつの青年が、深い溜ため息いきを吐つく。

「くだらん。……私は部屋に帰る」

　銀ぎん縁ぶち眼鏡の奥にある、青く澄すんだ怜れい悧りな瞳に見み据すえられただけで、震ふるえあがってしまいそうだった。挨拶もせずに去って行った青年の代わりに、ヨハンが説明してくれる。

「さっきの愛あい想その悪い奴は、ヴェルナー・ダンジェルマイア。グラキエースの王子なんだけど、あまり近づかない方がいいと思うぞ。偏へん屈くつだからな。きっと痛い目に遭あう」

　忠告されずとも、取りつく島もないのだから、仲よくなれそうな気がしない。グラキエースは科学や機械の発展した工業発展国だ。なかでもガソリンを使って走る車の生産量は世界一で、他の追つい随ずいを許さないほどだ。生き真面目まじめな国民性は、ヤマトとも通じるものがあると聞いていたので、仲よくできるのではないかと期待していたのだが、今の態度を見ればそれが浅はかな希望だったとわかる。

　食堂にいた王子たちの紹しよう介かいを受けたソウシは、改めて頭を下げる。すると、赤毛で人懐っこいヨハンが興味津々といった様子で尋たずねてくる。

「それで、ヤマトの石ってどんなの？　見せてよ」

　ブルジェオン学院には、特別なシステムがある。それが『ジェム・デュエル』だ。

　十二国の王子たちは、ひとつずつ宝石を身に着けていて、それを手にした者は、相手を服従させることができるという学院での掟おきて。彼はそれに使用する宝石のことを聞いているらしい。

　与あたえられる宝石は、代々受け継つがれている寮の部屋の名と対応していて、ヤマトは真しん珠じゆとなっている。

　宝石を奪うばい合うための決けつ闘とうには、徒党を組んでの攻こう撃げき、凶きよう器き・薬やく剤ざいの禁止など、事細かな決まりがあるのだという。詳くわしくは寮室に置かれた教則本を読んで学ぶことになっていた。

　だが、ソウシはまだ自分の宝石も、教則本すら見たことがない。

「いえ、まだ俺はなにも受け取っていませんが……」

　ソウシが首を傾げていると、ユーリアンが思い出したように言った。

「ここにあるよ。渡わたすのを忘れていたんだ」

　ユーリアンは優ゆう雅がな所作で自分の手首からプラチナのブレスレットを一本外すと、ソウシの左手に着けてくれた。

「お前の装そう飾しよくは、僕とお揃そろいにしておいたんだけど、いいよね」

　柔やわらかな口調だが有う無むを言わせない迫力がある。

「はい」

　普ふ段だんは装飾品など身に着けないため、どうしていいか解らず『ジェム・デュエル』関連の手続きをユーリアンに任せたのだが、揃いにしてくれたらしい。人とお揃いのものを持つのは初めてだ。なんだか、とても仲のいい関係のようで嬉しくなる。

　周りを見ると、砂漠の王子セルジュは白いクフィーヤを被かぶり組くみ飾かざりの金きん環かんで押さえ、金糸銀糸の豪ごう奢しやな刺し繡しゆうのカフタンのうえから、腰こしにエメラルドの嵌はまった金のチェーンを巻いている。

　赤髪の快活な王子ヨハンは、金の飾りが付いたマタドールのような真しん紅くの盛服を纏まとい、首にルビーの嵌められた金のネックレスを着けていた。

　物もの腰ごしが優雅で妖よう艶えんな王子リオネルは、銀の刺繡の施ほどこされた優美な薄うす紫むらさきの盛服を纏い、ブーツのうえからアメシストの嵌まったアンクレットを身に着けている。

　先ほど立ち去って行った、銀髪に怜悧な眼まな差ざしの王子ヴェルナーは、漆しつ黒こくの軍服に似た盛服を纏い、サファイアの嵌められた鈍にび色いろの幅広の腕輪のようなものを着けていた気がする。

　各おの々おのの装飾品は、すべて十二個の宝石を嵌められる仕様になっているはずだ。

「今まで『ジェム・デュエル』を制せい覇はした王子はいないけど、今年はどうなるかな」

　リオネルは繊せん細さいな面おも立だちに含ふくみ笑いを浮うかべながら呟つぶやく。ひどく色気のある微笑ほほえみを見ていると、なんだかドキドキしてしまう。

　ソウシが動どう揺ようしていると、ユーリアンが物言いたげにこちらを見つめているのに気づく。

　どこか底冷えのするような視線だ。気づかない間に、周りに失礼なことでもしただろうか？

　だが、いくら考えても解らない。

「……う……」

　つい目を逸そらすと、なぜかこちらを睨にらみつけていたセルジュと視線が絡からむ。

　ソウシは皆みんなの視線の理由が解らず、ひとり泣きそうになっていた。ユーリアンも、セルジュもいったいどうしたというのだろうか？

「……それは……私のもの。……惚ほれても無む駄だだ。諦あきらめろ」

　どうやらセルジュは、リオネルは自分のものだと言いたかったらしい。

　砂さ漠ばくの国の人間には初めて会ったのだが、尊大な態度と鋭するどい眼差しを前にすると、息が止まってしまいそうだった。

「ちょっと！　セルジュ。勝手なことを言わないでくれる？　俺は君のものじゃないんだけど」

　ムッとした様子でリオネルが声を荒あら立だてるが、セルジュは素知らぬ顔だ。

　もしかしてふたりは恋こい人びと同士なのだろうか？　だとすれば、リオネルに色気を感じて、ドキドキしているのを見み咎とがめられても仕方がないだろう。ユーリアンは、そのことを忠告しようとしていたのかもしれない。

「ソウシは、リオネルに横よこ恋れん慕ぼなんてしないよ。そうだろう？」

　ユーリアンが助たすけ舟ぶねを出してくれたことに気づき、ソウシはコクコクと頷うなずく。

「はいっ。あまりにも綺き麗れいな方なので、驚いてしまっただけです。懸け想そうしていたわけではありません。横取りなんてしませんから、安心してください」

　安あん堵どしてもらおうと思ったのに、なぜかリオネルが真っ赤になって激げき昂こうし始める。

「だから、俺はセルジュのものじゃないってば！」

「そうか。……私が……、リオネルのもの……ということか」

　セルジュは満足げな表情で、頷く。

「勝手に曲解しないでくれる？　君なんていらないよ！」

　言い合うセルジュとリオネルの間に挟はさまれたソウシは、ふたりの顔を見比べながら、オロオロしてしまう。だがユーリアンがソウシを庇かばうように、後ろからギュッと抱だきしめてくる。

「あのふたりは放ほうっておいていいよ。お前が気にすることじゃない。喧けん嘩かするほど仲がいいって言うだろう」

　そっと耳打ちされると、熱い吐と息いきが耳にかかってくすぐったい。

「……は、はい。わかりました」

　ユーリアンの腕うでのなかで照れていると、ヨハンがニヤニヤと人の悪い笑みを浮かべて、こちらを見てくる。とても居たたまれない。

「ヤマトが長く不在だったし、十二の国の王子が一堂に会するのは初めてだからな。今年は学院創立以来、初めての【支配者マスター】がでるかもしれない。オレ、ぜんぶ集めたい！」

【支配者マスター】とは、王子たちの持つ十二個の宝石を、すべて集めた者の称しよう号ごうで、さらに、他ほかの王子の石を得た者を【捕キヤ獲プタ者ー】、石を奪われた者を【囚プリ人ズナー】と呼ぶしきたりなのだと、ユーリアンが教えてくれる。

【支配者マスター】になれれば、なんでも望みがひとつだけ叶かなうらしい。そのため、王子たちは危険を冒おかしてまで、『ジェム・デュエル』に挑いどむのだ。確かに、目的がなければ、戦いをすべて拒こばんで穏おん便びんに卒業しようとする者が多くなる。学院側はそうやって餌えさを与えて、王子たちを競きそわせるつもりらしかった。

「兄さんたちや美人さんやちびっ子を揃って服従させるなんてすっごく面おも白しろそうだ」

　もしかしてちびっ子というのは、ソウシのことなのだろうか。確かに、食堂に集まった王子たちのなかでは一番小さいかもしれない。だが、もうすぐ結けつ婚こんも出来るような年だ。幼子のような形容をされるのは屈くつ辱じよくだ。

「……っ！」

　ムッとして言い返そうとするが、ユーリアンに遮さえぎられてしまう。

「無理じゃないかな。ソウシの真珠は誰だれにもあげるつもりはないから。もちろん僕のもね」

　そう言うと彼は、ソウシの手を取って、ジッとこちらを見つめてくる。

「ああそうだ。いいことを思いついた。ソウシの宝石を僕にくれないか。交こう換かんしよう？」

「え？　……交換って……」

　答える間もなくソウシのブレスレットに嵌められていた真珠は、取り上げられてユーリアンのものにされてしまった。あまりの早はや業わざに目を丸くしていると、ユーリアンは首を傾かしげる。

「もしかして嫌いやなの？」

　嫌ではないが、交換という割には、ユーリアンは自分の宝石を差し出そうとはしない。

　これでは一方的に、服従する羽目になってしまう。

「ソウシはぼんやりしているから、こうしておかないと他の王子に取られてしまうからね」

　言われてみれば確かにその通りだ。現にいま、簡単にユーリアンのものにされてしまっている。誰とも解わからない相手に奪われるぐらいなら、彼に預かってもらった方がいいだろう。

「わかりました。俺の真珠はユーリアンが持っていてください」

　納なつ得とくして頷くと、他の王子たちが啞あ然ぜんとしてこちらを見つめてくる。

「……宝石を簡単に手て渡わたすなど正気とは思えん……。　……そいつは……『ジェム・デュエル』の趣しゆ旨しを、……解っているのか？」

　呆あきれた様子で言葉少なにセルジュが呟く。灼しやく熱ねつの国らしい褐かつ色しよくの肌はだをした凜り々りしい顔の眉み間けんに皺しわがよると、ますます迫はく力りよくが出て、震ふるえあがってしまいそうだった。

「相変わらず身勝手だね。ユーリアンってば、お金の価値を解っていない子供から、お小こ遣づかいを巻き上げる悪いお兄さんみたい」

　続けてリオネルが、柔らかなブルネットを揺ゆらしながら、ふふっとからかうように笑う。

「ええ!?　それならオレがアンタの宝石預かった方がいいって！　キラキラ兄さんなんかに渡したら、ぜったい無む理り強じいさせられるって」

　納得できないといった様子で、ヨハンが食い下がってくる。キラキラ兄さんというのは、どうやらユーリアンのことらしい。確かにユーリアンの白磁の肌や、豪奢な金きん髪ぱつ、そしてアメシスト色の瞳ひとみは美しい宝石のようだ。あだ名というには安直すぎるが、解りやすい名づけ方だ。

「無理強いって、どんなことですか？」

　ソウシが困こん惑わくして首を傾げると、ユーリアンがソウシの身体からだにそっと腕を回してきた。

「彼らは僕とお前の関係を知らないんだ。仕方ないよ。……こんなにも仲良しだというのにね」

『仲良し』という言葉が嬉うれしくて、ソウシは照れて俯うつむいてしまう。ユーリアンはソウシに対していつも優やさしく接してくれていた。幼い頃ころから大好きで、内心ではこっそり友達だと思っている。実はユーリアンも同じく、ソウシのことを大切に考えてくれていたのかもしれないと思うだけで、嬉しくてくすぐったい気持ちになった。

「ちょっとキラキラ兄さん！　もしかして本当にこんなちびっ子に手を出すほど、無節操だったのか？」

　ヨハンは信じられないものを見る目つきをこちらに向けていた。

「俺はちびっ子じゃありません！」

　ソウシがついに堪こらえきれなくなって言い返すと、ユーリアンはいきなり吹ふき出した。

「手を出されたってことは否定しないの？　まったくお前は相変わらず面白いね」

　よく意味が解らなかったので聞き流してしまったのだが、否定すべきことだったのだろうか。

「すみません。……『手を出す』とは、どういう意味だったんですか」

　首を傾げて尋たずねる。するとヨハンは目を丸くしていた。

　どうしてそこまで驚おどろかれるのか解らず、ソウシは理由を尋ねようとした。しかし、ふたりを遮るように、ユーリアンが間に割って入って、さらにはソウシの頰ほおに口づけてくる。

「他の男ばかり見ていないで、僕の相手をしてくれないかな。放っておかれると、淋さびしくて昔話をしてしまいたくなるよ」

　昔話という言葉を聞いたソウシの脳のう裏りに、幼い頃ユーリアンを女の子と間ま違ちがえてプロポーズした愚ぐ行こうが過よぎった。

「や、やめてくださいっ！　昔話だけはどうか内密にお願いします……」

　実は間違いはそれだけではない。幼おさな馴な染じみということもあって、ユーリアンはソウシの失敗談を山というほど知っている。ソウシがいくら鈍にぶい性格とはいえ、会ったばかりの他国の王子たちの前で恥はじは搔かきたくない。あわあわと彼の胸を叩たたいて止めようとすると、いきなりギュッと抱きしめられてしまう。

「じゃあ、今からお前が構うのは僕だけにすることだね」

「わかりましたからっ」

　潤うるむ目で訴うつたえると、今度は額にチュッと口づけられる。大人になっても彼のスキンシップに慣れないソウシは、恥はずかしさのあまり卒そつ倒とうしそうだった。

「お腹なかすいたね。皆みんなへの挨あい拶さつはこれぐらいにして、夕食にしよう？　今日はソウシの好きな白身魚のムニエルを用意させたんだ。こっちにおいで」

　全ぜん寮りよう制せいで身の回りのことはなんでも自分でしなければならない学院だが、食事は用意してもらえるらしかった。メニューは十二国のものを順に作るのだと聞いている。

　詳くわしく聞いてみると、今日はユーリアンのルーナ・ノワ王国の番だったので、彼はソウシの好きなものを作るようにお願いしてくれていたらしい。

「ありがとうございます。覚えていてくれたんですか」

　ユーリアンとは一年以上会っていないのに、ルーナ・ノワ王国でソウシが好んで食べていた食事を記き憶おくしているなんて驚きだ。

「もちろんだよ。それに、今日は久しぶりに僕たちが再会できたお祝いの日だから、ソウシに少しでも喜んで欲しかったんだ」

「ユーリアン。俺、……嬉しいです」

　彼が連れん絡らくもなくこの学院に入ったときには、淋しさを覚えた。だが、単純なもので和なごやかに話をしていると、仲の良い友達だと思ってくれているのではないかと、期待してしまう。

「喜んでもらえてよかった。ソウシ。さあ、温かいうちに食べようか」

「はい。いただきます」

　和やかに話すふたりの姿を、他の王子たちはなぜか怪け訝げんそうに見つめていた。










　夕食後、談話室で皆と様々なゲームに興じてから、ユーリアンの部屋に戻もどってきた。

「ユーリアンはカードもチェスも強いんですね……」

　彼に全敗してしまったソウシは、溜ため息いきしかでない。他にビリヤードやダーツもあったが、それも勝てる気がしなかった。

「ソウシもなかなかのものだったと思うよ。そんなに落ち込まなくていいんじゃないかな」

　寮では消灯まで好きなように過ごしていいことになっている。そのなかで王子たちの多くは、談話室や図書室などの共同スペースで時間を潰つぶしているらしかった。幼い頃から人に囲まれて生活していたため、部屋でひとりきりになるのは淋しいと感じているのかも知れない。

「落ち込みもしますよ。すべてのゲームに負けてしまったんですから」

「……じゃあ、次は勝てるように、色々教えてあげるよ」

　どこか妖よう艶えんな色を含ふくんだ眼まな差ざしで見つめられて、慌あわてて目を逸そらした。

「ありがとう……ございます」

　ユーリアンとふたりきりになると、久しぶりに会ったせいか、なんだか急に気き恥はずかしくなってしまった。彼が思いがけず成長していたせいかもしれない。ソウシは、落ち着かない気持ちで部屋の入り口付近をうろうろとし続ける。

「どうしたの？　遠えん慮りよなんかしないで、こっちにおいで」

「……え？……あ、……はい。失礼します……」

　ギクシャクと彼の前に進み出ると、頰に口づけられ、ますます緊きん張ちようしてしまう。

「ここをお前の部屋だと思って、寛くつろげばいい」

　ソウシからすれば、ユーリアンがその場にいるだけで、別世界だ。寛げる日が来るか、はなはだ疑問だ。

「がんばります」

「なにをだい？　まったくお前は相変わらず不思議な子だね」

　ソウシなんて平へい凡ぼん極きわまりない存在だ。不思議なのはユーリアンの方だ。人であることが疑わしいほど見み目め麗うるわしく、言こと葉ば巧たくみにいたずらな言葉でソウシを翻ほん弄ろうするのだから。

「ああ、そうだ」

　ふとユーリアンは柱時計を一いち瞥べつした後、ソウシに言った。

「明日は授業もあるし、今夜は早めに寝ねようか。お風呂ふろにしよう。この部屋は、気がむいたときにいつでも入れるようになっているから、着き替がえを持ってきなよ」

　到とう着ちやくするよりも先に学院島に送ったはずのソウシの服や諸もろ々もろの生活用品は、すでにユーリアンの衣い装しよう部屋のクローゼットや小簞笥コモードに片づけられているらしかった。ここには、使用人はいないはずだ。どうやったのか聞いたら、ユーリアンが、自ら片づけてくれたと聞いたときには、恐きよう縮しゆくしてしまった。

「ありがとうございます。俺に構わず、お先にどうぞ」

　居い候そうろうの身で先にお風呂に入るわけにはいかない。ソウシが遠慮して言うと、ユーリアンは和やかな笑えみを浮うかべる。

「僕は剣けんの練習をした後、夕方に入ったから、気にしないで使って」

　ソウシが学院島へと来る直前に、ユーリアンはお風呂に入り終えていたらしい。いつも彼は清潔感のある、いい香かおりを漂ただよわせている。同じ男だというのに、ユーリアンからは汗あせ臭くささなど一度も感じたことがないぐらいだ。もしかしたら汗を搔くたびに、お風呂に入る習慣があるのかもしれない。

「そうですか……。それではお言葉に甘えてお風呂いただきますね」

　言われた通りに着替えを用意して、ソウシはバスルームに向かった。真っ白い壁かべにかけられた金きん縁ぶちの大きな鏡のある化け粧しよう室で盛服を脱ぬぐ。すると、鍛きたえているはずなのに、あまり筋肉のついていない貧相な身体が、鏡に映っているのが見えた。

「……もっと、大きくなってもおかしくないはずなんだけど……」

　今日は散々、ちびっ子と呼ばれたせいで、さすがに気落ちしてくる。実は誰だれにも秘密だが、ソウシの身長は三年前から一ミリも伸のびていない。ソウシの父は１８０㎝近い身長でかなり背が高い。母も女性としてはかなり背が高く、１７０㎝と少しある。病弱で床とこに臥ふせがちの兄ですら、父と同じぐらい身長があった。どうして自分だけが、成長が止まってしまったのだろうか。

　久しぶりに会ったユーリアンは、かなり背が伸びて男らしい体つきになっていた。あんな姿を見ていると、羨うらやまずにはいられなかった。やはり食生活が違ちがうせいなのかもしれない。

　得意な味ではないが、少しでも背が伸びるように、骨を作ると言われているカルシウム豊富なミルクを飲もうと心に決める。

「はぁ……。今からでも努力すれば伸びるかな……」

　溜息を吐つきながら、バスルームへと続く白い扉とびらを開けた。ソウシは目の前の光景に、思わず絶句する。

「……これは……」

　ルーナ・ノワ王国の宮きゆう殿でんに泊とめてもらう際に、ソウシが通されていたゲストルームの風呂を勝手に想像していた。だが、そこにあるのは、ジャグジーつきの大理石のバスタブが据すえられた広く豪ごう奢しやなバスルームだった。

　寮の一室だとは思えない。ユーリアンの国の王様専用のお風呂にでもやってきたかのようだ。

　先ほどユーリアンは、部屋のお風呂はいつでも入れるようになっていると言っていた。

　たったひとりのためにこれほどの湯を沸わかし続けるなんて、燃料の無む駄だ遣づかいに思える。しかし居候の身で人の生活に口は挟はさめない。それに、大きなお風呂に入るのは昔から大好きだった。

　この際、ありがたく湯をいただくことにした。

「少し熱めかな」

　バスタブの湯の温度を指で確かめた後、先に身体からだを洗っていると、なぜか脱だつ衣い所から物音が聞こえてくる。ユーリアンが化粧室で顔でも洗っているのだろうか。

　ソウシが、ぼんやりとそんなことを考えていると、いきなりバスルームの扉が開かれた。

「……っ!?」

　予想外の事態に、ソウシは声も出せない。そこには、なにも身に着けていない姿のユーリアンが立っていた。彼は、悠ゆう然ぜんとした態度で、恥はずかしげもなく裸ら体たいを晒さらしている。

　生まれながらに周囲の人間を傅かしずかせていたことを窺うかがわせる姿だ。驚きよう愕がくに目を瞠みはっていたせいで、つい目に入ってしまったのだが、彼の身体の中心にある男性のシンボルは凄すさまじいサイズだった。

「ユーリアンッ！　い、い、いったいどうしたのですか」

　ソウシは貧相な自分の身体が居たたまれなくて、思わずしゃがんで身体を隠かくす。

「お風呂に入る気になられたのでしたら、先に声をかけてくださればいいのに」

　身体を前かがみにしたまま、逃にげるようにバスルームから出ようとする。だが、目的は敵かなわず、力強く腕うでを摑つかまれて遮さえぎられてしまう。

「ヤマトでは親しい友人や家族と一いつ緒しよにお風呂に入る習慣があると、以前聞いたことを思い出したんだ。お前の国では、背中を流しあって親交を深めるんだろう。ぜひ僕たちもやるべきだ」

　確かにソウシの国には温泉文化がある。しかし、いくら広いとはいえ家の風呂に同性同士、ふたりきりで入る習慣などない。温泉や銭湯と家風呂。ソウシにとってはまったく違う風呂なのだが、他国の人間からすれば、違いが解わからないのだろう。

「お気持ちだけで、結構です。それに身体はすでに洗い終えていますから！」

　ソウシは急いで泡あわを湯で洗い流して、バスルームを出ようとした。しかし、ユーリアンに持っていたスポンジを奪うばい取られた。

「あ……、返してください」

「背中がまだみたいだよ。ほら、貸してごらん。遠慮しなくていいから」

「遠慮じゃありません！　結構です。……本当に結構ですから……」

　彼の視界から今すぐ消え失うせたかった。ユーリアンが衣装を脱ぐと、見事な体たい軀くを見せつけられている気分になって、いっそう自分の貧相さが情けなくなってくる。涙なみだがでそうだ。

「ソウシはまったく奥ゆかしいね。そんなところもかわいらしいんだけど」

「だ、だ、だから本当に……っ」

　自らの裸体を隠そうともしないユーリアンに真横に立たれて、叫さけびだしそうになった。大理石の床に土下座しそうな恰かつ好こうで、縮こまっていると、ヌルリとした感かん触しよくが背中を走る。

「ぅん……っ」

　泡だらけのスポンジで、ユーリアンに背中を洗われ始めたらしい。

　ゆるゆると隅すみ々ずみに到いたるまで背中が撫なでられて、ゾクゾクと身体に痺しびれが走り抜ぬける。

「……ん……ぅ……っ」

　肩かた口ぐち、腋わきのした、腹部へとスポンジは弧こを描えがきながら、広こう範はん囲いに撫でつけられていった。

「……は……、ん、ンンゥッ」

　泡あわ塗まみれのスポンジにするすると背筋を下から上になぞられたとき、ソウシは思わず変な声を出しそうになって、ギュッと歯を食いしばった。

「ごめんね、ソウシ。もしかして、くすぐったかった？　……人の背中を洗うのって、案外難しいんだね。知らなかったよ」

　ユーリアンは興味深そうに告げると、今度は少し強めにスポンジを擦こすりつけてくる。ちょうどいい強さだ。だが、腹部をすっと擦られた瞬しゆん間かん、身体がビクンッと跳はねてしまう。　>>>♥

「あっ！」

　バスルームに木霊こだましたソウシの声は、思いがけないほど大きくて、いっそう恥ずかしさが増してくる。

「どうかした？」

「……い、いえ……、な、なんでも……」

　人に背中を洗われた経験はある。兄と温泉に行った際、お互たがいの背中を流したからだ。しかし、今日はなにか違う。ユーリアンの手が動くたびに、息が乱れそうになってしまっていた。

「……もぅ……充じゆう分ぶんで……す……。くっ……はぁ。……あ……りがとう……ございました！」

　頭の中心からクラクラする。まだ湯に浸つかっていないのに、顔が熱くて逆上のぼせてしまいそうだ。ソウシがお礼を言って逃げ出そうとすると、ユーリアンは自分の背を差し出してくる。

「はい。僕が洗ってあげたんだから、次はソウシの番だよ」

「ええ!?　俺も、ユーリアンを洗うんですか？」

「もちろんだよ」

　ソウシは別に背中を洗ってくれと頼たのんだわけではない。だが、ユーリアンはヤマトの『仲の良い者たちの習慣』というものに、興味を持ってしまっている様子だ。断ればきっと、ユーリアンはがっかりするだろう。恥ずかしいからといって、断れる雰ふん囲い気きではない。

「……では僭せん越えつながら、失礼します」

　スポンジを洗って、新たにソープをつけてクシャクシャと揉もみ込んで泡あわ立だてると、ソウシは恐おそる恐るユーリアンの背中を洗い始めた。

　広い背中だった。それに、背骨もしっかりしていて、意外なほど筋肉質な身体をしている。

　どうやらユーリアンは、かなり着やせするタイプらしい。

　肌はだはまるで女性のように綺き麗れいなのに、身体は男らしいなんてずるい気がした。ソウシは羨むあまり溜ため息いきを洩もらした。

「ユーリアンはとても大きいですね。……筋肉質だし、肩かた幅はばも広いし、とても男らしい身体で憧あこがれます」

「……っ」

　ピクリと、背中の筋肉が微かすかに震ふるえる。そして、ユーリアンはなぜか黙だまり込んでしまって、返事をしない。

「もう少し強くした方がいいですか？」

　緊きん張ちようのあまり力んでしまっているのは自覚していた。おかげで加減が解らない。あまり強い力で洗っては、彼の艶つややかな肌を傷つけるのではないかと不安だった。だから弱めの力で洗っていたのだが、くすぐったかったのだろうか。すると、彼の肩口が微かに震えている気がしてくる。

「……あの？」

　ユーリアンからの返答はない。どうしていいか解らずに困こん惑わくしていると、こちらに背中を向けているユーリアンが、とつぜん吹ふき出した。

「……く……っ、は、ははっ。もうだめだ」

　啞あ然ぜんとするソウシの目の前で、彼は息を引き攣つらせながら、笑い声をあげていた。

「どうして笑うんですかっ」

　面おも白しろいことなどなかったはずだ。それに笑うなんて、一いつ生しよう懸けん命めいに彼の背を洗っていたソウシに失礼な気がする。

「いや、ソウシがかわいいことを言うから。……もしかして、ヨハンに『ちびっ子』って言われたことをまだ気にしているの？」

　どうやらユーリアンは、ソウシが彼の体軀を羨うらやんでいたことがおかしかったらしい。

「……気にしますよ……」

　もうすぐ結けつ婚こんできるような年になるというのに、幼子のような呼ばれ方で侮ぶ辱じよくされたのだ。気にするなという方が無理だ。つい拗すねて顔を逸そらした。

「お前は、そんなことを気にしなくていいよ」

　こちらを振ふり返ったユーリアンが、宝石のようなアメシストの瞳ひとみを煌きらめかせながら微笑ほほえむ。

「簡単に言わないでください」

　ユーリアンは自分が立派な体軀を持っているから、ソウシの気持ちが解らないのだ。

「たいしたことじゃない。大人になりたいなら、僕が叶かなえてあげてもいい」

「本当ですか？」

　ルーナ・ノワ王国は、妖よう精せいやユニコーンなど他国にはいない生物が生存していて、魔ま女じよがいると言われる幻げん想そうの国だ。もしかして、身長を伸のばすことのできる魔ま法ほうでもあるのだろうか。

「今すぐお願いします」

「また今度ね。今日は疲つかれているだろう？」

　ソウシは彼の腕に縋すがって食い下がるが、笑え顔がおで躱かわされてしまった。

「今度っていつですか？　明日ならいいですか」

「そんなに必死になるぐらいやって欲しい？」

「もちろんです」

　ヨハンに二度と『ちびっ子』だなんて呼ばれたくなかった。

「どうして？」

「……どうしてって……」

　輝かがやかしい存在であるユーリアンの隣となりに立つのには、ソウシはふさわしくなさ過ぎるからだ。

　学業に秀ひいでているわけでも、機転が利きくわけでもなければ、美び貌ぼうを誇ほこっているわけでもない。多少の武道は習っているものの、実戦には役に立たぬ程度のものだ。彼の役に立てるわけでもない。そのうえ、身長まで低いなんて、彼と並ぶ姿を想像するだけで惨みじめになってくる。

「ヨハンに、侮辱されたくないから？」

「はい」

「だったらヨハンに、二度とお前を傷つけるようなことを言わないように、注意しておくよ。それでいい？」

　相手を注意してくれることは嬉うれしいが、ヨハンに会うたびに、内心でちびっ子だと思われていると考えてしまうだろう。それなら、やはり今すぐに身長を伸ばして欲しい。

「でも……」

　ソウシがしょんぼりと俯うつむいていると、ユーリアンは深い溜息を吐つく。

「お前の頭のなかは今、ヨハンのことでいっぱいなんだね。まったく妬やけてしまうよ」

「変な風に言わないでくださいっ。それに……や、妬けるだなんて……冗じよう談だんは……」

　ヨハンの言葉に傷ついているだけだ。ソウシが、まるでヨハンに片思いでもしているような言い方をしないで欲しい。

「冗談？　どうしてそんな風に思ったんだい？　僕とお前は誰だれよりも仲が良いはずだろう？　久しぶりに会えたというのに、他ほかの者のことばかり話されては不ふ愉ゆ快かいだ」

　ジッと真しん摯しな眼まな差ざしで見つめられては、申し訳なくなってくる。

「すみません」

「口だけの謝罪はいらないよ。さあ、お前の目の前にいるのは誰だか、よく考えてごらん」

　目の前にいるのは、ユーリアン。ソウシが誰よりも尊敬している大好きな友達だ。大切な時間を、苛いら立だちなんかで潰つぶすのは間ま違ちがっている。つまらないプライドは捨てて、彼と有意義な学院生活を送るべきだ。

「……あの……俺……。ここでユーリアンに会えて……、一いつ緒しよに学院で過ごせること、本当に嬉しいです。今日から、よろしくお願いします」

　ソウシがペコリと頭を下げると、ユーリアンははにかんだ微笑みを浮うかべた。

「うん。僕も嬉しいよ。それより話はもう切り上げよう。身体からだの泡あわを流して、湯に入らないか。このままじゃ風邪かぜを引いてしまう」

「そうですね。気が利かなくてすみません。すぐに流しますね」

　コックを捻ひねってシャワーの湯を出して、ユーリアンの肩かたにあてる。すると、反対に彼もソウシに湯を浴びせかけてくる。

「僕もやってあげるよ」

　なんだか不可解な状じよう況きようだ。

　成人しかかった男ふたりが、湯を浴びせあっているなんて。

「こ、これって、お互い自分の身体を流した方が、やりやすくないですか？」

　正論を言ったつもりだったが、ユーリアンはシャワーヘッドをこちらに向けたままだ。

「いいじゃないか。こうした方がずっと楽しい。ふふっ、ほら。先にぜんぶ泡を流した方が勝ちだよ」

　泡が流れると貧相な身体がぜんぶ見えてしまう。ソウシはモジモジと足や腕うでを擦こすり合わせて、局部を隠かくそうとした。

「そういう問題では……、ちょ、……ちょっと、ユーリアンッ。……待ってください……」

　身体を隠しながら湯を浴びせるソウシと、堂々とした態度でたまにいたずらをしかけてくるユーリアンでは、まったく勝負にならない。あっという間に、ソウシの身体の泡はすべて流されてしまう。

「ひっ！　見ないでくださいっ。ユーリアン。もう……お願いですから……やめっ……」

　背中を向けて自分の身体を庇かばうソウシに、ユーリアンはこれでもかというほど湯を浴びせてくる。

「……身長ぐらい気にしなくてもいいのに。……とってもおいしそうに育ってる」

　ユーリアンの小さな呟つぶやきはシャワーの水音に紛まぎれて、ソウシの耳に届くことはなかった。










「……も、もうだめです」

　ソウシは浴衣ゆかた姿で、ふらふらになりながらバスルームを出た。倒たおれ込むように長なが椅い子すに座ると、ユーリアンがグラスに水を注いで差し出してくれる。

「すみません。ご迷めい惑わくをかけてしまって……。ありがとうございます」

　バスタブのなかでユーリアンは、肩まで浸つかって百を数えるように言った。湯が熱めだったうえに、ソウシは照れのせいで真っ赤になっていたので、気がつけばすっかり湯当たりしてしまっていたのだ。バスタブから上がる頃ころには、足元がおぼつかなくなっていた。

　冷たい水を一気に飲み干すと、幾いく分ぶんか身体がすっきりした気がする。

「ちゃんと髪かみを拭ふかないと、風邪を引いてしまうよ」

　解わかっていても気だるさのせいで、腕があがらない。このまま突つっ伏ぷしたら眠ねむってしまいそうなほど、頭がクラクラしていた。

「……大だい丈じよう夫ぶですから……、俺のことは気にしなくても……」

　見た目は貧相ではあるが、それなりに身体は鍛きたえているし、柔やわにはできていない。

　そう続ける前に、バスタオルを持ったユーリアンがやってきた。彼は薔薇ばらの香かおりのする柔らかなバスタオルで、ソウシの頭をふんわりと包み込むと、丁てい寧ねいに髪を拭いてくれる。慣れた手つきだった。そう思うとまた胸の奥がもやもやする。

「上手ですね……」

　ソウシは思わず、不満げな声で呟いてしまう。

「うん？　そうかな。ジョゼフを洗った後、こうして拭いてあげていたせいかも」

「ジョゼフさんに、ですか？」

　そういえば、昔よく彼の飼い犬のジョゼフが、洗われた後にこうして身体を拭かれていたことを思い出す。すると現金なもので、不愉快な気持ちが途と端たんに消えて行った。

「こんなこと大事な子にしかしないよ。人間ならソウシだけだ。僕はお前が大好きだからね」

「……はい……。俺も……です」

　ソウシもユーリアンが大好きだった。実の兄や父王よりも、ずっと傍そばにいたいと願ってしまうほどに。こうして髪を拭いてもらうのは、胸がいっぱいになるぐらい幸せな時間だった。

　心ここ地ちのよいバスタオルの感かん触しよくに、うっとりと瞼まぶたを閉じる。

「綺き麗れいな肌はだが薄うす桃もも色いろに染まっていて、かわいいね。ソウシ。そんな風に無防備に瞼を閉じていたら、悪い狼おおかみにおいしく食べられても知らないよ」

　いきなり不ふ穏おんな言葉が聞こえたので、ソウシはパッと瞼を開いて、目を瞠みはる。

「え……、狼って……」

　慌あわてて周りを見るが、狼など学院島の寮りようの一室に現れるわけがなかった。

「もちろん冗談だよ」

　ソウシはホッと息を吐いた。

「からかわないでください」

「あんな冗談を本気にする方が、どうかと思うよ？　ねえ、それよりも髪も乾かわいたことだし、今夜は早めに休もうか」

「はい。そうしましょうか。ユーリアン、今日は色々ありがとうございました。では、おやすみなさい。俺はラグで休みますので、毛布を貸してもらえますか」

　柔らかな背もたれがついた長椅子も寝ね心ごこ地ちが良さそうだが、やはりふかふかの感触の誘ゆう惑わくには勝てない。

「なにを言ってるんだい。お前は僕と一緒に、ベッドで眠るんだよ」

　思いがけない言葉に、睡すい魔まに誘さそわれかけていた意識が、一気に覚かく醒せいしてしまう。

「いえっ！　結構です。俺はラグで充じゆう分ぶんですからっ」

　ユーリアンと一緒のベッドで、眠れるわけがない。緊きん張ちようのあまり、永遠に心臓がとまることはあっても。

「床ゆかのうえなんかでお前を眠らせるわけにはいかないな。ほら、おいで」

　ソウシはぶるぶると頭を振ふって、同どう衾きんを拒こばむ。

「俺のことはお構いなく！　ヤマトでは畳たたみに布ふ団とんを敷しいて寝るんです。毎日床で寝ているも同然ですよ！」

　しかし、問答無用でユーリアンに肩かた口ぐちに抱かかえられて、寝しん室しつへと運ばれて行く羽目になった。

「おろしてくださいっ」

　懸けん命めいに訴うつたえると、優やさしくベッドに横たえられた。

「どうぞ。おろしてあげたよ。僕のお姫ひめ様さま。ふたりきりの初めての夜だね。さあ、楽しもうか」

　新しん婚こん初夜の新しん郎ろうのように、ユーリアンが甘い声こわ音ねで囁ささやいてくる。そんな冗談で、からかわないで欲しかった。ソウシが真っ赤になって震ふるえていると、ユーリアンもベッドのうえにあがってくる。ギクリと身体が強こわ張ばるが、彼は隣となりに身体を沈しずめて目を細める。

「こうして枕まくらを並べて、ソウシと一緒に眠ってみたかったんだ。夢が叶かなって嬉うれしいよ。これでもっと僕たちは仲良くなれるね」

　もしかしてユーリアンはヤマトの学生が書いた修学旅行の感想文でも読んだのだろうか。

　だとすれば、一連の行動も理解できる。

「ひとりで眠られた方がいいですよ。きっと肩も凝こるでしょうし」

「『肩が凝る』って、どういう意味？」

　ユーリアンは不思議そうに首を傾かしげた。肩凝りはヤマト特有の病気で、他ほかの国々にはそういう症しよう状じようがないことを思い出す。

「いえ、あなたの睡すい眠みんの妨さまたげになりそうなので、やはり俺は、隣の部屋で休もうと思います」

「つまり僕と寝るのは嫌いやってことかな」

　笑え顔がおで尋たずねられる。ユーリアンは笑っているのに、なぜだか部屋の温度が下がった気がした。

「そんなつもりでは……」

　ソウシはモゴモゴと口くち籠ごもってしまって言い返せなくなる。なんだか脅おどされているように感じるのは、気のせいなのだろうか。

「なにも問題ないなら、いいよね。さあ、一いつ緒しよに寝よう」

　結局は彼に押し切られ、ソウシはユーリアンと同じベッドで眠ることになってしまった。

「……解りました……。では失礼します。できるだけお邪じや魔まにならないようにしますから」

　広いベッドだった。ソウシが普ふ段だん眠ねむっている敷しき布ぶ団とんの三倍ほどありそうなベッドだ。きっと特注品なのだろう。確かにこのベッドなら、隣を気にすることなく眠れそうだった。

「おやすみなさい」

「うん、おやすみ。ソウシ」

　ソウシは邪魔にならないようにベッドの端はしに寄って、身体を伸ばしたまま目を閉じた。人と一緒のベッドで眠るなんて初めての経験だ。しかも相手はユーリアンだなんて、緊張してしまう。

　バクバクと心臓の鼓こ動どうがうるさいほど高鳴っていた。こんな状態で眠れるはずがない。

　ユーリアンは、ソウシと一緒に眠ることは気にならないのだろうか？　心配になって、そっと隣を窺うかがうと、ユーリアンが静かに瞼を閉じている姿が見えた。

　長い睫まつげに白磁の肌。こうして見ると普ふ段だんは大人びているのに、眠っている今は年相応のあどけなさが残っていた。新しい発見に目を奪うばわれていると、しばらくして彼の穏おだやかな寝息が聞こえてくる。

　どうやら緊張していたのは、ソウシだけだったらしい。気にしていた自分が恥はずかしくなる。

　男同士で一緒にベッドで眠ったからといって、なにか起きるはずもなかった。

　ユーリアンとの婚こん約やく話も、幼い頃の戯たわむれで、今は遠い過去の想おもい出だ。そのことは喜ばしいはずなのに、なんだか胸の奥にぽっかりと穴が開いたような淋さびしさを感じていた。

「……もう、昔のことなんだから……」

　ソウシは眠れずになんどかベッドのうえで寝返りを打っていた。しかしユーリアンの微かすかな寝息を聞いていると、緊張がほぐれてきて、次し第だいに眠ねむ気けが襲おそってくる。

　色々なことが、怒ど涛とうのごとく訪おとずれた長い一日だった。船旅を終えた後、他の国々の王子たちと様々な話をして、一緒にゲームに興じ、ユーリアンとお風呂ふろに入る羽目になった。

　ここは各国の嫡ちやく子しばかりが集つどう学院。卒業して国に帰れば、二度と気軽に笑い合うことなど出来ない相手ばかりだ。人生においては短い期間であるが、有意義な日々が過ごせればいいと心から思う。

　明日からは授業が始まる。

　できるだけ人の迷めい惑わくにならないように、精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばろうとソウシは心に誓ちかった。










　だが、その夜よ更ふけ──。

　朝を迎むかえる前に、ソウシは驚きよう愕がくの事態に陥おちいってしまっていた。

「……これは……いったい……」

　息苦しさから瞼を抉こじ開けたソウシは、自分の身体からだがベッドの中心に横たわっていることに気づいた。寝相は悪くないはずだ。それなのに、いつのまにユーリアンの寝ている場所まで転がってきたのだろう？　ソウシは首を傾げる。だが、いまはそれよりも重大な問題があった。

　背後から伸のびている温かい腕うでに、ソウシの身体は抱だきすくめられているのだ。ソウシが眠ねむりに落ちる前と変わらず、穏やかな寝息が聞こえる。ユーリアンのものだ。もちろん力強い腕も彼のものである。

　ソウシが着ていた浴衣ゆかたは合わせが開いてしまっていて、諸もろ肌はだが見えてしまっている。開いた合わせから手を差し入れる恰かつ好こうで、ユーリアンの腕は回されていた。

「な、……な……っ」

　身体を戦慄わななかせながら、悲鳴をあげそうになるのを、寸前で堪こらえた。どうしてこんなことになったのか、さっぱりわからない。とりあえず落ち着くために、ユーリアンの腕からそっと抜ぬけ出そうとしても、隙すき間まもないぐらい抱きしめられているため、逃にげられなかった。

「……っ」

　ソウシは恥ずかしさのあまり、バクバクと心臓を高鳴らせるばかりだ。

「とりあえず、離はなれないと……」

　ユーリアンを起こさないように、指を一本ずつ開こうとした。しかし、人の気も知らずにユーリアンは、後ろからソウシの黒くろ髪かみにいっそう顔を埋うずめてくる。

「ジョゼフ……」

　ともすれば聞き逃のがしていたぐらい小さく掠かすれた声で、ユーリアンが呟つぶやく。

　その名はユーリアンが、ルーナ・ノワ王国の宮きゆう殿でんで飼っている犬の名前だった。どうやら夢のなかで彼は、ジョゼフを抱きしめているらしい。

「俺はジョゼフさんじゃないのに……っ」

　だから、放して欲しい。声をあげて訴えたかったが、気持ちよく寝ている人間を深夜に起こすことは躊躇ためらわれた。彼もソウシの荷物の片づけや学院の案内で疲つかれているだろうし、明日は授業があるので早くに起きなければならない。

「……そっちに行っては……だめだよ……」

　胸が締しめつけられるほど、切実な声が耳に届く。いつも穏やかに微笑ほほえんでいるユーリアンが、こんな声を出しているのを初めて聞いた気がする。

　ジョゼフのことで、ユーリアンはつらい夢を見ているのではないかと心配になってしまう。

　ソウシが初めてジョゼフに会ったときには、立派な成犬だった。あれからもう十一年と数カ月経たっている。きっと今いま頃ごろは、老犬になっているはずだ。もしかしてルーナ・ノワ王国から、ソウシの足が遠のいていた間に、ジョゼフになにかあったのかもしれない。そう思うと、いっそうユーリアンの手を振りほどくことができなかった。

　もしもユーリアンがジョゼフを抱きしめている夢を見ているのなら、束つかの間だけでも逢あわせてあげたい気がする。

「……大だい丈じよう夫ぶですから、ゆっくり休んでください。ユーリアン」

　自分の身体に回された彼の腕を、そっと撫なでる。すると、ふたたび穏やかな寝ね息いきが聞こえてきて、胸のなかに抱だきこむように、強く引きよせられた。

「……あ……っ！」

　男同士で身体を寄せ合って寝るなんて、初めてのことだ。しかもユーリアンに抱きしめられていると思うと、頭のなかまで沸ふつ騰とうしてしまいそうだった。

　密着しているユーリアンから、なんだか甘い香かおりが漂ただよってくる。同じシャンプーや石せつ鹼けんを使ったはずなのに、彼の体たい臭しゆうが混じると、特別なものになった気がしてならない。

「……が、我が慢まん……しないと……」

　懸けん命めいに自分に言い聞かせる。だが、ユーリアンの手がソウシの肌を優やさしく撫で始めると、振ふり払はらって逃げ出したくなった。

「んぅ……、そこは……っ……」

　ユーリアンは、ジョゼフを撫でている夢を見ているのだろう。それなのに、無理やり起こして目覚めさせるのは、かわいそうだ。

「……うぅ……、く……」

　我慢しなければならない。堪えるべき状じよう況きようだ。それは理解していた。しかし、彼の整えられた指先は滑なめらかで、少し動くたびにくすぐったさのあまり声をあげそうになってしまう。

「ん、んぅ……っ」

　ユーリアンはこんなにも優しく、飼い犬のジョゼフを撫でていたのだと思うと、なんだか羨うらやむような感情が湧わき上がってくる。

「そんなはず……」

　プルプルと頭を横に振って、自分の考えを否定する。ヤマトの第二皇子ともあろうものが、犬が羨ましいと考えるなんて、どうかしている。

　狼ろう狽ばいしている間にも、ユーリアンの手はさらにソウシの肌を撫でさすっていく。

「……く……、ふ……っ」

　平常心。冷静。心頭滅めつ却きやくすれば、火もまた涼すずし。そんな言葉を、懸命に頭に浮うかべて堪えようとするが、息苦しいほど身体が火ほ照てり、瞳ひとみが潤うるんでしまうのをとめられなかった。

「はぁ……っ、も……、放し……、……」

　ギュッとシーツを摑つかんで逃げようとしたとき、下か肢しにまで彼の手が這はわされ始めた。太ふと腿ももの感かん触しよくを確かめるようになんども擦こすりつけられていく。いたずらな指先は、じわじわとソウシの熱を煽あおった後、さらに臀でん部ぶへと伸ばされる。

「……ん……ぅっ、は……ぁ……」

　時折、爪つめで搔かくような仕草をされるのは、やはりユーリアンがジョゼフのふわふわの毛を撫でている夢を見ているからなのだろう。

　彼に疾やましい気持ちなどない。愛犬をかわいがる手つきをしているだけだ。

　わかっている。わかっているつもりなのに、ソウシはどうしようもなく身体が熱くなってしまっていた。下肢の中心で硬かたく頭を擡もたげ始めた欲よく望ぼうを、抑おさえることができない。

「……ぃ……はぁ……、はぁ……ンンッ」

　ソウシは疼うずき始めた陰いん茎けいを、ボクサーパンツのうえから手で覆おおって、熱を冷まそうとした。

「ぅ……っ、うぅ……ユーリアン、放し……」

　だが、太腿の付け根を撫でられたとき、肉棒は硬く張りつめてしまう。

「ん、んんぅ……」

　こうなっては、簡単に熱は収まらない。いっそいちど吐精してしまおうか。そんな考えが脳のう裏りに過よぎる。イキたい。今すぐにでも熱を放ってしまいたい。

　鼻先から熱い息が漏もれて、ぶるりと身み震ぶるいが走ったとき、衝しよう動どう的てきに肉茎を引き摺ずり出して、擦り立てたい欲よつ求きゆうに駆かられた。

「……だ、だめ……」

　ここはユーリアンのベッドのなかだ。しかも彼の眠っている横で、卑ひ猥わいにヒクつく陰茎を擦り立てて、自じ慰いに耽ふけるなんてできるはずがない。そんなことをして見つかったら、確実に軽けい蔑べつされてしまうだろう。彼と一いつ緒しよに学院生活を送れることを、ソウシは楽しみにしていたのだ。

　初日から、誰だれよりも尊敬しているユーリアンに嫌きらわれるわけにはいかない。

「ん……っ、ん……出ちゃ……」

　解わかっているのに、我慢すればするほど、ゾクゾクと身体の芯しんから震え出してしまうのを止められなかった。

「ねぇ、……大好きだよ……」

　ソウシの身体を夢のなかで犬のジョゼフだと思い込んでいるユーリアンは、人の気も知らないで甘い声こわ音ねで囁ささやいてくる。

　好き。その言葉に、ゾクゾクと背筋を痺しびれが走り抜けて行った。

「……や……っ、ふ……んんっ」

　卑猥な染しみがソウシのボクサーパンツを湿しめらせ始めていた。それを指先に感じたソウシは、恥はずかしさのあまりしゃくり上げてしまいそうになる。こんなところをユーリアンに見られたら、生きてはいけない。彼を起こさないように、声を殺し続けなければ。

「ん……。いい子だ……。このままじっとして」

　ユーリアンの長い足が、ソウシの足の間に入り込んできた。すると、いっそう浴衣ゆかたの裾すそが開いてしまって、肌が露あらわになっていく。　>>>♥

　堪えきれずに肌が総毛立つ。もう限界だった。しかし、今ユーリアンに目覚められるわけにはいかない。

「お前の毛並は、……本当に気持ちいい……」

　彼の指が産うぶ毛げを撫でると、今度は陰茎を包み込んでいるソウシの両手のうえに伸のびてきて、そのまま大きく揺ゆすり立てられていく。

「そこは……、だ……め……。……ユ、ユーリアン……、……本当……に、だ……めぇ……」

　ソウシがついに堪えきれず喘あえぎを漏らしたとき。

　身み動じろぎしたユーリアンが、ふたたびソウシの身体からだをギュッと抱かかえ込み、そして寝ね息いきをたてはじめた。

「……、え……？」

　一いつ瞬しゆん、なにが起きたのか解らず、ソウシは放心してしまう。そしてすぐに、ユーリアンの腕うでで拘こう束そく状態にされたまま、深い眠ねむりにつかれたのだと気づく。

「こ、こんな恰かつ好こうで……、どうしろと……っ」

　彼の肩かた口ぐちを揺さぶって叩たたき起こしたかった。しかし、ソウシの浴衣は乱れきっていて、辛かろうじて袖そでと腰こし帯おびで身体に纏まとわりついている状態だ。さらには、完全に勃ぼつ起きしてしまった欲望の熱を冷ませられないでいる。こんな状態を見られたら、変態だと誤解されてしまうだろう。

「お願いですから、……手を放して……っ」

　その夜よ更ふけ、ソウシは半泣きになりながら、焦じれた身体を持て余し続けていた。










「ソウシ。……そろそろ起きた方がいいよ」

　優しい声が聞こえてきた。鼻び孔こうをスズランに似た爽さわやかな香りがくすぐる。これは、ユーリアンの好きな銘めい柄がらのダージリンのファーストフラッシュの香りだろうか。彼はいつもミルクと砂糖をたっぷり入れて紅茶を愉たのしむのだが、この茶葉のときは、繊せん細さいな味を味わうためにストレートで飲んでいたことが思い出されてくる。

「ん……っ」

　明け方近くまで眠れなかったのだが、いつの間にか熟じゆく睡すいしてしまっていたらしい。ソウシはまだ重い瞼まぶたを擦って、身体を起こした。

「起きた？　目覚めの紅茶を淹いれたんだ。一緒に飲もう」

　精せい緻ちな青あお薔薇ばらの描えがかれたカップを手て渡わたされる。優美な曲線を描くハンドルに指を絡からめて、寝ねぼけ眼まなこのままコクリとひとくち啜すすった。すると、芳ほう醇じゆんな味わいに、頭がすっきりとし始める。

「……ありがとうございます。……ユーリアンはお茶を淹れるのが上手だったんですね。とてもおいしいです」

　ソウシがホッと息を吐はいて、顔を綻ほころばせていると、ユーリアンの手が伸びてくる。ふわふわと頭を撫なでられた。寝起きでほつれた髪かみを、直してくれているらしい。

　色気のある手つきに、なんだか落ち着かなくなって、もうひとくち紅茶を啜ろうとした。

「もちろん。おいしいはずだよ。この紅茶には、お前への愛情がたっぷりつまっているからね」

「ぐっ……、ごほっ、ごほっ」

　ユーリアンの冗じよう談だんに、ソウシは飲みかけていた紅茶を、思いっきり吹ふきそうになった。意味を図はかりかねて彼を窺うかがうと、クスリと微笑ほほえまれた。どうやらまたからかわれてしまったらしい。

「学院に来る前にね、乳母うばにおいしい紅茶の淹れ方を教えてもらったんだ。ここでは、なんでも自分で出来ないと不便だろう？」

　ソウシは部屋に居い候そうろうさせてもらっている。だから、ユーリアンの身の回りの世話をすべきなのだと今さら気づいた。それなのに吞のん気きに寝ね坊ぼうして、起こしてもらっている場合ではない。

「俺にも教えてください。淹れられるようになりたいです。……あと、家事は得意ではありませんが、掃そう除じぐらいならできますから、ぜんぶ任せてください」

　学院で生活を送るための準備は万ばん全ぜんだ。一通りのことはできるようになっている。食事と洗せん濯たくはしなくてもいいらしいので、掃除やベッドメイク、片づけなどはするつもりでいる。

「なにもしなくていいよ。ソウシは」

「いえ、そんなわけにはいきません。俺がやります」

　ソウシが頭を横に振ふると、ユーリアンが笑え顔がおで言った。

「お前には他ほかにやって欲しいことがあるから、掃除なんてしなくてもいいよ」

　彼の願いがいったいなんなのか気になる。一応ボタンつけぐらいはできるが、裁さい縫ほうは苦手だ。日曜大工の真似まね事ごとも少しはできるが、この部屋は洗練され過ぎていて素人しろうとの手を入れられるような造りではない。ユーリアンが望んでいることは、ソウシができる範はん疇ちゆうのことだろうか？

「他とは、なんですか？」

「そのときがきたら、ちゃんとお願いするよ」

　心配になって尋たずねるが、教えてはもらえないようだ。

「どうして、今ではいけないんですか？」

　ソウシは前のめりになって食い下がった。すると、ふいに彼は、自分の手で唇くちびるを押さえて、吹き出すのを堪こらえるような仕草をする。なんだか嫌いやな予感がした。

「それより……、ソウシって意外と、寝相が悪かったんだね。今朝は驚おどろいてしまったよ」

「え……？」

　なにを言われているのか解らず、首を傾かしげる。ユーリアンの視線の先が、自分の胸の辺りにある気がして、ふと身に纏っている浴衣を見た。不思議なことに、浴衣が右前ではなく、合わせが逆になっている。毎晩、着ているものだ。自分では間ま違ちがえようがない。

　どうなっているのだろうかと、さらに首を傾げたとき、昨夜、寝ぼけたユーリアンに浴衣を乱された淫みだらな記き憶おくが蘇よみがえってくる。いくら思い返しても、自分では浴衣を直した覚えはない。そして、いつの間にか眠り込んでしまったという事実。つまりこれは、ユーリアンが整えたのだと考えるのが妥だ当とうだろう。

「汚よごれた下着は洗っておいたよ。……お前用の小簞笥コモードを無断で開けたけど、なにも穿はかせないわけにはいかないから、許して欲しいね」

「え？　……どうして下着を替かえる必要が……」

　首を傾げて尋ねると、ユーリアンが答えにくそうに苦笑いする。先ほど、ユーリアンはなんと言っただろうか。確か──。

「……汚れていた……？」

　ソウシはようやく自分が昨夜、浴衣を乱したまま眠り込み、さらには夢精してしまったのではないかという結論にいきついた。

「……う……ぁ……っ」

　ザッと血の気が引いていく。手に紅茶のカップを持っていなかったら、今すぐにでもシーツを被かぶって顔を隠かくしたことだろう。

「ひ……っ、……お、お、俺……、すみません、すみません！」

　恥はずかしい。よりによってユーリアンに、そんな姿を晒さらして、汚れた下着を替えさせ、挙句の果てには、洗濯の手間までかけさせたなんて。

　いっそ誰だれか今すぐ、学院島の裏にある断だん崖がいのうえから、ソウシを冷たい海に突つき落として欲しいと、心から叫さけびたかった。

　ガタガタと震ふるえていると、ソウシの手のなかの紅茶のカップをユーリアンが、そっと取り上げてサイドテーブルに置いた。

「どうしたんだい。泣きそうな顔して？　大だい丈じよう夫ぶだよ」

　ギュッと手を握にぎられる。少し冷たいのに、とても安心する感かん触しよくだ。

　だが、続けられた言葉に、身体が強こわ張ばる。

「とってもかわいかったから、気にしなくていい。……それよりも、あんな風にされても起きないことの方が驚いたかな」

　汚れた下着を着替えさせられていても、熟睡している自分の情けない姿が脳のう裏りに浮うかぶと、腹を搔っ捌さばいて、命を絶ちたくなってくる。介かい添ぞえを頼たのんででも、誰かに一思いに息の根を止めて欲しかった。

「俺、ユーリアンに、なんてことを……。ヤ、ヤマトに帰りますっ。そして、もう二度と自分の部屋から出ませんから、許してください！」

　引きこもりを宣言しながら半泣きになっていると、ユーリアンが笑みを顔に張りつけたまま、尋ねてくる。

「ふふ。……ごめん。ちゃんと聞こえなかった。……今、なんて言った？　国に帰るなんて聞こえた気がしたけど、間違いだよね」

　部屋の温度が氷点下になり、空気までもが凍こおりついたかのように思えた。

「あ、あの……」

　ゴクリと唾つばを飲もうとするが、緊きん張ちように渇かわききっていて、できなかった。

『はい』か『イエス』としか答えられないほどの、猛もう烈れつな威い圧あつ感かんを覚える。ここで、他の言葉を発したら、なにかとてつもなく恐おそろしいことが起きそうな気がしてならない。

「ねえ。ソウシは、ヤマトになんて帰らずに、ずっと僕の傍そばにいてくれるんだよね？」

　さらに念を押されては、首振り人形のようにコクコクと頷うなずくしかない。怖こわい。蛇へびに睨にらまれて油を滴したたらせるガマガエルの気持ちが、なぜか痛いぐらいに解わかった気がした。

「ああ、よかった。驚かさないで欲しいね。びっくりするじゃないか」

　驚いたのは、ソウシの方だ。自決する前に、本気で息の根が止まってしまうかと思った。ガタガタと震え出しそうになっていると、純白の盛服とシャツが手渡される。ソウシのものだ。

　本来ならソウシの国の正装は着物なのだが、洗あらい替がえがしにくいため、ユーリアンが特別に洋装の許可をとってくれたらしい。盛服はルーナ・ノワ王国風のものだ。

「些さ細さいなことなんて気にしないでいい。ほら、顔を洗って着替えておいで。食事に行こう」

　和なごやかな声で微笑むユーリアンは、先ほどの気き迫はくが噓うそのように、優やさしい。まるで別人のように思えたのは、やはり気のせいだったらしい。










　食堂に行くと、昨日はいなかった王子たちも揃そろっていた。世界にある十二国の王子が一堂に会する様子は、壮そう観かんだ。彼らの隠しきれない気品とオーラに圧あつ倒とうされて、ソウシは恐きよう縮しゆくしてしまう。貧相な自分だけが場ば違ちがいな存在であるのは、否いなめない事実だ。

　そんな輝かがやくような存在感のある王子たちのなかでも一番麗うるわしいのは、ユーリアンだ。誰よりもかっこいいし、立ち振ふる舞まいも綺き麗れいだ。やはりユーリアンはすごい。ソウシは劣れつ等とう感かんに苛さいなまれながらも、彼に対して心から感服しながら席に着く。ほどなくして、グレープフルーツジュースやミルク、そして紅茶が運ばれてきた。

　ソウシが飲み物のなかで一番に口をつけたのは、ミルクだ。これを飲んで、早く背を伸のばさなければと考えていたからだ。自分がユーリアンの隣となりに立つにふさわしくないことは解っている。

　それでも些細なことからでも、近づけるように努力したかった。

「よう！　ちびっ子。朝からミルクを飲むなんて、偉えらいな。努力しているじゃないか」

　人ひと懐なつっこい声で、イーグニスの王子ヨハンが声をかけてくる。彼は燃えるような赤毛で、淡たん褐かつ色しよくの瞳ひとみをキラキラさせていた。窓から差し込む朝日を受けているせいか、昨晩見たときよりも、ずっと華はなやかだ。背は高いが、身体からだは意外と華きや奢しやそうだ。

　すぐ後ろにやって来たグラキエースの王子、ヴェルナー・ダンジェルマイアがさらに背が高く鍛きたえられた軍人のような体たい軀くをしているため、そう思うのかも知れない。ヴェルナーの眩まばゆいほど美しい銀ぎん髪ぱつや凜り々りしくも端たん整せいな容姿は美しいが、眼鏡の奥にある怜れい悧りなアイスブルーの瞳で見つめられると、どうしても緊張に身体が萎縮してしまう。

　赤と青。火と水。まるで対ついのようなふたりだ。ふと見ると、朗ほがらかなヨハンのネックレスにはルビー、厳しそうなヴェルナーの幅広の腕輪にはサファイアが嵌はまっていた。ふたりに良く似合う宝石だ。

「おはようございます。ヨハンさん。ヴェルナーさん。……あの、ヨハンさん。お願いですから、俺のことを変な呼び方しないでください……」

　ソウシが拗すねた眼まな差ざしでヨハンを見上げると、彼は不思議そうに首を傾げる。

「もしかして気に入らないのか？　じゃあ、『ドワーフ』でどうだ」

　ドワーフとは、伝説上の小人のことだ。

「よけいに嫌ですっ！」

　結局は子供のような扱あつかいは変わらないらしい。これ以上聞いていたら、落ち込んだまま、立ち直れなくなりそうだ。

「……ヨハン。いくらかわいいからって、僕のソウシを虐いじめないでくれないか」

　柔やわらかく微笑ほほえみながら、ユーリアンが言うと、ヨハンはなぜか引き攣つった表情を浮かべた。

「じょ、冗じよう談だんだって！　そう怒おこるなよ」

　ヨハンがそう言いながら、ソウシたちと同じ丸テーブルの向かいに着席する。その直すぐ隣には、ヴェルナーが腰こしかけた。

「げっ！　ドＳ兄さんは、あっちに座れよ。せっかくの飯が不味まずくなるだろっ」

　ムッとした様子でヨハンが言うと、ヴェルナーが軽く鼻でせせら笑って一いつ蹴しゆうした。どうやら王子たち全員が、ヨハンに変なあだ名をつけられているらしい。もしかして、ソウシだけが、大人げなく不満を訴えているのだろうか？

　あだ名についてどう思っているのか尋たずねてみたかったが、ヴェルナーは気軽に話しかけにくい雰ふん囲い気きの男だ。気づかれないように様子を窺うかがうと、彼は低い声でヨハンに言い放つ。

「学院島に占せん有ゆう権けんなどない。お前に指図される謂いわれはないな。大人しく不味くなった食事とやらを摂とっていろ」

　ヴェルナーは不ふ遜そんな態度で、運ばれてきたエスプレッソを啜すすった。同じ年とし頃ごろとは思えない迫はく力りよくだ。ソウシには、やはり彼と話す勇気がでない。

　ヨハンに目をやると、彼の元にはレモネードとオレンジジュースが運ばれてくる。好きな飲み物を伝えておくと、注文をしなくても用意される仕組みらしかった。興味津々で、ふたりの飲み物を見つめていると、それに気づいたユーリアンが言った。

「今朝はとりあえず僕の好みで頼んでおいたんだけど、ソウシもなにか飲みたいものがあれば、リクエストしておくといい」

「いえ。俺は、ユーリアンと同じものがいいです」

　背を伸ばすためにミルクは押さえておきたいところだし、グレープフルーツジュースは酸味で口のなかがすっきりする。ソウシは昔、紅茶を苦手としていたが、今では朝食にぴったりな飲み物だと思っている。他ほかに変えたいとは思わない。

「そう？　ソウシと同じ嗜し好こうで嬉うれしいよ」

　ユーリアンはそう言いながら、ソウシの皿と自分の皿を交こう換かんした。良く見てみると、手て渡わたされた皿のうえで、チキンソテーやアスパラガス、ニンジンのグラッセなどが食べやすいサイズに切られている。

「お前は箸はしで食事するんだろう？　食べやすくしておいたよ」

　細やかな気き遣づかいが嬉しくて、ソウシは顔を綻ほころばせた。

「ありがとうございます。……俺もこの学院で、ユーリアンみたいに優しくて思いやりのある人に成長したいです」

「え!?　ちょ……っ、……っく……ご、ほっ、ごほっ！」

　ソウシの隣に座っていたヨハンが、嚥えん下かしかけていたレモネードを噎むせ込む。ヨハンは胸を叩たたいて、どうにか喉のどの奥に流し込むと、嚙かみつくように言った。

「本気で言ってんのかよ!?　ちびっ子、気は確かか!?　てか、なんなのアンタら、気持ち悪すぎるんだけど？」

　ヨハンは驚きよう愕がくの眼差しでこちらを見つめてくる。隣のヴェルナーも心なしか、眉まゆ根ねを寄せていた。どうやら、呆あきれられてしまったらしい。

「す、すみません。俺なんかが、ユーリアンを目指すなんて、高望みしすぎですよね」

　ソウシがパタパタと手を横に振ふると、ユーリアンが愉しげに微笑みかけてくる。

「ふふ。僕なんて目指さなくても、ソウシはとっても優しくていい子だよ」

「そんなことありません。俺なんて至らないことばかりで……。ユーリアンは俺の生しよう涯がいの目標です」

　お互たがいに褒ほめ合うふたりの話を、ヨハンとヴェルナーはなぜか苦にが虫むしを嚙み潰つぶしたような顔で聞いていた。
















　その日、初めての授業を終えて放課後になる頃ころには、ソウシは心身ともに疲つかれ果てていた。

　寮りようへと続く石いし畳だたみの回かい廊ろうを歩く足取りが、次し第だいに重くなる。

　ブルジェオン学院での勉強は、多た岐きに亘わたっていた。一いつ般ぱんの勉強だけではなく、帝てい王おう学から、生物学、工学他、様々なものまで会え得とくしなくてはならないらしい。すべて富める国へと導く立場の者が、学ぶべきものばかりだ。おろそかにはできない。

　ヤマトでも一通りのことは勉強してきたつもりだが、甘かったようだ。本来ならばソウシの兄が来るはずだった関係で、審しん議ぎのために入学の手続きが遅おくれたのだ。他の王子たちは一年前からすでに学院に通い続けているらしい。今年入学したのはソウシひとりだ。ハンデは大きい。しかも授業の一限は長く、二時間ごとになっていて、十五分の休きゆう憩けいを挟はさむ形態だ。慣れない配分で、集中力を持続させるのは容易ではない。

「今日の復習に、明日の予習もしないと皆みんなについていけない……。甘くみてたな。……はぁ」

　ソウシは深く溜ため息いきを吐つく。すると、隣でソウシの独り言を聞いていたユーリアンが嬉しい申し出をしてくれる。

「解わからないことがあったら、僕が教えてあげるから、心配しなくても大だい丈じよう夫ぶだよ。今夜はちょっと先生に呼ばれているから、あまり見てあげられないかもしれないけど、明日からは気が済むまでつき合ってあげる」

「でも、それではご迷めい惑わくじゃないですか？」

「迷惑なんかじゃない。それに人に教えると復習になる。自分のためでもあるから、お前はなにも気にしなくていいよ」

「ありがとうございます。……俺は、ユーリアンには助けてもらってばかりですね……」

　頼たよりになるからといって、ユーリアンに寄りかかってばかりの自分が情けなくなる。友達とは、助け合うものなのではないだろうか。

「うん？　お前を僕が助けるのは、当たり前のことだろう」

　ソウシに気を遣つかわせないためか、彼は笑え顔がおでそう言ってくれた。

「ユーリアン……」

　ソウシが彼の優やさしさに感激していると、とつぜん顔を近づけられて、チュッと頰ほおに口づけられた。口の端はしの辺り。もう少しで唇くちびるに触ふれそうな場所だ。キスをされたソウシは頭のなかが真っ白になる。近くを歩いていた他の王子たちも、ギョッとした表情でこちらを窺っていた。

「や、やめてください。皆が見ています……」

　ただのスキンシップなのに、変な風にとられたら、どうするのだろうか。

「それがどうかした？　親愛のキスぐらい誰だれでもすると思うけど」

　同意を求められてもソウシに頷うなずけるわけがない。ヤマトにはハグやキスで友達に愛情を示す習慣がないのだから。ユーリアンは、親愛のキスは当たり前のことだと昔から言っていた。

　しかし他の王子たちが驚おどろいているところを見ると、なにかおかしい気もする。

「……でも……、ヤマトではしないことなので……、……恥はずかしいですから」

　真っ赤になって訴うつたえると、綺き麗れいな指で頰をくすぐられた。

「うん、解った。これからはふたりきりのときだけにして欲しいんだね」

「ち、違ちがいますっ！」

　──誰か、助けてください。

　声を大にして訴えたかった。相手は自分よりもずっと頭がいい人なのに、言葉が通じない。

「俺はそんなつもりで言ったんじゃありません！　だいたい、人前でこんな話をしていたら、皆に誤解されてしまいますよっ」

　ソウシが人差し指を唇に当てて、静かにするようにジェスチャーする姿を、ユーリアンは愉しげな表情を浮うかべて見つめてくる。吞のん気きに構えないで欲しい。ソウシは本気で心配しているのだ。ユーリアンは大国であるルーナ・ノワ王国の世よ継つぎだというのに、ソウシと変な世評が流れたら、どうするのだろうか。

「誤解なんてされないよ。相変わらずソウシは心しん配ぱい性しようだね。そんなことよりも食堂に行こう。今日は実験が長引いてアフタヌーンティーの時間が取れなかったから、お前もお腹なかが空いているだろう？」

　ユーリアンはふふっと笑うと、ソウシの手を摑つかんで、食堂の方へと歩き出す。周りに配はい慮りよするつもりはまったくないらしい。考えてみれば、確かにソウシとユーリアンでは不ふ釣つり合あい過ぎて、誤解されようがないのだろう。だが、それでも少しは気をつけるべきではないのだろうか。

　ソウシがグルグルと思い悩なやんでいると、彼は諭さとすように言った。

「勉強もいいけど、まずはしっかり栄養を摂らないと。根を詰つめ過ぎるのはよくない。効率が悪くなるだけだよ」

　ソウシは夢中になると寝しん食しよくをおろそかにしてしまうことを、幼おさな馴な染じみであるユーリアンは知っている。だから、心配してくれているらしい。

　確かに寝ね不ぶ足そくの頭で勉強を詰め込もうとしても、まったく頭には残らないだろう。

「そうですね……、気をつけます」

　ユーリアンに注意されなければ軽く食事をすませて、深夜まで勉強していたところだ。

　少しでも早くユーリアンの負担を減らしたいと願っていた。そして、できるなら彼をサポートできるぐらいになりたかった。しかしこれでは、余計に迷惑をかけることになる。

「真面目まじめなのはソウシの美徳だよ。でも身体からだを大事にすることを覚えた方がいい。焦あせらなくても、お前ならかならず皆に追いつけるよ」

　ソウシがしょんぼりと俯うつむいていると、さらに強く手を引かれた。ユーリアンの手は温かい。ずっとこうして繫つないでいたくなるぐらい、安心する。

「ほら、早く行こう。……今晩のデザートはなにかな。楽しみだね」

　今でも、ユーリアンはお菓か子しが大好きらしい。一年ぶりに成長した彼を目まの当たりにして、置いていかれたような淋さびしさを感じていた。だが、昔と変わらない部分があることが嬉しい。

「よかったら……俺のも食べてください」

　ユーリアンにだったら、夕食のすべてを渡しても構わないぐらいだ。

「俺のも……か。……残念。ちょっと惜おしいかな」

　ソウシの言葉を聞くと、彼は破顔して言った。

「え？」

　なにが惜しいのだろうか。きょとんと首を傾かしげると、ユーリアンはさらに続けた。

「そうだね。お前の分のデザートより、こっちの方が嬉うれしいかな」

　いきなり、ふにっと頰を引っ張られて、ソウシは目を丸くした。

「どういう意味ですか？」

「熟うれるまで待ち遠しいなぁ……、と思って。あと少しなんだけど。それまで僕は、ちゃんと我が慢まんできるかな」

　そう言いながら、ふにふにと頰を抓つまみ続ける。初めは気にならなかったが、だんだん痛くなってくる。

「ひゃ……、いひゃぃ……です。ユーリアン」

「もっと痛いことをしたら、お前は泣くかな？　それもかわいいだろうけど……。待ちきれないな。早く育って欲しいものだよ」

　やっと手を放してもらえた頃には、頰がひりひりしてしまっていた。

　ユーリアンは、頰の感かん触しよくに似た果物のなる植物でも育てているのだろうか？

　ソウシが彼の言葉の意味を考えあぐねている間に、食堂へと到とう着ちやくした。

「今日はグラキエースの料理の番みたいだね。ジャガイモとヴルソーセストージだけでコース料理にされた日には辟へき易えきしたけど、今日は肉料理みたいだ。安心したよ。デザートはアップフェルシュトゥルーデルだって」

　聞き覚えのないお菓子の名前に、ソウシは首を傾げる。

「食べたことない？　薄うすい生き地じで林りん檎ごを巻いたケーキだよ。熱々のカスタードと冷たいアイスクリームが添そえてあって、レーズンとシナモンがアクセントになってるんだ。とってもおいしいよ。食後が楽しみだね」

　食べてみないとどんな味かは解らないが、ユーリアンが喜んでいるのを見るだけで、ソウシは幸せな気持ちになる。

「はい。俺も楽しみです」

　そうして、ふたりで仲よく夕食を摂とったあと、ユーリアンは教師に呼ばれて職員棟とうへと向かった。ソウシは勉強をするために、寮りようの部屋へと戻もどることにした。ダイヤモンドの間に近づくと、入り口あたりに黒くろ髪かみの美少年が立っていることに気づく。ほとんど話をしたことのない相手で、名前は思い出せない。確か西方の国の王子だ。

「あの……ユーリアンになにか用ですか？」

　ソウシが声をかけると、彼は忌いま々いましそうに睨にらみつけてくる。

「なんだ、キミか。ヤマトの皇子」

「はい。ソウシ・タカムラです。よろしくお願いします」

　深々と頭を下げた。だが、相手は鋭するどい目でこちらを見たまま、名乗ろうとしない。

「一度はっきり言ってやろうと思ってたんだ。ちょうどいい。幼馴染だかなんだか知らないけど、ユーリアン様に馴なれ馴れしいんだよ。不ふ愉ゆ快かいだからやめてくれない？」

「……申し訳ございません。そうですよね……」

　確かにその通りだ。ユーリアンは、本来ならヤマトの第二皇子ごときが、気軽に話しかけられるような相手ではない。傍はた目めにも不愉快だったことだろう。

　ソウシが謝罪すると、西国の王子は呆あつ気けにとられた様子で、こちらを見つめてくる。

「なにそれ。嫌いや味みのつもり？」

「い、いえ……そんな……」

　自分でもそう思ったから同意しただけだ。嫌味を言ったつもりなんてない。ソウシは、ぶるぶると頭を横に振ふって否定した後、躊躇ためらいがちに部屋の鍵かぎを開けた。

「ユーリアンなら、先生に呼ばれて職員棟へ行きました。遅おそくなるかもしれませんので、なかでお待ちください」

　もうとっくに陽ひは沈しずんでいる。他国の王子を外で待たせるわけにはいかない。

「どうぞ」

　ソウシが見知らぬ少年を招き入れたのは親切のつもりだった。だが、西国の王子はますます不ふ機き嫌げんになって、こちらを睨んでくる。

「どうして、キミがここの鍵を持ってるんだよ」

「え？　あの。俺は今、ダイヤモンドの間に居い候そうろうさせてもらっているので。皆みなさんもご存じのことなのかと……」

　創立以来使われていなかった真しん珠じゆの間が改修中であることを、どうやら彼は知らないらしい。

「はあ？　なんだよ。それっ。信じらんないっ」

　怒おこるのは当然かもしれなかった。

　ソウシだって、ユーリアンが誰だれかと同居するなんて聞いたら、心こころ穏おだやかではいられない。

「すみません。でも……少しの間なので、我慢していただけるとありがたいのですが……」

　さすがに野宿は躊躇われる。彼がソウシの存在を、どうしても許せないというのなら、談話室にでも、椅い子すを並べて眠ねむるしかない。

「自覚あるんだ？　きっと明日にでも飽あきられるだろうから、今から荷物を纏まとめておいた方がいいんじゃないの」

　飽きられる……とはどういう意味なのだろうか。ソウシがきょとんとしていると、彼は隠かくし戸の奥から掃そう除じ道具を出して、バケツに水を汲くみ始める。

　どうやら、この部屋を掃除するつもりらしい。

「俺がやります。居候させてもらっているので、それぐらいしないと」

「はっ。自じ慢まんのつもり？　いいからどいて。邪じや魔まだから。これはボクの仕事なんだから」

　彼は慣れた手つきでてきぱきと掃除していく。勝手知ったる様子だ。部屋になにが置かれているのか、どこに片づければいいのか、知り尽つくしているらしい。ソウシも邪魔にならないように掃除を手伝い始めた。

「ところでどうして、あなたはユーリアンの部屋を掃除しているんですか？」

　浮うかんだ疑問を尋たずねると、あからさまに呆あきれた表情を返された。

「『ジェム・デュエル』で負けたからに決まっているだろ。……まあ、ユーリアン様のためなら、宝石なんて関係なく掃除ぐらいしてもいいけど」

　ブルジェオン学院での掟おきてを、ソウシはすっかり忘れていた。そういえば、ユーリアンのブレスレットには五つの宝石が嵌はまっていた。ソウシの真珠、ユーリアンのダイヤモンドでふたつ。

　それを除のぞけば、三人の王子を従えていることになる。

　十二個しかない宝石を、すでに五つも集めているなんて、改めて尊敬してしまう。彼ならば、すべて宝石を集めるという学院初の偉い業ぎようを達せられるのではないのだろうか。

「どうせ君も負けたんだろう。入学早々災難だね。まあ、トロそうだもん。仕方ないか」

「いえ。まだ『ジェム・デュエル』はしたことがありません。俺は見ての通りうっかり者なので、きちんと管理できるユーリアンに真珠を預かってもらったんです」

　正直に説明すると、彼は呆ぼう然ぜんとしてこちらを見つめてくる。

「はぁ？　キミ。ばっかじゃないの。何考えているわけ？」

　いきなり怒ど鳴なりつけられ、ソウシはビクリと身体を引き攣つらせた。

「教則本は熟読したの？　ここでの生活が、次代の国政にどんな風に関かかわってくるのか、知らないわけじゃないだろう」

　ブルジェオン学院での生活は、外に持ち出さない決まりだ。たとえ誰かを服従させていたとしても、関係を継けい続ぞくすることはできないはずだ。

「……なんのことだか……」

　オロオロとしているソウシに、彼は苛いら立だたしげに続けた。

「学院での生活は外に持ち出さないなんて、建前に決まってるだろ。ここでの力関係が、そのまま即そく位い後も続くんだ。たったひとりで生き抜ぬけない王子は、どこまでも弱みを握にぎられていく。ここで敗者として過ごした証しよう拠こを盾たてに、脅おどされたら言いなりになるしかないだろう」

　そんなことは、考えてもみなかった。だとすれば、ソウシは自国の国益を無視して、簡単にユーリアンに譲ゆずり渡わたしたことになる。しかし、いくら考えても、ユーリアンがソウシにひどい真似まねをするなんて、思えなかった。

「なにを騒さわいでいるんだ」

　凜りんとした声が響ひびく。ユーリアンだった。

　たった今戻ってきたらしい。ソウシが泣きそうになりながら俯うつむいていると、ユーリアンが西国の王子を冷ややかに見つめた。

「もしかして、お前が僕のソウシを虐いじめたのか？」

　ユーリアンは声を荒あら立だてるわけでも、ひどいことを告げたわけでもないのに、目の前の王子は真っ青になって震ふるえ出してしまった。

「……も、申し訳ございません。ユーリアン様！」

　怯おびえきった様子を見ていると、傍ぼう観かんしていることが出来ずに、ソウシは西国の王子を庇かばうようにして間に立つ。

「違ちがいます。誤解しないでください。……学院での生活について教えてもらっていたんです。……自分が勉強不足なんだと気づいて、悲しくなっただけで……。決して虐められていたわけではありませんから」

　懸けん命めいに説明すると、ユーリアンはふうっと息を吐はく。

「ソウシはそんな奴やつにまで優やさしいんだね」

　そっと頭を撫なでられて、いっそう泣きたくなった。優しくなどない。愚おろかなだけだ。

「……そこのお前、邪魔だから帰っていいよ。ついでに、しばらく僕の前に顔を出すな。目め障ざわりだ」

　西国の王子は、その言葉を聞くと、泣きそうに顔を歪ゆがめて走り去って行く。

　ふたりきりになると、沈ちん黙もくに息が苦しくなる。ソウシは俯いたまま顔をあげられずにいた。

「それで？　なにがあったの。説明してくれるよね」

　ユーリアンが、怪け訝げんそうな顔で尋ねてくる。

　西国の王子から先ほど聞いた話が、頭のなかでグルグルしてしまって、とっさに答えられなかった。

「ソウシ。僕に言えないようなことでも、あいつにされたのか」

「ち、違います……ただ……。……やっぱり真珠を預かってもらうより、自分で管理すべきなのではないかと思って……」

　恐おそる恐る言うと、彼は口角をあげる。

「なんだ。そんなこと」

　美しいのに、どこか作り物めいた微笑ほほえみをみていると、なぜか不安になった。

「ダメだよ。もしもお前が『ジェム・デュエル』で宝石を奪うばわれて、誰かに傅かしずくようなことがあったら、僕は相手を許せない」

　そこまで心配してもらえるほどのことを、自分はユーリアンに返せているだろうか。

　いつもいつも、ソウシはお荷物になってしまっている気がする。

「……でも……、迷めい惑わくをかけてばかりで、申し訳なくて……」

「ソウシは、お前だけができる方法で、僕を喜ばせてくれればいいんだよ。そんなことより、今日は冷え込んでいる。いつまでも玄げん関かんホールになんていたら風邪かぜを引いてしまうよ。勉強にはあとでつき合うから、まずはお風呂ふろに入ろうか」

　ユーリアンは有う無むを言わせない迫はく力りよくで、にっこりと微笑みかけてきた。

「もしかして、……今日も一いつ緒しよにお風呂に入るつもりですか」

　チラリと見上げると、彼は当然とばかりの表情を浮かべている。

「その方が、勉強のためにお互たがい時間を短縮できるだろう？　なにか問題があるのかい」

　まったくその通りだ。しかも勉強しなければならないのはソウシで、ユーリアンはつきあわされる立場だ。文句など言えない。

「……いえ、ご迷惑をおかけしますが、よろしくお願いします」

　ソウシはその後、ユーリアンとお風呂に入ったのだが、昨日と同じように……いやそれ以上に逆上のぼせてしまった。もう勉強どころではない。

「こんなはずでは……」

　また長椅子に倒たおれ込む羽目になり、泣きたくなる。

「お前が長椅子で涼すずんでいる間に、今日の授業の要点を纏めておくから、起きられるようになったら、ライティングテーブルの前においで。先に言っておくけど、決して無理はしないようにね」

「すみません」

「いいよ。ソウシがあんまりかわいいから、ずっと抱だきしめていた僕が悪いんだし」

　ユーリアンは、バスタブのなかでソウシを抱きしめ続けていた。恥はずかしさのあまり卒そつ倒とうしかけながら、なんど放して欲しいと頼たのんでも、聞いてはもらえなかった。そのせいで湯当たりしてしまったのだ。今日のことは不ふ可か抗こう力りよくだ。

『……ソウシの肌はだはスベスベだね。ずっとこうしていたくなるよ』

　ふいに、湯のなかで素す肌はだを擦こすり合わせた感かん触しよくが、生々しく思い出された。

「……っ！」

　羞しゆう恥ちに身み悶もだえそうになるのを、堪こらえていると、さらに身体からだが火ほ照てってしまう。

「い、いえ……そんな……」

　ユーリアンに他意はない。それなのに、甘く囁ささやくような声こわ音ねにゾクゾクしてしまった。

　麗うるわしいのは結構なことだが、色気が多すぎるというのも罪作りなものだ。きっとルーナ・ノワ王国では彼に懸け想そうして、叶かなわぬ恋こいに身を焦こがしている者が数えきれないほどいるに違いない。

　その気持ちが、なぜかよく解わかる気がする。

「いいから。僕に任せて。今日の授業内容なら、復習しやすいようにしておいてあげる」

　彼は、ライティングテーブルの椅い子すに着席すると、教科書を片手にノートをとり始めた。静まりかえった部屋に、カリカリと迷いのない筆記音が響く。

　すぐ近くに感じるユーリアンの気配が嬉うれしくて、なんだか胸がいっぱいになる。

　その後、手て渡わたされた授業の要約は、これ以上ないといえるほど完かん璧ぺきに纏まとめられていて、ユーリアンの優ゆう秀しゆうさと自分の至らなさを、いっそう思い知る羽目になった。










　さらに翌日──。

　王子たちの揃そろった朝食の席で、ユーリアンは皆みんなに宣言した。

「皆、聞いてくれるかな。……一週間後、ソウシの歓かん迎げい会かいを兼かねて、一年ぶりに舞ぶ踏とう会を行うから、各自準備するようにとの先生からの伝言だ」

　食堂にいた何人かが、ひどく慌あわてた様子になる。すぐ近くの席に座っていたクレプス・クルムの王子であるリオネルも真っ青になって、手にしていたフォークを取り落とした。ブルネットに碧色の瞳ひとみをしていて、物もの腰ごしのひとつひとつがひどく色気のある妖よう艶えんな青年だ。色いろ鮮あざやかな蝶ちようのように華はなやかで、人を惹ひきつける魅み力りよくがある。

　普ふ段だんは、洗練された身のこなしで、無作法なことなど一いつ切さいしないような人だ。その彼がフォークを取り落とすなんて、よほどのことだ。

「どうかしたんですか？」

　ソウシが首を傾かしげて尋たずねるが、リオネルは、黙だまり込んだままだ。

「リオネルは昨夜……、私と『ジェム・デュエル』を行い、大敗したばかりだ。……つまり今は、宝石がない」

　代わりに答えたのは、熱砂の国アクィラの皇子であるセルジュ・エルム・マクトゥームだ。

　漆しつ黒こくの髪かみに黒曜石のような瞳、そして褐かつ色しよくの肌を持つ美び丈じよう夫ふ。野生の鷹たかを彷ほう彿ふつとさせる鋭するどい眼まな差ざしが特とく徴ちよう的てきだ。リオネルは余計なことを言うなとばかりに、キッとセルジュを睨にらみつける。

「宝石が？」

　リオネルの足元を見てみると、彼がブーツのうえから身に着けていたアンクレットから、アメシストが消失していた。代わりにセルジュの腰こしに下げたチェーンにはエメラルドとアメシストのふたつの宝石が嵌はめられていた。

　ユーリアンの話を聞いた後、明らかにリオネルは蒼そう白はくになった。舞踏会の日に宝石がないと、なにか問題でもあるらしい。

「もしかして、君まだ教則を読んでないってわけ？」

　ソウシが現状を理解していないことに気づいたリオネルは、呆あきれた様子で見つめてきた。

「すみません。このところ、授業についていくのがやっとで。そちらの勉強ばかりしていて」

　入学したときに、教則本を熟読しておくように言われていたのだが、すっかり忘れてしまっていた。ソウシは宝石をユーリアンに預けていたので、『ジェム・デュエル』を行う必要がないため、安あん堵どしていたせいもある。

「……気落ちしなくていい……、あなたは慣れない場所で懸命に頑がん張ばっている……」

　セルジュは静かな声でソウシを庇ってくれた。

「いえ……、必要なことを忘れていたのは確かですから……。慰なぐさめてくださってありがとうございます。セルジュさん。……あの……、リオネルさんも、すみません」

　ソウシがリオネルに謝罪していると、横からセルジュが続けて説明してくれる。

「知らないのなら、教えておこう。……ブルジェオン学院では、舞踏会までに宝石を持たぬ者は、男子の正装ではなく、女子のドレスを纏う決まりだ……」

　淡たん々たんと語るセルジュが身に纏っているカフタンの胸の辺りに、リオネルが摑つかみかかる。

「セルジュ！　このことを知っていたから、昨夜俺と『ジェム・デュエル』をしたのか？　舞踏会のことをユーリアンから聞いていたんだろう」

「……私も、……今聞かされたばかりだ」

「噓うそを吐つけ。いつもは戦いを拒こばむくせに、昨日に限って受けたのは、機会をうかがっていたからだろう」

「昨夜は、……あまりにあなたが食い下がるから、仕方なく受けただけだ」

「そんな偶ぐう然ぜんがあるわけない！」

　リオネルから忌いま々いましげに睨みつけられても、セルジュは飄ひよう々ひようとした態度を崩くずさない。

「誇ほこり高きアクィラの王族は噓など吐かない。……それ以上、言いがかりを続けるなら私への侮ぶ辱じよくと捉とらえ、あなたを罰ばつする必要がある。……それに昨夜、『ジェム・デュエル』を申し込んだのは、あなたの方だろう」

「そうだけど……でも、なんで、こんなときに……」

　リオネルは納なつ得とくできない様子で、ブルブルと手を震ふるわせている。

　ふたりの話を近くで聞いていたソウシも呆ぼう然ぜんとしてしまう。

「女装……。男なのに？」

　確かに舞踏会をするには、女性が必要だ。しかしこの学院には王子しかいない。その問題を解決するための策なのかもしれない。だが、男子しかいないのならば、最初から舞踏会なんて行わなければいいのではないだろうか。

「釈しやく然ぜんとしないのかい。ソウシ。……王子たるもの、いついかなるときも、立ち振ふる舞まいに気をつけなければならないからね。くだらない舞踏会も長く参加しなければ、勘が鈍にぶる。そういう理由だよ」

　確かにユーリアンの言う通りなのかもしれないが、釈然としない。

「……で、でも……。このままじゃ、リオネルさんが……」

　彼は嫌いやがっている。どうにかならないのだろうか。

　リオネルを庇かばおうとするソウシを、他ほかの王子たちが不思議そうに見つめた。

「おい、ちびっ子。他人ひと事ごとのように言ってるけどよ。アンタも石なしの【囚プリ人ズナー】だろ。人のことを構うより、自分が何色のドレスにするのか、早く決めておけよ」

　ヨハンはそう言ってテーブルを覗のぞき込み、ソウシの皿からプチトマトを奪うばい取ると、空に放ほうって器用に口で受けとめた。

「お、俺もですかっ!?」

　自分も女装の必要があるとは、思ってもみなかった。ソウシの宝石は、『ジェム・デュエル』で奪われたわけではない。ユーリアンに預かってもらっているだけのはずだ。

「ユーリアン……。少しの間だけ、俺の真しん珠じゆを……」

　返して欲しいと続けようとした。しかし──。

「ソウシには、もちろん海のような青のドレスがよく似合うと思うよ。手配は僕がするから、安心して任せておいて」

　つまり真珠は返すつもりがないという意味だ。ザッと血の気が引いていく。

　笑え顔がおで無む茶ちやを言わないで欲しい。女装の危機を前にして、安心できるわけがない。

「嫌です。ちょっと待ってください。ユーリアン。……そんなことをしなくても、舞踏会が終わるまでの間、真珠を返してくれればいいだけの話じゃないですかっ」

　彼のアメシスト色をした瞳が、ジッとソウシを見つめてくる。

「うん。やっぱりネックレスやイヤリングはダイヤモンドと真珠の両方をあしらおうか。僕とソウシの国石だから、ちょうどいい。レースは最上級のものにしよう。ウィッグは、やはり黒くろ髪かみかな。アップにするよりも綺き麗れいに梳すいた方が映はえそうだ」

　ユーリアンはなぜか乗り気だ。ソウシが茫ぼう然ぜんとしていると、ヨハンが耳打ちしてくる。

「諦あきらめろって、ちびっ子。キラキラ兄さんはアンタの【捕キヤ獲プタ者ー】だろ。この学院内では絶対服従するのが決まりだ」

「でも俺は……」

　規則なんて関係なく、宝石を彼に預けただけだ。少しの間だけ、返して貰もらってもいいのではないだろうか。そうすれば、似合いもしない女装の必要はなくなるというのに。

「……ユーリアン！　お願いですから、俺の話を聞いてください」

　瞳を潤うるませながら懇こん願がんすると、ユーリアンは申し訳なさそうに、こちらを見つめ返してくる。

「もちろんだよ」

「わかってくれたんですか？」

　やっと気持ちが通じたのだろうか……などという考えは甘かった。

「ああ。楽しみのあまりついひとりで先走ってしまった。お前が着るドレスなんだから、ちゃんと一いつ緒しよに考えよう。……ところで、デザインに関係することだから、先に決めておきたいんだけど、ドレスの胸にいれるパッドは大きいものと、控ひかえめなもの、どちらがいいかな」

　どちらも遠えん慮りよしたい。胸の膨ふくらみなんていらない。そんなことなんて考えたくもなかった。

「ぜったいに嫌ですっ！　女性の恰かつ好こうなんて、俺にはできません」

　必死に言い返すソウシの肩かたに、ヨハンはぽんと手を置いてくる。

「いい加減に諦めろって、ちびっ子は線が細いから、似合うんじゃねぇの？　むしろそっちの方が似合ったりしてな。ははっ」

　からかう言葉を投げかけられ、八つ当たりと解わかっていても、睨まずにはいられない。

「他人事だと思って笑わないでください」

　ヨハンはニヤニヤと人の悪い笑みを浮うかべていた。完全に面おも白しろがっているようだ。

「おい、ヨハン。貴様が笑っていられるのもいまのうちだ」

　背後から、低く冷ややかな声が聞こえる。いつもヨハンと喧けん嘩か腰ごしで話しているヴェルナーだった。

　ヨハンは困こん惑わくした様子で振ふり返る。すると、ヴェルナーは銀ぎん縁ぶち眼鏡のブリッジを押し上げながら、ひどく人の悪い笑みを浮かべた。

「お前に『ジェム・デュエル』を申し込む。放課後、噴ふん水すい広場に来い。遅おくれるなよ」

　ヨハンはポカンと口を開いたまま、呆然としている。まさかこの時に、戦いを申し込まれるとは思っていなかったらしい。相手に大きな屈くつ辱じよくを与あたえるにはいい機会だ。しかし、それは勝てたときの話だ。負ければ舞ぶ踏とう会で女装しなければならないのだ。リスクは大きすぎる。

「マジかよ」

　ヨハンは苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔で、ヴェルナーを見上げる。

「ふん。自信がないのか。ならば、不戦勝で宝石を受け取ってやってもいいのだが？　今から私の下僕になるがいい。まずは靴くつ磨みがきからしてもらおうか」

「ふざけんな。はっ！　ドＳ兄さんなんぞ、コテンパンにして返り討うちにしてやる」

「威い勢せいがいいな。しかし、後で吠ほえ面づらをかく羽目になるのだから、ほどほどにしておけ」

　ソウシは、睨にらみ合うふたりを見比べる。到とう底ていヨハンには勝ち目がないように思えた。ヴェルナーは鍛きたえられた屈くつ強きような身体からだつきをしている。軍人のような体たい軀くだ。対してヨハンは、背が高く健康的に日焼けしていて、それなりに筋肉がついていても、優やさ男おとこ風の風ふう貌ぼうだ。万が一にでも勝てる気がしない。

　ヨハンは威勢よく言い返していたのに、ヴェルナーが立ち去ると途と端たんに不安げな声をあげた。

「ちっ。……ああもう、……やっべぇな……。よりによってヴェルナーが相手かよ。よほどの奇き策さくか反則技でもなきゃ無理だろ」

　ガシガシと赤毛を搔かき毟むしる様子は、悲ひ壮そう感かんに満ちている。埋うめようのない力の差は、当人にも解っているようだ。

　どうにかして、明日の対戦をとめてあげられないのだろうか。彼を案じながら辺りを見たとき、ソウシに着せるドレスについて考え込んでいたユーリアンが、ひどく人の悪い笑みを浮かべている姿を見つけてしまった。人のことを心配している場合ではなさそうだ。

「……なんて、はた迷めい惑わくな行事なんだろう……」

　甘やかされて育った王子たちに、世間の厳しさを覚えさせるために創立したような学院に、文句を言っても仕方のない話かもしれない。










　放課後になると、食堂脇わきにある噴水広場に王子たちが揃そろい始める。彼らはベンチや噴水の石段など、好きな場所に腰こしかけ、中央に立つ対戦者たちを見つめていた。

　皆みんな、ルビーを持つヨハンと、サファイアを持つヴェルナーの『ジェム・デュエル』を見学するために集まったのだ。辺りを窺うかがってみると、こういったものには喜んで参加しそうなリオネルの姿がない。砂さ漠ばくの王子セルジュにアメシストを奪われて、舞踏会で女装することになってしまったことがよほど応こたえたのだろう。ソウシも同じ石なしの【囚プリ人ズナー】の立場なので気持ちはわかる。朝から憂ゆう鬱うつで部屋に引きこもろうかと考えたが、ヨハンが心配で、結局様子を見に来てしまった。

『ジェム・デュエル』の対戦には公式と非公式があるらしい。相手が卑ひ怯きような手を使うと踏ふんだ場合は、対戦者の意向により公式の手続きが取られて、審しん判ぱん役の教師が呼ばれるのだという。

　倫りん理りの範はん疇ちゆうを超こえれば、止めが入るものだと聞いていたが、それでも心配だ。

「ふたりが怪け我がをするようなことはないのですか？」

　いつまでも不安を抑おさえられずにいるソウシを前に、ユーリアンが肩をすくめる。

「ソウシは気にしなくていいのに。むしろ他の男の心配なんてしないでくれないかな。そんな姿を見ていると嫉しつ妬としてしまうよ」

「ユーリアン！　今は冗じよう談だんを言っている場合では……」

　ソウシが窘たしなめると、ユーリアンは辟へき易えきとした様子で、対たい峙じしているヨハンとヴェルナーに声をかける。

「ほら、さっさと終わらせてよ。ソウシに教えてあげることが、たくさんあるんだ。僕たちは、忙いそがしいんだよね」

　ユーリアンが周りに見せつけるように、チュッとこめかみに口づけてきた。ソウシは、驚おどろいて目を丸くする。

　変な言い方をしないで欲しい。ユーリアンが教えてくれているのは、勉強だ。だが、キスをしながら言ったのでは、ふたりきりで淫みだらなことでもしていると、皆に勘かん違ちがいされそうだった。

「忙しいなら、ひやかしてないで、ふたりでとっとと部屋に帰れよ」

　ヨハンは苛いら立だたしげに、至し極ごくもっともな返答をする。

「安心しろ。ユーリアン。……無様にそいつが平へい伏ふくして、すぐに終わることだろう」

　ヴェルナーは、嘲あざけるような人の悪い笑みを浮かべていた。

「なんだと!?　このドＳ、人でなしっ！」

　喰くってかかろうとするヨハンを、審判役の教師が制する。

「ヨハン王子、静かにしなさい」

　すると、ヴェルナーが勝ち誇ほこったような顔でヨハンを見つめた。ヨハンがさらに苛立っていくのが、遠目にもわかる。すでに勝負はついている気がした。

「……嚙みつくのは、後にしろ。……始めるぞ」

　ヴェルナーの宣言を聞いた教師が、ふたりに尋たずねる。

「剣けんと拳こぶし、どちらで戦う？」

『ジェム・デュエル』の教則を知らないソウシに、剣を選んだ場合は、刃はの潰された模造の長ちよう剣けんで戦うのだと、ユーリアンが耳打ちして教えてくれた。拳はその名の通り、肉にく弾だん戦になるらしい。

「ヨハン。お前に選ばせてやろう」

　ヴェルナーは眼鏡のブリッジを指で押し上げながら、傲ごう岸がん不ふ遜そんな態度で告げる。

「拳に決まってるだろ。ドＳ兄さん、二カ月前にあった剣の実技試験で対戦相手の腕うでの骨を叩たたき折っただろ。あんなの見せられて、剣で戦えるかよ」

　ヨハンは顔を顰しかめながら、言い返した。どうやらヴェルナーは見た目通りの情け容よう赦しやない人間のようだ。

「了りよう解かい。では『ジェム・デュエル』を開始する。勝者決定後の異論は認められない。敗者は速すみやかに宝石を引き渡わたすように」

　そうして金色に輝かがやくコインが空高く弾はじかれ、石いし畳だたみのうえに落ちたとき、先にヨハンが動いた。

「ふっざけやがって。……そんなに舞踏会でドレスが着たいのか。ヴェルナー。素す直なおにそう言えば、オレが特注で用意してやったのに」

　ヨハンが、助走をつけて腕を振りかぶる。勢いよく殴なぐりつけようとした彼の拳を、ヴェルナーは軽く腕で防ぎ、いなしていく。

「安心しろ。お前が、どれだけ恥はずかしい恰かつ好こうを晒さらしても、私がダンスの相手を務めてやる。私の心の深さに、土下座して感謝するがいい」

　ヴェルナーの嘲りに、カッとなったヨハンは大きく足を振り上げるが、その足を摑つかまれ重心を崩くずす。

「うぁ……っ！　ちっ！」

　ヨハンは驚きよう愕がくに目を瞠みはるが、ヴェルナーは追つい撃げきしようとしない。つまらなそうに軽く肩かたを回していた。

「もう終わりなのか？　かつては大海の覇は王おうと恐おそれられたイーグニスの世よ継つぎが、まさかここまで歯ごたえがないとは、拍ひよう子し抜ぬけだな」

　イーグニスはかつて、海に蔓延はびこっていた海かい賊ぞくたちを制した最強の海軍を保有していた。そのことを揶や揄ゆしているらしい。

「うるせぇよ！　これでもそれなりに場数こなしてるっつうの」

　自国を侮ぶ辱じよくされたヨハンは、怒いかり心しん頭とうに発する様子で、ふたたびヴェルナーを殴りつけようとした。

「お忍しのびでパブに行って絡からまれ、酔よっぱらいたち相手の大立ち回りが、場数と言えるのか？」

　だが、素す早ばやく繰くり出される拳は、すべてヴェルナーに見切られ、軽く躱かわされていた。

「なんでそんなこと知ってんだよ」

　ヨハンは嫌いやそうに顔を歪ゆがめる。しかし耳が赤くなっていた。どうやらヴェルナーの言っていることは間ま違ちがいないらしい。

「足元のおぼつかない男を殴ったぐらいで、なんの力になる。お前は己おのれの弱さをもっと自覚して身体を鍛えるべきだったのだ」

　ヴェルナーはヨハンの顔面を殴りかけるが、触ふれる寸前で手をとめる。そしてヨハンの鼻をピンッと弾いた。

「……ってぇな！　なにすんだよ。こんなときにふざけるな！」

「本気で殴られたかったのか？　気づかなくてすまなかったな」

　あれほどの鍛えられた腕から繰り出される拳を顔面で受けていたら、ヨハンは確実に顔の骨を折っていただろう。

「そんなわけあるか！　オレをバカにするなと言ってるんだ」

「ならば利口になればいいだろう。そして、負けたくないなら、力を持て。単純なことも解わからないから、お前はバカなんだ」

　ヨハンは次にヴェルナーを蹴けり上げようとするが、軽く受け止められた挙句に、足を引っ張られて、石畳のうえに転がってしまった。

「うあっ！」

　どうやら早々に勝負はついてしまったようだ。

「……案外、他た愛わいのないものだな。こんなことなら、時機など見計らわず、手に入れておけば良かった」

　ヴェルナーはヨハンの腕を摑むと、片手で軽く捩ねじり上げ、石畳にうつ伏ぶせに押しつける。

「あ……ぅ……っ、く……っ。放せ……！」

　ヨハンはもがこうとするが、力の差は圧あつ倒とう的てきだった。ヴェルナーはヨハンの背後から、もう片方の手で頤おとがいを摑み、愛いとおしげに頰ほおを撫なでた。

「今日からお前は、ただ私に従え。……安心しろ。身も心も従属するまでたっぷりかわいがってやる」

　愉しげに口角をあげ、小さく舌した舐なめずりするヴェルナーの表情が、まるで肉食の獣けもののようで、ソウシは恐ろしさのあまりふたりから目を離すことができなかった。










　あれから一週間が経たち、舞ぶ踏とう会の日になった。

　ソウシはなんどもユーリアンに掛かけ合って、真しん珠じゆを返して貰もらえるように頼たのんだのだが無む駄だだった。結局は、教則には逆らえず、ドレスを着る羽目になってしまう。

　ユーリアンの用意したコバルトブルーのドレスは、大きく肩かた口ぐちが開いていて、腕にはレースの長なが手て袋ぶくろまでついていた。胸は大きなパッドが縫ぬい付けてあり、ウェストを強調するように絞しぼる形だ。髪かみや首には真珠とダイヤモンド、そして白しろ薔薇ばらをモチーフにした飾かざりがつけられて、ふんわりとしたスカートは床ゆかにつくほどの長さだ。高いヒールは歩きにくく、踵かかとが浮ういてしまっている。ダイヤモンドの間で準備が終わると、大広間へとユーリアンにエスコートされることになった。

「ユーリアン。……なにもパンプスまで用意しなくても。……歩きにくいのですが……」

　隣となりに立つユーリアンが支えてくれないと、今にも転びそうだった。ソウシの不満をよそに、彼は恍こう惚こつとした表情で見つめてくる。

「まさかこんなにも僕の用意したドレスが似合うなんて、思わなかった。とても素す敵てきだよ」

　感かん嘆たんの溜ため息いきまで吐ついて賛辞されても、喜べるわけがない。

「……こんな……恰好をしたことが知れたら、もうヤマトに帰れません」

　泣きそうになりながら呟つぶやくと、ユーリアンが嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「そう？　じゃあ、卒業後はヤマトに戻もどらずに、直接ルーナ・ノワ王国に来るといいよ」

　世を儚はかなんだ言葉を、そのまま受け取らないで欲しかった。誰だれのお陰かげで、こんな恰好をすることになったと思っているのだろうか。

「さあ、行こうか。お手をどうぞ。僕のお姫ひめ様さま」

　彼の冗じよう談だんを聞いて、さらに泣きそうになりながら、舞踏会の会場へと向かう。

　大広間につくと、まるで王おう宮きゆう殿でんにでも迷い込んだかのような内装だ。上をみると薔薇をモチーフにしたクリスタルのシャンデリアが輝き、天てん井じようには祝福の天使が舞まい踊おどる姿のフレスコ画が描えがかれていた。磨みがき抜ぬかれた床は光を反射して、眩まぶしいぐらいだ。白いクロスのかけられた真っ白いテーブルには、食べやすいように一口大にされた食事やお菓か子し、そしてジュースやカクテルなど色とりどりの皿やグラスが並べられていて、まるで花が咲さいたようだった。

　室内にはオーケストラの甘い旋せん律りつが響ひびき、開け放たれた窓の向こうには、ライトアップされた白い彫ちよう刻こく群が噴ふん水すいの飛ひ沫まつを弾かせながら、闇やみ夜よに浮かび上がっていた。

　周りを見ると、以前ダイヤモンドの間に掃そう除じにやってきていた西国の王子やリオネルなど、数人の王子たちが派手なドレスに身を包んでいた。誰もが恐ろしいほどよく似合っていて、一見では男とは解らないぐらいの美女揃ぞろいだ。しかし、同じくドレスを着るはずのヨハンの姿がない。

「……どうしたのでしょうか？」

　大広間のなかにくまなく目をやると、人目につきにくい柱時計の陰で、ヨハンは昏くらい顔つきで俯うつむいていた。ドレスは着ていないようだ。イーグニスの王子が纏まとう盛服を身につけている。

　真しん紅くのビロードに金糸銀糸の肩けん章しようや飾しよく緒ちよのある華はなやかな衣い装しようだ。女装をしていないということは、人知れずヴェルナーと『ジェム・デュエル』を再戦して、勝利することができたのだろうか？　だが、それにしては冴さえない表情だ。

「ヨハンさん……」

　ソウシが話を聞きに行こうとしたとき、ふいに腰こしに腕うでが回された。顔をあげると、ユーリアンが甘い声こわ音ねで囁ささやく。

「お姫様。お前とワルツを踊る栄えい誉よを、僕だけに与あたえてくれるかな」

　恭うやうやしく手を握にぎられて、恥ずかしさのあまり真っ赤になってしまう。　>>>♥

　ソウシはお姫様なんかではない。皇子だ。釈しやく然ぜんとしないまま睨にらみつけると、クスクスと愉しげに笑われた。

「観念しなよ。【囚プリ人ズナー】がドレスを着て、ダンスの相手を務めるのは、学院の決まりなんだから。優先権はお前の【捕キヤ獲プタ者ー】である僕にある。ソウシは、学院の決まりを破るつもり？　それとも相手は、僕じゃ不満ってことかな」

　ユーリアンと一いつ緒しよに踊るのが、嫌なわけがない。むしろ他ほかの王子たちとは、踊りたくない。彼だけにして欲しいぐらいだ。しかし、女装した王子たちのなかで、ただひとり似合っていない自分が、誰よりも輝いている彼の相手を務めていいものなのだろうか。

「俺、……ドレスなんて似合っていませんし……、きっとあなたの足を踏ふんでしまいますし、それに……」

　あわあわと必死に言い訳するソウシの顔を、ユーリアンが覗のぞき込む。

「よく似合ってるよ。……お前は世界一かわいい」

　艶つややかな声で囁かれて、息が止まりそうになった。

「か、か、からかわないでください……」

　恥はずかしさのあまり顔が熱くなって、涙なみだが零こぼれそうなほど瞳ひとみが潤うるんでしまう。

「からかってなんていないよ。本気で言ってる。神に誓ちかってもいい」

　頭から火を噴ふいてしまいそうだった。ソウシは居たたまれなさのあまり逃にげ出そうとするが、腰にがっつり手を回されているため、離はなれられなかった。

「【囚プリ人ズナー】は、舞踏会が終わるまでに十曲以上踊る決まりだ。お前の相手はぜんぶ僕が務めるから、そのつもりで。さあ、愉たのしい夜はあっという間に過ぎてしまうものだよ。そろそろ始めようか」

　ユーリアンの巧たくみなリードで、大広間の中央に連れ出され、ソウシはワルツの相手をする羽目になった。しかし、慣れないヒールと身についていない女役に苦戦して、なんどか彼の足を踏んでしまう。

「……あっ！　また……、すみません！」

　そのたびに、ソウシは狼ろう狽ばいするのだが、ユーリアンは微かすかに片かた眉まゆをあげるだけで、痛みを面おもてに出さなかった。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。綺き麗れいに着き飾かざったお前を抱だいて踊れる幸せに比べたら、足を踏まれるぐらいは、たいしたことじゃない」

　そつのない返答だ。きっとユーリアンは、自国の舞踏会で令れい嬢じようたちを相手に、いつもこんなセリフを言っているに違ちがいない。そう思うと、なんだか不ふ愉ゆ快かいな気持ちになってくる。

「どうしたの？　ソウシ。変な顔をして」

「俺が変なのは、女装をさせられているせいですっ」

　ぷいっと顔を背そむけると、眦まなじりの辺りに柔やわらかな唇くちびるを押し当てられた。

「なにをするんですかっ」

「拗すねてる顔もかわいいと思って。……つい、ね」

　ワルツの途と中ちゆうなので、人目にはついていないはずだと信じたかった。

　そっと辺りを窺うかがうと、西国の王子がこちらを睨んでいる顔が、目に入る。先ほどの眦へのキスを見られたに違いない。

　こんなところで、ソウシをからかうのは、ユーリアンのためにならないというのに──。

　当の本人はまったく悔くい改あらためるつもりがないようだ。周りが気になるのも、腹を立てているのも、焦あせっているのも、自分ばかりだと思うと悔くやしくなる。

「ああ、もうっ！　俺は、拗ねてなんていません！」

　ソウシがむっつりと唇を尖とがらせると、ユーリアンが不思議そうに尋たずねてくる。

「拗ねてるじゃないか。なにか気に入らないことがあるんだろう？」

「別に、なんでもないですっ。ユーリアンは、とても女性の扱あつかいに、慣れていらっしゃるんだと思っていただけで」

　ブツブツと呟くと、それを聞いたユーリアンが破顔する。

「そんなことで、嫉しつ妬としてくれたのかい」

「ただ、……女性を誑たぶらかすのは……感心できないと、思っただけで、……し、……嫉妬なんて……、俺はしていません」

　それではまるで、ソウシがユーリアンに恋こいをしているかのようではないか。

　真っ赤になってブルブルと震ふるえていると、ちょうどワルツの曲が終わった。

「……ちょっと、お手洗いに行ってきます」

　抱だき合う恰かつ好こうになっていたユーリアンの身体からだを引き剝はがし、ソウシは廊ろう下かに向かって駆かけようとした。しかし、無様にドレスの裾すそを踏んで、膝ひざを折ってしまう。

「あっ！」

「やっぱり、お前はそそっかしいね。ひとときも目を離していられないな」

　ユーリアンがクスリと笑って手を差し伸のべてくる。

「失礼します！」

　ソウシは、その手を取らずに立ち上がると、ドレスのスカートの端はしを抓つまんで、駆けて行く。

　恥ずかしかった。なにもかもが恥ずかしくて堪たまらない。穴があったら入りたいとは、このことだ。しかし【囚プリ人ズナー】であるソウシは、舞ぶ踏とう会中に残り三曲は踊らなければならない。規則を破れば、さらなる屈くつ辱じよくを与えられることになる。逃げることはできない。

「……もういっそ国に帰りたい……」

　心が折れそうになりながら廊下を駆けていると、パンプスが片方脱ぬげてしまう。どうせ顔を洗った後、大広間に戻もどらなければならない。足をとめて戻る気力もなかった。８インチもあるパンプスは見るだけで気が滅め入いる。帰りに拾うつもりでもう片方も脱いで、そのまま裸足はだしで駆けて行くと、目的の場所からなにか争うような声が聞こえた気がした。しかし、耳を澄すましてみても、なにも聞こえない。

「……？」

　幻げん聴ちようだったのだろうか？　ソウシが首を傾かしげながら化粧室に向かおうとすると、ふたたびなにか聞こえてきた。

「こんなところで……、マジでするのかよ！」

　耳を澄ますと、ヨハンの悲痛な声がした。

「早くしろ。人が来ても知らんぞ」

　対する低く響く声はヴェルナーのものだ。こんなところで、いったいなにを言い争っているのだろうか。

「舞踏会で女装するぐらいなら、こっちの方がいいと言ったのはお前だろう。今からでも、規則違い反はんの罰ばつ則そくを受けるか？　逆らった者は一カ月間、女装で授業を受けることになっているのを貴様も忘れたわけではあるまい」

　ヴェルナーの嘲あざけるような声に、ヨハンが反論する。

「アンタの言う通りにすればいいんだろっ。……でもせめて、個室に入るぐらいは……」

「だめだ。こういった余興はリスクがあった方が面おも白しろい。誰だれかに見られたのなら、運がなかったと思って諦あきらめろ」

「くそっ、マジで趣しゆ味み悪わるすぎだろ……」

　ヨハンの舌打ちを合図に、衣きぬ擦ずれの音が響ひびいてきた。なにか不ふ穏おんな空気が漂ただよっている。

「最低。アンタ、本当に最低。……露ろ出しゆつ狂きよう。色情魔！　むっつり！　ドＳッ。地じ獄ごくに落ちればいいのに」

　ブツブツと文句を言う声に、金属音や衣擦れの音が混じる。

「地獄？　別に構わん。……確実に愉しめるようにお前も道連れにしてやる」

「なんでオレが死後までアンタと一緒にいなきゃなんねぇんだよ。ふざけんな！」

　止めた方がいいのだろうか？　しかしヨハンは、ヴェルナーとなにかを引き換かえに、女装を免めん除じよされたような話をしていた。ここで足を踏み入れるのは躊躇ためらわれる。

「マジ？……でか過ぎるだろっ、なんだよ。これ」

「なにを言っている。まだ勃たってもいないぞ。……まさかお前は、これぐらいで驚おどろくほど貧相なのか？」

「……うるさいっ。……望み通り、咥くわえてやるから、とっとといっちまえよ」

　その後、なにか苦しげなうめき声や、粘ねん着ちやく質しつの水音が聞こえてきた。ソウシは足が竦すくんだまま、立ち去ることも入ることも出来なくなってしまう。

「へたくそ。そんなもので、終わりがくると思っているのか。……まさか、もたもたしている間に人が来るのを待っているんじゃないだろうな？　本当は見られたいんだろう。強者に平へい伏ふくし奉ほう仕しする自分の恥ずかしい姿を」

　いつもの寡か黙もくさが噓うそのようにヴェルナーは饒じよう舌ぜつだ。もしかしたら冷静を装よそおいながらも、興奮しているのかもしれない。

「……ん、……ンんぅッ、く……」

　耳に届くヨハンの恨うらめしげなうめきと、淫みだらな息いき遣づかいに、いっそう硬こう直ちよくしてしまう。

　まさかと思った。しかし、化け粧しよう室のなかで行われているのは、自分が想像している通りだとしか考えられないような粘着質の水音が、さらに大きく響いてきた。

　──ヨハンは、ヴェルナーの性器を咥えさせられている。

　もう疑いようがなかった。

　心臓が壊こわれそうなほど早はや鐘がねを打つ。こんなところにいてはいけない。そのうちにふたりが外に出てくる。もしくは、誰かが用を足すためにここに来るかもしれない。

　ガクガクと膝が震える。今すぐ立ち去りたいのに、強こわ張ばった身体では、足音を立てず、ここを後にできそうになかった。

「……っ」

　どうしたらいいのだろうか。ソウシが泣きそうになって震えていると、ふいに掌てのひらで唇が塞ふさがれて、腰こしに手が回される。

「ん……っ!?」

　ソウシの身体が前のめりになって、化粧室のなかへと倒たおれ込みそうになった。すると、洗面台にゆったりと腰かけて、目の前にヨハンを跪ひざまずかせ、口こう淫いんをさせているヴェルナーと目があってしまう。

「……ぅく……っ」

　悲鳴をあげそうになった。しかし、口を塞がれているため、声は出せない。

　ヨハンはこちらに背を向けているため、ソウシの存在に気づいてはいないようだ。しかし、ヴェルナーとは目が合う。彼はひどく愉しげに口角をあげて微笑ほほえんでみせた。

　そうして、ヴェルナーは見せつけるように、ヨハンの後ろ頭に手を伸ばして引き寄せ、さらに肉棒を深く咥えこませる。

「ぐっ、ん、んぅ……」

　ヨハンが抵てい抗こうのうめき声をあげた。きっとあんなことをされたら、喉のど奥おくにまで亀き頭とうが押し込まれてしまったことだろう。

「いいぞ。もっと口こう蓋がいと舌で扱しごいてみせろ。……歯を立てるようなバカな真似まねをしたら、陰いん囊のうを踏ふみ潰つぶしてやるから、せいぜい気をつけろ」

　ヨハンが『ドＳ兄さん』と呼んでいるのが頷うなずけるような鬼き畜ちくぶりだ。むしろそんなかわいらしいものではない。悪あく魔まのような所業だ。

　目を瞠みはったまま動けずにいるソウシの身体が、ふいにふわりと浮うきあがった。レースやフリル、果てはペチコートを重ねたドレスを身に纏まとった男の身体だ。決して軽くはないのに、ふらつくこともなくしっかりとした足取りで運ばれていく。

　自分を抱だき上げている相手の顔を見てみると、ユーリアンだった。

「……ユ、ユーリアン……ッ」

　ユーリアンの顔を見ると、急に恐おそろしさがぶり返してきて、ソウシはギュッと彼にしがみついてしまう。

「お子様なソウシには、刺し激げきが強過ぎたみたいだね」

　いつもなら『自分は子供ではない』と、ムキになるのだが、この状じよう況きようでは反論する気力が湧わかなかった。ただ涙なみだ目めになってしゃくり上げるだけだ。

　震えあがりそうなほど、ヴェルナーが怖こわい。あんな行こう為いを他国の王子に強要するなんて、正気の沙さ汰たとは思えなかった。しかしこのままヨハンを放ほうっておけない。

「……今からでもヨハンを、……助けてきますっ……。いくらなんでも、やり過ぎです」

　ソウシが怯おびえながらも懸けん命めいに訴うつたえると、ユーリアンは苦笑いを浮かべる。

「邪じや魔ましちゃだめだよ。あれは、ヨハンとヴェルナーが決めた交こう換かん条件なんだから」

「で、でも、ヨハン……苦しそうで……」

　虐ぎやく待たいされているとしか思えない声が、まだ耳にこびりついて消えなかった。いくらなんでも、あれはやり過ぎだ。

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　ユーリアンはソウシを大広間の隣となりにある控ひかえ室しつへと連れて行った。ここはワルツに疲つかれた参加者が休む場所だ。

　ドレスを着せられた王子が、憔しよう悴すいした様子で椅い子すに座っていたが、こちらに気づくと慌あわてて去って行くのが見えた。

　十二国のなかでも、強い発言権を持つルーナ・ノワ王国の王子であるせいか、ユーリアンは誰よりも一目置かれている。気軽に話してくるのは、初日に食堂で会った四人ぐらいだ。

　そのうちふたりが、先ほど洗面台の前で見たヴェルナーとヨハンだった。

　彼らはいつも人目をはばからずに喧けん嘩かをしていて、淫らな行為などするような関係には見えなかったのに。

「……でも、……ユーリアン……。あれは……」

　ユーリアンはふかふかの長なが椅い子すに、ソウシを抱いたまま腰かけて、パンプスをそっと床に置いた。ソウシが廊ろう下かに放っておいたパンプスを、後から拾って追いかけてきてくれたらしい。

「どうして放っておいていいのか、理由を説明するから、僕の肩かたに腕うでを回してごらん」

　座っている彼の膝ひざに、横よこ抱だきにされている恰好だ。肩を抱き寄せたら、まるで恋こい人びと同士のように密着することになるだろう。

「え？　ユーリアンの肩に手を、……ですか？」

　ソウシが躊躇っていると、ユーリアンが困った表情で言った。

「人に話を聞かれたら困るだろう。それともヨハンたちの話を、皆みんなに聞かせたいの？」

　確かに、決して人に聞かせられるような話ではない。

　恐る恐る彼の肩口に手を回すと、ソウシの背中にもユーリアンの腕が伸のびて、ギュッと抱きしめられる恰好になった。これは想像以上に恥はずかしい。

「……こんなに……引っ付かなくても、込み入った話はできると思うんですけど……」

　動どう揺ようのあまり呼吸の仕方も解わからなくなって、ソウシがパクパクと唇くちびるを開閉する。すると、とつぜん無防備なソウシの首筋に、ユーリアンの唇が押し当てられ、チュッと啄ついばまれる。

「ユーリアン！　な、なにをしてるんですか……」

　触ふれた唇の感かん触しよくがくすぐったくて、ソウシは身み震ぶるいする。

「あんまり硬かたくなっているみたいだから、少し身体からだの力を抜ぬいてあげようかと思って」

　いらぬ心配だ。お願いだから、ただ手を放して欲しかった。ユーリアンの温ぬくもりや手の感触に、つい先ほど目まの当たりにした淫らな光景を思い出してしまう。

「そんな必要、……ありませんから……」

　涙なみだ声ごえで訴えると、子供を寝ねかしつけようとするかのごとくポンポンと背中を叩たたかれた。

「子供扱あつかいしないでください」

「じゃあ、ソウシのことを大人扱いしてもいいのかな。……本当にいいの？」

　どこか含ふくみのある声こわ音ねに当とう惑わくして、ユーリアンに目を向けると、彼はひどく艶つややかな眼まな差ざしでソウシを見つめていた。

「あ、あの……」

　ドクリと心臓が跳はねあがって、カアッと顔が熱くなった。

　危険だと思った。ぜったいに頷いてはいけない。そう自分の本能が訴えてくる。

「だめ……です……。やっぱり、俺、……子供扱いでいいです……」

「どうして？　ソウシは僕に大人扱いして欲しいんだよね？」

　愉しげに尋たずねるユーリアンの表情は、どこか艶めいた色を宿していた。

「ソウシが望むなら、今すぐにでも大人にしてあげる。遠えん慮りよしなくていいよ」

『どうやって』とは、怖くて尋ねられなかった。ただ必死に首を横に振ふって拒きよ絶ぜつする。

「望んでいません！　結構ですからっ……」

「そう？　遠慮しなくていいのに」

　ユーリアンは心の底から残念そうに呟つぶやくと、ジッとソウシの顔を見つめてきた。視線の強さに堪こらえきれず、逃にげ出したくて堪たまらない。

「ヨハンさんとヴェルナーさんの話を、……聞かせてください」

　ソウシとユーリアンは、その話をするために抱き合っているはずだ。話が終わらないことには、いつまでもこのまま席を立てない。

「せっかくお前とふたりきりで楽しくやっているのに、他ほかの奴やつの話なんてしたくないんだけど、どうしても聞きたいっていうなら教えてあげる」

　小声でソウシの耳元に囁ささやくように、ユーリアンが話し始めた。

「はい。お願いします」

「実は、ここだけの話だけど、あのふたりはね。恋人同士なんだ」

　予測もしていなかった返答に、ソウシは返す言葉もない。だが、あり得ない気がした。

　よく諍いさかいのネタが尽つきないと感心するほど、毎日いがみ合っていて、先ほど洗面台の前でも無む理り強じいをしている様子だった。苦しそうなヨハンのうめき声は今も脳のう裏りにこびりついている。

　ヴェルナーはヨハンのことを、まるで性せい欲よくを処理するための道具のように扱っていた。あれが、恋人同士のすることだろうか。

　ヤマトで恋人同士といえば、お互たがいを慈いつくしみあう関係だ。決して逃のがれられぬ命令で相手を支配する関係のことではない。

「そんなはずありませんっ」

　ソウシが反論すると、ユーリアンが苦笑する。

「やっぱりソウシは子供だね。……大人の関係は、一いち概がいには言えないものなんだよ。あのふたりはああして、楽しんでいるんだ。いつも新しい刺激を求めていると言ってもいい」

　ヨハンとヴェルナーが恋人同士に見えないのは、ソウシが子供じみた考え方の持ち主だからなのだろうか。理解できない関係だが、他人がとやかく口出しすることではない。

「……恋人同士というのは、本当なんですか……？」

　男同士であることにも驚おどろかされるが、世よ継つぎの王子同士で恋人になっても、卒業する頃ころには別れなければならない運命だ。それでも──？

「うん。そうだよ。信じられないなら、あとで本人たちに聞いてみるといい」

　ユーリアンが噓うそを吐つく必要などない。そこまで言うのなら、本当なのだろう。ならばソウシが横入りしてヨハンを助けようとしたのは間ま違ちがいだった。

　声をかけずにいて良かったのだと、今いま頃ごろになって気づいた。

「人の気持ちは、傍はた目めからは解らないものなんですね。おふたりが辛つらい恋こいをされているなんて思ってもみませんでした……。でも学院を卒業したら、どうなさるおつもりなんでしょうか」

　他人ひと事ごとながら、彼らの今後が心配になってくる。

「本気で結ばれたいなら、『ジェム・デュエル』で戦って、すべての宝石を集めればいい。簡単なことだよ」

　まさかここで宝石が関係してくるとは思ってもみなかった。

「ぜんぶ集めたら、どうなるんですか？」

　ソウシはいまだ『ジェム・デュエル』の教則が書かれた本を読めていなかった。自分が【囚プリ人ズナー】としてドレスを着ることになったときに、ユーリアンに読ませて欲しいと頼たのんだのだが、大量の本が積つまれた書庫で行方ゆくえ不明になっていると言われて、まだ捜そう索さくの最中だ。

　驚くべきことにユーリアンは一度読んだ本の内容を、すべて記き憶おくしてしまうので、読み返す必要がないらしい。そのお陰かげで、教則本が見つからないのは仕方がない。

「【支配者マスター】になれれば、なんでもひとつだけ願いを叶かなえられることになっていると以前教えただろう？　それを利用すればいい。もちろん十二国すべてを統一して王に就つきたいとか、宇宙に家を構えたいとか、世界一の大金持ちになりたいとか、そういった夢物語は無理だけどね。他国の世継ぎを妻に迎むかえたい……ぐらいのことなら常識の範はん疇ちゆうだから叶えられるよ」

　他国の大切な世継ぎを妻にすることも、夢物語の気がする。しかも男同士だというのに。

　この世界の常識の範疇というものは、五百年もの間、ずっと引きこもっていたヤマトの人間には、計り知れなく感じるのかもしれない。

「ヴェルナーさんは、卒業までに宝石を集めるつもりなのでしょうか？」

　王位に就く者に求められるのは、世継ぎを作ることだ。つまり宝石を集めることが出来なければ、あのふたりは別れることになるのだ。

「簡単には無理じゃないかな」

「……やっぱりそうですよね」

　王子たちは自分の宝石を決して奪うばわれないようにするだろう。やすやすと集められるものではない。

「うん。だって、僕がソウシの真しん珠じゆを誰だれにも触さわらせない」

　ユーリアンは密ひそやかに笑ってみせた。美しいのに、見る者すべてが凍こおりついてしまうような底知れなさを感じる。

「だから、お前は安心していいよ。どんな手を使っても他の男のものになんて、させない」

　宝石を奪われ、見ず知らずの王子に傅かしずくのは躊躇ためらわれた。ユーリアンなら、誰にも負けない気がする。申し出は嬉うれしいが、でも危ない真似まねはしないで欲しかった。

「あなたは強い方ですけど……」

　ユーリアンから宝石を奪えなければ、ヨハンたちは結ばれることはできない。そう考えると複雑な心境だ。

「……無理はしないでくださいね」

　ソウシがなによりも優先したいのは、ユーリアンの安全だ。

　彼の首元に回した手に、少しだけ力を入れると、ユーリアンからお返しとばかりに抱だきしめられた。

「……苦しいです……」

「ここから降りたくて適当なことを言っているの？　僕は、たいした力を入れていない。苦しいはずがないよ」

　愛いとおしげに背中を撫なでられて身震いが走る。

「本当です。噓じゃありません」

　苦しいのは彼の力のせいではなく、胸の奥だ。ユーリアンに抱きしめられて、壊こわれそうなほど高鳴ってしまっている。

「あの、ユーリアン。大広間に戻もどりましょう。……俺はあと三曲踊おどらないと、罰ばつ則そくを受けることになると聞きました」

「うん。確かにそんな罰則があったね」

　ニコニコと笑うユーリアンは、ソウシのネックレスを愉しげに唇くちびるで咥くわえてみせる。

「でも、僕はお前が罰則を受けてもいいと思ってるよ。かわいらしい姿で毎日、目の保養をさせて欲しいぐらいだ。髪かみなら毎日結ゆってあげる。化け粧しようもね。ちゃんと施ほどこしてあげるよ」

「ぜったいに、いやですっ」

　ユーリアンから、舞ぶ踏とう会で規則に従わなかった生徒は、まとめて一カ月間ドレスで授業を受けさせられることになるのだと教えられていた。女装なんて、たった一日のことでも、耐たえがたいほど恥はずかしい。それなのに、一カ月もこんなことは続けられない。

「つまらないな。……まあ、ソウシがかわいくお願いしたら、考えてあげてもいいけど？」

「……お、お願いですから……」

　罰則の恐きよう怖ふにビクビクと怯おびえながら訴うつたえると、ユーリアンはクスリと笑ってみせた。

「ふふ。その顔は、ずるいぐらい、かわいいね」

　だったら、これで一いつ緒しよに大広間に戻ってくれるのだろうか？　彼の言葉に安あん堵どしかかったとき、ソウシの剝むきだしになった肩かた口ぐちが、いやらしい手つきで撫であげられた。

「……な、なにを……」

　ユーリアンの手が、弧こを描えがくようにして、ソウシの肌はだを撫でさすっていく。なんどか繰くり返されていると、鈍にぶい疼うずきが湧わき上がって、ビクビクと身体からだが引き攣つってしまう。

「あとで戻ってあげるから、もう少しここにいよう。着き飾かざったお前のかわいい姿を、もっとじっくり見たいな」

　平へい凡ぼんな男の女装なんて、眺ながめても楽しいものではないはずだ。

「見なくていいです」

　これ以上からかわれたくなくて、ソウシがじたばたともがこうとすると、腰こしを引き寄せられた。彼の膝ひざのうえに座っている状態では、容易に逃にげることはできない。

「僕が見たいんだ。それでもだめ？」

　拗すねた声で囁ささやかれては、頷うなずくしかない。ソウシはユーリアンに、弱いのだ。彼の言うことなら、反論したとしても、結局はなんでも聞いてしまう。

「……少しだけですから……、気が済んだら大広間に戻ってください」

　グッと歯を食いしばって羞しゆう恥ちに耐える。

　ユーリアンからの愛おしげな視線が、居たたまれなかった。腹を抱かかえて笑われてもおかしくない恰好なのに、どうして、そんな瞳ひとみで見るのだろうか。

「もう……いいですか」

「だめだよ。急せかすなら舞踏会が終わるまで放さないけどいいの？」

　ソウシの願いは即そく答とうで却きやつ下かされてしまう。このままでは心臓が壊れてしまいそうだというのに、勘かん弁べんして欲しかった。

　ユーリアンの身に纏まとっている甘い香かおりが鼻び孔こうをくすぐって堪たまらなくなる。胸の高鳴りにすべて支配されて、彼のアメシストの瞳に、なにもかも囚とらわれそうになってしまっていた。

　頭がクラクラする。このままでは酸欠で倒たおれてしまいそうだ。

「うん。ドレスはこの色にして正解だ。お前によく似合っている。長い黒くろ髪かみも艶つややかで、本物みたいだ。短期間だった割には、いい仕上がりだね」

　そのうえ、ドレスの出来を確かめているのか、身体の至るところを指で触られている。

　彼に他意はないのに、ソウシはくすぐったくて変な声をあげてしまいそうだった。

「ん……っ」

　ソウシが必死に声を殺して震ふるえていると、「あれ？」と、ユーリアンが面おも白しろいものを見つけたように声をかけてくる。

「お前も成長していたんだね。……他人のセックスを見て興奮した？」

　なんのことか解わからず首を傾かしげる。心臓の高鳴りを抑おさえるのに必死になっていて、油断していたが、気がつくと下か肢しの中心で、熱棒が勃たち上がってしまっていた。ドレスのスカートの一部分を押し上げる形は倒とう錯さく的てきで、頭にぜんぶ血がのぼってしまいそうなほど恥ずかしかった。

「す、すみませんっ。これは、あの……その……」

　見られた。しかもユーリアンの膝のうえで粗そ相そうをするなんて、自分自身が信じられない。

　ソウシが興奮した理由は、ヨハンたちの行こう為いではなかった。だが、肌のうえをなでる彼の指に、感じていたなんて、答えられない。

「……俺……、化粧室に行ってきます！」

　脱だつ兎とのごとく逃げ出そうとするソウシの腕うでが、力強く摑つかまれた。

「だめだよ。あそこにはヨハンとヴェルナーがまだいるかもしれないんだから」

　確かにその通りだ。あのまま盛り上がっていたら、もっとすごいことをしているかもしれない。その可能性は否定できないだろう。

「だったら他ほかの場所に……、そうですね。……す、少しだけ部屋に戻ってきます！」

　吐精しなくても、排はい尿にようさえすればどうにか興奮は治まる。だから、放ほうっておいて欲しいのに、ユーリアンはソウシの腕を摑んだままだ。

「場所なんて変えなくても、僕がここでしてあげるよ」

　ユーリアンが、胡う散さん臭くさいほど爽さわやかな笑え顔がおで告げてきた。

「え？　あ、あの……っ……なにを……？」

　まったく意味が解らず困こん惑わくしていると、スカートのなかに彼の手が潜もぐり込んでくる。

「……ユ、ユーリアンッ！　待ってください！」

　火ほ照てった肌にユーリアンの指は、ひどく冷たくて、ビクリと身体が跳はねてしまう。

「こんなに大きくして、……ヨハンのいやらしい奉ほう仕しを見て興奮したの？　ソウシも、意外とああいう強ごう引いんなのが好きだったんだね。知らなかったな。もしかして同じ目に遭あってみたい？」

　違ちがう。ヨハンたちの行為を見て、昂たかぶってしまったわけではない。

「ち、違います」

　冷たい手に内うち腿ももを撫で上げられて、息を吞のむ。まさかと思った。このまま、ユーリアンはソウシの陰いん部ぶに触ふれるつもりなのだろうか。

　ソウシが怯えた眼まな差ざしを彼に向けると、ひどく艶やかな表情を返された。

「こんな恰かつ好こうをしているせいで、俺を……からかってるんですよね……」

　泣きたい気持ちで尋たずねると、慰なぐさめるように頰ほおに口づけられた。

「からかってなんていないよ。苦しそうだから、助けてあげたいだけ。怖こわくないよ。……ほら、僕に身体を預けていれば、気持ちよくしてあげる」

　やっぱりユーリアンは自分をからかっているのだ。そう思って彼の膝から降りようとしたとき、ボクサーパンツのうえから、硬かたく張りつめた肉茎の造形を辿たどるように撫でられた。

「そんなことしなくていいです」

　切っ先のあたりを指の腹でグリグリと擦こすりつけられ、内腿が引き攣る。

「……んぅ……」

　恥ずかしさのあまり涙なみだ目めになっていると、ボクサーパンツのゴムの辺りを、焦じれた動きでくすぐられた。

「せっかくかわいい下着を用意しておいたのに、穿はいてくれなかったんだ？　ソウシは顔に似合わずいじわるだね」

　彼の言っている用意したかわいい下着とは、女性もののショーツやガーターベルト、それに絹のストッキングだった。女装だけでも泣きたいぐらい辛つらいのに、そんなものを穿いたら、国にいる兄や父たちに顔向けできなくなってしまう。

「あんなもの、ぜったいに穿きませんっ！」

「似合うはずなのに。……見せてくれないなんて、やっぱりソウシはいじわるだ」

　勝手な批難をしないで欲しい。いじわるなのはどう考えても、恥ずかしい恰好をさせようとするユーリアンの方だ。

「俺で遊んで楽しいですかっ。気が済んだなら……」

「これぐらいで足りるはずないだろう。なに言ってるの。……お前もこのままじゃ辛いはずだ。ほら、ここ。下着が染しみになって張りついてる」

　ユーリアンの大きく開いた掌てのひらのなかで、ソウシの膨ふくれ上がった陰いん茎けいがグリグリと擦りつけられた。揉もみしだくような動きで、先走りに湿しめった布ぬの越ごしに雄お芯しんを擦りつけられ、いっそう硬く滾たぎっていく。熱く張りつめた肉棒が、ビクビク脈打っていた。

「お前のペニスのいやらしい形が、よくわかるよ」

　自分の穢けがらわしくて恥ずかしい部分に、ユーリアンが触れていると思っただけで、全身が熱くなって、すべての脈動が速まっていくようだった。

「……ん、んぅ……っ。……や……っ、だめ……ですっ」

　お願いだから、手を離して欲しい。濡ぬれた瞳で懇こん願がんするが、ユーリアンはいっそう掌を擦りつけてくる。ソウシが、ビクンと大きく身体からだを跳ねさせると、グッと腰を引き寄せられた。

「はぁ……、はぁ……」

　このままではだめだ。きっと耐たえ切れなくなる。ユーリアンの掌のなかで、淫みだらな欲よくを放つのは時間の問題だ。

「お前が僕のすることを拒こばむなんて、許さないよ」

　優やさしい声こわ音ねで命じられると、なんでも言うことを聞いてしまいたくなる。耳元を掠かすめる彼の熱い吐と息いきや柔やわらかな唇くちびるの感かん触しよくに、眩暈めまいがするほど興奮していく。

「ビクビクして、とってもかわいい。高こう揚ようしているせいか、頰も薔薇ばら色いろになってる。……なんだか、見ているだけで、僕まで感じてしまいそうになるよ」

　クスクスと笑われて、ソウシは恥はずかしさのあまりギュッと歯を食いしばった。

「……く……んぅ……」

　これ以上の辱はずかしめには耐えられない。理性を総動員してでも、快楽を抑え込まなければ、だめになってしまう。

「声を聞かせたくなくなった？　ひどいな。お前の喘あえぎは、ずっと聞いていたいぐらい、心ここ地ちよかったのに」

　そう言いながらユーリアンは、ソウシの耳みみ朶たぶを唇で挟はさんでくる。熱くぬるついた舌がくすぐったくて、身を震わせていると、さらに舌が伸のびて耳じ殻かくや耳じ孔こうをチロチロと抉えぐられ始める。

「……ん、ンぅ……、ふ……っ」

　無防備な耳朶を生なま温ぬるい舌でぬるぬると辿られる感触に、ガクガクと総身を痙けい攣れんさせてしまっていた。

　ソウシの下肢で、肉棒がドクドクと脈動し、早く吐き出させて欲しいと、熱を渦うず巻まかせながら懸けん命めいに訴うつたえかけてくる。ねっとりと濡れた舌を耳孔の奥に押し込まれたとき、ブルリと胴どう震ぶるいが走る。

「だ、……だめ……っで……っ。ん、……ぅ……、あ、あぁっ！」

　熱い。熱くて堪たまらない。甘い愉ゆ悦えつに腰こしが抜ぬけそうになった。歯を食いしばる力まで抜けてしまって、堪こらえていた喘ぎが口から洩もれてしまう。

「そうそう。無理に堪えちゃだめだよ。……どうしても喘ぎたくないなら、僕の唇で塞ふさいであげてもいいんだから」

　唇で口を塞がれたら、ふたりは男同士でキスしたことになる。頭のいいユーリアンに解らないはずがないのに。

「……し、しないで……くださ……」

　泣なき濡れた声で訴えると、痛いぐらいに陰いん囊のうを摑まれた。

「ひっ……ぁ……っ」

「どうして？　僕の唇に塞がれるのは、不満ってこと？」

　ユーリアンは笑顔を浮うかべているのに、声はどこか苛いら立だたしげだ。

「違ちが……ぃます……。……そんなことをしたら、ユーリアンの唇が……穢れてしま…う」

　息を乱しながらも、懸命に訴えかけると、彼は途と端たんに破顔した。

「こんなにかわいいお前の唇に触れられるのに、穢れるわけがないだろう」

「……だめ……なんです……っ」

　ユーリアンはソウシにとって誰だれよりも清らかな存在だ。他ほかの男の陰茎に触れたり、さらにはキスしたりしてはいけない。心からそう思った。

「キスで穢れるなら、……お前のここを咥くわえたら、どうなるのかな」

「え？」

　言葉の意味を聞く間も与あたえられなかった。ソウシの身体は、ふわりと浮いて、そのまま長なが椅い子すに押しつけられてしまう。

「不思議そうな顔をしているね。なにをされるのか、解わからない？　教えてあげるよ。お前が射精するまで、僕が口で扱しごいてあげようと思ってるんだ」

　狼ろう狽ばいのあまり、告げられた言葉の意味と自分の置かれた状じよう況きようが理解できず、ソウシは呆ぼう然ぜんとしていた。だが、スカートとペチコートを捲まくり上げられ、素す足あしが露あらわにされたとき、彼の意図していることを唐とう突とつに理解した。つまりユーリアンは、先ほどヨハンがヴェルナーに行っていたようなことをしようとしているのだ。

「じょ、冗じよう談だんは……やめてください」

　身動きの取りにくいドレス姿では思うように逃にげられない。ソウシはすぐに長椅子の肘ひじ掛かけに追い詰つめられてしまった。

「冗談じゃないから、やめなくていいのかな」

「な……っ」

「僕は本気だよ。ソウシもそのままじゃ困るだろう」

　不本意ではあるが、股こ間かんの目立たないスカートなら、部屋に逃げ帰って処理するのは簡単だ。

　むしろユーリアンに迫せまられているこの状況に困っていると言っていい。

「すぐに治まりますから……！　放ほうっておいてくださって、大だい丈じよう夫ぶですから……！」

　ブルブルと頭を振ふって訴えると、ユーリアンが艶えん然ぜんと微笑ほほえむ。

「治まるわけがないだろう。……ソウシがかわいらしく身み悶もだえて、たっぷり射精するまで、僕が煽あおるつもりなんだから」

　これは新手のいじめなのだろうか？　それとも、彼は笑え顔がおの裏で、政治的意図を持ってソウシの弱みを握にぎろうとしているのだろうか？

　優しいユーリアンには、その両方は考えにくい。もしかしたら、彼はただ面おも白しろがっているだけなのかもしれなかった。

「あまり声を出していると、皆みんなが驚おどろいてこちらにやってくるよ。ソウシの物欲しそうに硬かたく勃たちあがった部分、見られてもいいの？　それともいやらしく震ふるえてるところ、見られたい？」

　スカートが捲り上げられて、先走りにじっとりと濡れたボクサーパンツのゴムの辺りから、膨れ上がった亀き頭とうが顔をのぞかせていた。男なのにドレス姿で勃ぼつ起きしているなんて、こんな状態を人に見られたら、もう生きていけない。

「……いやですっ……」

　半べそを搔かきながら答えると、ユーリアンはソウシの片足を持ち上げて、長椅子の背せもたれにかけさせた。

　大きく足を開いた恰かつ好こうだ。しかも女装したまま。　>>>♥

　ソウシが真っ赤になってブルブル震えていると、ユーリアンは優ゆう雅がな手つきでソウシの陰茎を握り込んでくる。まるで朝あさ露つゆに濡れた薔薇でも摘つんでいるかのような品のある動きだ。

　それなのに彼が手にしているのは、ソウシの卑ひ猥わいに脈打つ欲よく望ぼうなのだから、許されることではない。ルーナ・ノワ王国の民たみが知ったら、きっとヤマトの第二皇子であるソウシを批難して暴動が起きるに違ちがいない。

「赤くてビクビクしてるね。綺き麗れいな色だ。……あまり弄いじってないのかな。自じ慰いは嫌きらい？　ああ、セックスの経験がまったくないのは知っているから、答えなくていいよ。お前の父上にぜんぶ聞かせてもらっている」

　父は自分の息子むすこについて、どんなことまでユーリアンに話しているのだろうか。

　性的秘密までばらされていたとは、思ってもみなかった。ソウシは開いた口が塞がらない。

「……な、な……、な……っ」

　羞しゆう恥ちのあまり言葉を発することもできずに、パクパクと唇を開閉していると、ユーリアンが下か肢しの中心に顔を埋うずめてくる。

「お前の国では、夫ふう婦ふの契ちぎりを交かわすまで、性せい交こう渉しようしない風習があることは知っている。恥ずかしがらなくていい」

　五百年引きこもっていたヤマトですらすでに廃すたれた倫りん理り観を、今も受け継ついでいるかのように、ユーリアンは言ってのける。

「そういうわけでは……」

　ソウシがいまだ童どう貞ていなのは、相手にまったく恵めぐまれなかったからだ。しかし、経験豊富そうなユーリアンに未熟な話をしたくなくて、言葉を濁にごした。

「だから、お前は大人しく僕にかわいがられておけばいいんだよ。ほら……」

　気まずくて俯うつむいている間にも、ユーリアンは唇を開き、ソウシに伸しかかってくる。

「顔を近づけると、もっとお前の匂においがする。堪らないな」

　ビクビクと脈動しながら勃ち上がっている肉茎に、彼の熱い吐息がかかった。ソウシの身体が戦せん慄りつからブルリと震える。そうして、形のよい唇が開き、ねっとりと熱く濡ぬれた粘ねん膜まくに包み込まれた。

「ふ……、あ……っ」

　硬く膨ふくれ上がった亀頭を咥えこまれたとき、顔がボッと火のついたように赤くなってしまう。

　ユーリアンはチラリとこちらに視線を向けると薄うすく笑って、ヌルリと亀頭裏を舐なめあげた。

「……あ、あ……、だめです……っ。ユーリアン……っんぅ……！」

　生まれて初めて生暖かく濡れた粘膜に包み込まれる感覚に、胃の奥まですくみあがる。チロチロと先せん端たんの窪くぼみをくすぐられたり、窄つぼめた唇くちびるで亀頭の根元を刺し激げきされたりすると、甘い疼うずきが湧わき上がって、無意識で腰をくねらせてしまう。

「ん、んぅ……っ、ユーリ……アン……、……やめ……口、離し……。ふ……ぅ、はぁ……っ」

　濡れた口こう蓋がいと熱い舌でヌチュヌチュと扱き上げられると、四し肢しがガクガクと引き攣つる。

　こんなことをしてはいけない。尊敬するユーリアンの口こう腔こうで感じるなんて、だめだ。そう自分に言い聞かせるのに、甘く蕩とろける愉悦に、頭のなかが真っ白になっていく。

「口のなか、お前の滲にじませている先走りの味でいっぱいになってる。……もっと熱くて濃こいミルクも出していいよ。ぜんぶ、おいしく飲んであげるから」

　まるで甘いお菓か子しでも食べているかのように、ユーリアンはソウシの剛ごう直ちよくを夢中になって舐めしゃぶってくる。

「……や、やです……。出しません……っ。あ……、あなたが、……あんなもの……っを……、飲むなんて……ぜったい……だめ……っんぅ……。……はぁ……、はぁ」

　鼻先から熱い息が漏もれる。バクバクと脈打つ心臓の音がうるさくて、熱に浮かされたまま、おかしくなってしまいそうだった。

　汗あせばんだ身体に、ドレスの布地が張りついて、いっそう熱が迫り上がっていく。

「意地を張って我が慢まんしても無む駄だだよ。……お前が耐えられなくなって、イクまで、僕はやめてあげないつもりだから」

　ユーリアンは、快感に身を捩よじるソウシに見せつけるように、卑猥な肉棒を舐め上げた。水音交じりのくぐもった囁ささやき声が、ひどくいやらしく耳に届いて泣きたくなる。

　もういじわるしないで欲しかった。こんなことをしても、ユーリアンの得になどならないはずだ。それとも彼は、ソウシの弱みを握るために、辱はずかしめているというのだろうか。

「……く……っ、ふ……。は、はやく、口……、……っ。ん、んん……っ」

　懸けん命めいに頭を左右に振りながら、込み上げる快感を抑おさえようとした。しかし出来ない。

「早くイキたい？」

　ソウシの声が掠かすれたのをいいことに、勝手な解かい釈しやくをしたユーリアンがジュプジュプと卑猥な水音を大きくしながら、口こう淫いんを激しくする。

「んんんっ！」

　人の口腔で愛あい撫ぶされたことのない肉茎は、欲望に蕩けてしまいそうになっていた。

　熱い。下肢の中心に身体中の熱が集まっていくかのように、疼くのをとめられない。

「……うぅ……、んぅうっ。や、や、ぃやです……っ」

　出したくない。このままユーリアンの口になんて、放てない。それなのに、巧たくみな舌と絶ぜつ妙みような粘膜の動きに煽られた熱は、怖こわいぐらいに滾たぎり続けてしまう。

「僕を拒きよ絶ぜつするのは、許さないって言っただろう」

　ユーリアンは、ソウシの雄おすを根元まで咥くわえ込んだ。そのまま熱い粘膜に扱しごき上げられ、目の前が真っ赤に染まるほどの愉ゆ悦えつに、誘さそうように腰こしがくねるのをとめられない。

「も……っ、無理……、はぁ、……あぁぁっ」

　ジュッと力強く吸い上げられたとき、ドクンッと脈打ったソウシの肉茎がついにビュクビュクと熱を弾はじかせる。グッと腰が浮きあがり、ガクガクと足が痙攣してしまう。

「はぁ……、はぁ……、あ……っ」

　目の前には、ユーリアンが口腔に溢あふれる精子を、ゴクリと飲み下す姿があった。人の精子なんて、飲み物ではないというのに。病気になったらどうするのだろうか。

「だめですっ。そんなものを飲んだら、身体を壊こわしますから」

　真っ青になって吐はき出させようとすると、彼は唇についていた残ざん滓しを、赤い舌を動かしておいしそうに舐め取っていく。

「知らないの？　精子には身体にいいタンパク質が、たっぷり詰まってるんだよ。……だから、ヨハンもヴェルナーの精子を飲んでいるはずだ。もしかしたらお前の望むように身長も伸のびるのかもね」

　真しん剣けんな表情で説明するユーリアンを、ソウシは食い入るように見つめて話を聞いた。

「……え……、そうだったんですか」

　初耳だった。男の精液で身長が伸びるなんて話は聞いたことがない。もしかして、皆の背が高いのも、そのせいだったのだろうか。

「ユーリアンは……。学院でいつもこんなことをしていたから、いきなり大きくなっていたんですか？」

　尋たずねながらも、誰だれかにこんなことをしているユーリアンを想像すると、なんだか嫌いやな気分に陥おちいってくる。

「はは。面おも白しろい冗じよう談だんだね。ソウシ。……僕が、こんなことをしてもいいと思うのは、お前だけだよ。他ほかの男なんて同じ部屋の空気を吸うのもごめんだ」

　空気すら共有したくないなんて、いくらなんでも言い過ぎだと思いながらも、否定してくれたことに安あん堵どした。

「……そうでしたか。安心しました」

　ホッと息を吐くと、ユーリアンが愉しげに尋ねてくる。

「僕がお前ではない他の誰かに、こんなことをするのは、嫌だと思ってくれるんだ？」

　確かに嫌だ。お願いだから、そんなことはしないで欲しい。

「当たり前です。ユーリアンは、ルーナ・ノワ王国の国王になる人なんですから、……お、男の精液を飲むなんて……」

　恥はずかしい言葉に声が震ふるえる。

「お前のミルクを飲んだ僕は、もう国王になる資格はないって言いたいのかな」

「……ち、違ちがいます。そうじゃなくて……、えと……、その……」

　なにを言えばいいのか解わからなくなって、ソウシはしどろもどろになってしまっていた。

「そうじゃないなら、なに？」

　卑ひ猥わいな話など、もう終わらせたいのに、ユーリアンは躊ちゆう躇ちよもなく聞いてくる。

「俺は……、ユーリアンに病気になって欲しくなくて……だからっ」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。さっき健康にいいって教えてあげたばかりだよね？」

　追い詰つめられたソウシは、真っ赤になって訴うつたえるしかなかった。

「ともかくだめなんですっ。ユーリアンは他の人にこんなことしないでください！」

「ソウシならいいんだ？　じゃあ、欲しくなったら、また飲ませてもらうことにしようか」

　どうしてこんな話になってしまったのだろうか。だが、ここで否定すれば、ユーリアンは他の人の精液を飲むかも知れない。それだけは食い止めたかった。

「……は、……はい……」

「約束だよ。僕が欲しくなったら、いつでも飲ませるって誓ちかって」

　どこで間ま違ちがったのだろうか。こんな結論に至るつもりはなかったのに。

　ソウシが肩かたを落としていると、ユーリアンが笑え顔がおで尋ねてくる。

「そういえば、ソウシは身長を伸ばしたいんだったよね。お前も、飲んでみるかい。試ためしてみたいなら、僕のペニスを口いっぱい咥えさせてあげるよ」

　思いがけない誘いに、ソウシはポカンと口を開いたまま、放心してしまう。

　ユーリアンの性器を、ソウシが口で扱く。行動を想像してみようとするが、頭のなかの容量が超ちよう過かして、卒そつ倒とうしそうになった。

「け、結構ですっ！」

「遠えん慮りよしなくていいのに。僕たちの仲じゃないか」

「違いますっ。遠慮じゃありません」

　ふたりで言い争っていると、控ひかえ室しつの方へとやってくる足音が聞こえてくる。

「……誰かが来ます。ユーリアン、離はなれてください」

「ええ？　別にこのままでいいのに」

「ぜったいにだめですっ」

　ソウシは捲まくり上げられたスカートとペチコートを慌あわてて引き下ろすと、ユーリアンがいない方に顔を背そむけた。

　すると、扉とびらの方から、苛いら立だたしげな声が響ひびいてきた。

「もう、ついて来ないでくれる？　君の顔なんてみたくもない。だいたい誰のせいで、俺がこんな恰かつ好こうをする羽目になったと思ってるの」

　声の主は、王子たちのなかで最も妖よう艶えんな容よう貌ぼうをしているリオネルだった。中性的な顔つきのせいか、女装も堂に入っていて、圧巻の美女姿だ。背後には砂さ漠ばくの国の王子セルジュが、まるで従者のように付き従っていた。

「……そんな恰好では、誰かに襲おそわれても逃にげられない。……それに、あなたとダンスを踊おどる優先権は私にある。……傍そばにいるのは当然だろう」

　セルジュはどうやら、美しく着き飾かざったリオネルに不ふ貞ていを働く者がいないとは言い切れないため、本人の意志を無視して警護しているらしい。

「あれ？　ふたりともどうしたの。ノルマはクリアしたわけ？」

　ノルマというのは、宝石を持たない【囚プリ人ズナー】が舞ぶ踏とう会の間に最低でも十曲は踊らなければならないという、『ジェム・デュエル』の迷めい惑わくな決まり事のことだ。

「いえ、まだ。……もうそろそろ大広間に戻もどろうかと思っていたんですが……」

　そう言いながらも、初めて人の口こう腔こうで絶頂を迎むかえたばかりのソウシは、ぐったりとしてしまっていた。このままでは踊れそうにない。しかし、罰ばつ則そくだけは困る。一カ月も女装して、授業を受けるなんて拷ごう問もんだ。

　リオネルはふと思い立った様子で声をかけてくる。

「そうだ。ソウシ。残りはふたりで踊らない？　グリズリーみたいな大男とばかり踊っていたら、気が滅め入いってしまうから」

　誘いは嬉うれしかったが、ドレス姿の男ふたりがワルツを踊るなんて、滑こつ稽けいもいいところだ。

　そのことをリオネルに指し摘てきしようとすると、ソウシの身体からだがユーリアンの腕うでのなかへと閉じ込められた。

　誘いをかけてきたリオネル本人も、背後に立っていたセルジュに、腕を回されて自由を奪うばわれてしまっている。

「な、なにするつもり!?　放しなよ」

　リオネルがムッとして命令するが、セルジュは彼に付き従いながらも言うことを聞こうとしない。

「……【囚プリ人ズナー】に優先権があるのは、宝石を持つ【捕キヤ獲プタ者ー】だ。勝手な真似まねはさせない……。リオネル。私は躾しつけがなっていない仔こ猫ねこをどうすべきだと思う？」

　セルジュが淡たん々たんとした口調で告げると、ユーリアンがそれに同意する。

「そうだよ。ソウシにも僕としか踊らせないと言っておいたはずだけど忘れちゃったのかな。忘れないように、しっかり心と身体に刻んで欲しいの？」

　リオネルとソウシは、真っ青になって彼らに同意するしかない。

　その後、ソウシは波乱まみれの舞踏会の夜を、ユーリアンから離れられないまま、どうにか終えることができた──。
















　心身共に疲つかれきった一日だった。ドレスで着飾るという、男としての矜きよう持じが危あやぶまれる恰好で、人前に出て拙つたないダンスを披ひ露ろうした。そのうえに、驚きよう愕がくの光景を目まの当たりにした挙句、ユーリアンに口でイカされる羽目になってしまったのだ。たった一日で、一年も二年も寿じゆ命みようが縮まった思いだ。しかし、一カ月女装で授業を受けるという過か酷こくな罰則を、どうにか受けずに済んだことは、喜ぶべきだろう。

「はぁ……」

　ダイヤモンドの間のバスルームで、ソウシがぐったりとしながらも身体を洗い終えると、見計らったように後ろから声がかけられた。

「そんなに疲れているなら、やっぱり僕がお前を洗ってあげた方がよかったんじゃないのかな」

　ソウシが一いつ緒しよにお風呂ふろに入ることを拒こばんだにも拘かかわらず、ユーリアンは今日もバスルームに無理やり押し入ってきた。バスルームは一日の疲れを癒いやして、寛くつろぐ場所のはず。それなのに、今は神経を張りつめて一時も気が抜ぬけない状じよう況きようだ。

「俺へのお気き遣づかいは結構ですから、こちらに来ないでください」

　これ以上疲れたら、きっとまた湯当たりで倒たおれてしまう。ソウシにもそれが解っていたから、背中を流し合おうという彼の願いを拒んだ。だが、人の気も知らずにユーリアンは、せめて早くバスタブに来るように、なんども急せかしている始末だ。

「僕たちの仲だろう。遠慮しなくていいのに」

　ソウシがやっているのは、遠慮ではない。間違いなく自衛だ。断言できる。

「今日はもう、先にあがります」

　ユーリアンはすっかり忘れているようだが、ソウシは今夜、彼に性器をしゃぶられて、精液を飲み干されたのだ。あんなことがあったのに、普ふ段だん通りになどできない。

　彼に近づくことも躊躇われた。せめて一晩たっぷり寝ねた後には、自ら穴を掘ほって埋うまりたいほどの羞しゆう恥ちが、少しでも忘れられていることを願うしかない。その前に、同じベッドで身体を横たえて、眠ねむれるのだろうか。考えるだけで憂ゆう鬱うつだ。

　ソウシがひとり別の場所で眠ろうとしたら、きっとユーリアンは怒おこるに違いない。彼は変なところで、頑がん固こなのだから困りものだ。

「だめだよ。……ソウシ。ちゃんとお湯に浸つかって、身体を温めないと。……今夜は夜風にあたって、冷えているだろう」

「……い、いえ。俺は……」

　むしろ頭の先から爪つま先さきまで沸ふつ騰とうして倒れてしまいそうだ。寒くなどない。熱いくらいだ。

　バスタブに入ったら、きっとまた逆上のぼせる。ソウシはプルプルと首を横に振ふって拒もうとした。

「こっちにおいで」

　ソウシは、このままお風呂からあがると心に決めていた。なんと言い訳しようか考えていると、さらに声をかけられる。

「ソウシ。もしかして、僕の声が聞こえなかった？　もう一度言った方がいい？」

　しかし、ユーリアンに笑え顔がおで微笑ほほえみかけられて、ソウシは頷うなずいてしまう。

「……わかりました……。ちゃんとお湯に浸かります」

　彼は柔やわらかい口調だったのに、なぜか脅おどしに屈くつしてしまったような気分だった。

「うん。いい子だね。ちゃんと温まらないとだめだよ。ヤマトの人は、毎日健康のためにそうやってお風呂に入っているんだろう？」

　確かに彼の言う通りだが、このまま湯に浸かる方が、心臓が高鳴り過ぎて不健康な気がする。

　だが、言う通りにしないと、きっとユーリアンは強硬手段にでるか、拗すねるかしてしまう。

「お湯は好きですが、……今日は……」

　言い訳しようとするが、緊きん張ちように焦あせった頭ではすぐに考えられなかった。

　今からでも、早く上がる理由を考えなければ──。

　ソウシは躊躇ためらいがちにバスタブに近づき、ユーリアンから一番離れた場所に浸かる。なんだか彼がジッとこちらを見ている気がして、気まずさに顔を逸そらしたまま内側の段に腰こしかけた。

「どうして、そんなに離はなれているのか、聞いてもいい？」

　ユーリアンの問いに、ソウシはとっさに言葉に詰つまる。顔を見られないぐらい恥はずかしいのだと、聞かなくても解わかるはずだ。どうか今日は放ほうっておいて欲しい。

「……きっ、……気のせいです！」

　裏返ってしまっている声で言い返すと、ソウシの肩かた口ぐちに彼の手が触ふれる。

　ユーリアンは気配もなくソウシに近づいてきていたらしい。振り返ると思っていたよりもずっと近くに、彼の顔があった。

「あ……っ」

　ユーリアンの美しい面おも立だちや形のよい唇くちびるを見ていると、控ひかえ室しつで彼に与あたえられた淫みだらな疼うずきと熱が、まざまざと蘇よみがえってくる。

　あの唇と舌で、淫らな欲よく望ぼうを暴あばかれたのだ。熱を煽あおられ、舌先でくすぐられ、なんどもなんどもいやらしく吸い上げられた。どれだけ抵てい抗こうしても、放してはもらえなくて、濡ぬれた嬌きよう声せいを漏もらしながら、精を放った。そのことが脳のう裏りを過よぎると、今すぐ逃げ出したくなる。

「俺……、もう……温まりましたから、先にあがらせてもらいますっ」

　ソウシは、ザッと水面を波打たせて、勢いよく立ち上がる。そして、彼に背を向けた。

　無理だ。このままでは頭に血がのぼり過ぎて倒れるに違ちがいない。そう思った。しかし背後から手を回されて、縋すがりつく恰かつ好こうで引き留められてしまう。

「噓うそはいけないよ。お湯に浸かったばかりじゃないか。まだ身体は、温まっていないだろう」

　ソウシの素す肌はだを這はうユーリアンの指の感かん触しよくに、肌が粟あわ立だつ。下か肢しに熱が集まりそうな予感に、いっそう身み震ぶるいがした。このままでは熱を滾たぎらせ、ユーリアンの前で、また恥ずかしい思いをすることになる。それだけは、してはいけない。

「あの……、疲れているので、……あまり長湯すると、また湯当たりしそうなんです。あなたに迷めい惑わくをかけたくありませんし、……それに、本当に充じゆう分ぶんなので……」

　ソウシは先ほどから考えていた理由を、至し極ごくもっともらしく話した。

「疾やましいことがあると、人って言い訳が多くなるらしいね」

　しかし、クスリと笑われ、すべて見み抜ぬかれているのだと気づいた。ユーリアンには、なにを言って誤ご魔ま化かそうとしても無む駄だらしい。

「それなら正直に言わせていただきます。ユーリアンの傍そばにいることが、恥ずかしいんです。舞ぶ踏とう会での……ことを、思いだしてしまって。だから、俺のこと、今はひとりにしてください」

　正直に訴うつたえると、ユーリアンが不思議そうに尋たずねてくる。

「なにが恥ずかしいの？　あんなにもかわいらしかったのに。とってもドレスが似合っていた。そのままお前を連れ去って、結けつ婚こん式を挙げようかと本気で考えていたよ」

「……もう、お願いですから、……からかわないで欲しいです……」

　目も当てられない女装も恥ずかしかったが、ソウシがユーリアンの瞳ひとみを見返せない理由は、性器を舐なめしゃぶられ強ごう引いんに口でイカされたからだ。頭のいいユーリアンに、解らないはずがない。

「そうじゃなくて……、ユーリアンが俺に……」

　最後まで言えずにモゴモゴと口くち籠ごもると、彼はやっと得心がいった様子で頷く。

「ああ、あれのことか。ソウシのいやらしいミルクを飲んであげたこと。気に入らなかった？」

　卑ひ猥わいな形容をされると、いっそう羞恥が湧わき上がってくる。

「……き、気に入る……気に入らないの……問題じゃなくて、恥ずかしくて……」

　ボソボソと言い訳すると、彼は驚おどろくほど簡単に了りよう承しようした。

「そうか、わかったよ」

　ユーリアンとは根本的な考え方や価値観が、あまりに違う気がしていた。しかし、ようやく気持ちが通じたのだと思ってホッと息を吐はく。

「つまり……、お前だけ恥ずかしいところを見られたのが、不満なんだね」

　──どうしてそうなるのだろうか。

「ちょっと、ユーリアン！　いきなり、なにを言っているんですか!?」

　ソウシが目を丸くしていると、ユーリアンの手が、ソウシの腹部あたりから這い上がってきた。くすぐったさに身を震ふるわせている間にも、その指先は、小さな胸の突とつ起きに辿たどり着く。

「ちょ……、どこを触さわって……」

　薄うすい胸の突起を捏こねるような指の動きに、ソウシは声を引き攣つらせてしまう。

「あの……なにを……。ユーリアン！……ま、待ってください」

　懸けん命めいに訴えながら、彼の手を引き剝はがそうとするが、離れてはくれなかった。

　どうして、こんなことになっているのだろうか。

　現状が理解できずに困こん惑わくしきっているソウシの胸を、ユーリアンは背後から両手で擦こすりつけていく。乳輪ごと揉もみしだかれ、じんわりと甘い疼きが身体からだに走り始める。

「……ん、んぅ……っ。は……っ。放し……」

　薄うすピンク色をした小さな乳ち首くびが、ツンと硬かたく勃たちあがると、さらに執しつ拗ように指が上下されることになった。

「……ぅんっ……ふ、……あ、あっ！」

　ソウシはなにが起きているのか解らぬまま、ビクビクと身体を身み悶もだえさせ、バスタブの向こうの冷たい床ゆかに、上半身を倒れ込ませてしまう。

　熱めのお湯で薄うす桃もも色いろに上気し、濡れそぼったお尻しりを突つき出す恰好になると、後ろからユーリアンがのしかかってくる。

「な、なんなのですか？　ユーリアン！　ふざけるのもそれぐらいに……」

　引き攣った声で訴えかけたとき、背後から熱い塊かたまりが、太ふと腿ももの間を割って入り込んできた。

「ひっ！」

　なにか別の生き物が、身体に這い上がってきたような感覚だった。しかし、紛まぎれもなくそれは、ユーリアンの下肢の中心で硬く膨ふくれ上がったものだ。ソウシは驚きよう愕がくに息を吞のむ。

　彼の欲望から少しでも距きよ離りをとりたくて、腰を引こうとするが、がっちりと押さえ込まれ、身動きがとれなかった。

「……ソウシ……」

　甘い声こわ音ねで名前を呼ばれ、ソウシはビクッと身体を引き攣らせ、恐おそる恐る彼を振り返る。

「ユーリアン、……な、なにを……」

　これはいったいどういう状じよう況きようなのだろうか。ソウシは生まれてこの方、他ほかの男とこんな状況に陥おちいったことはない。自分の知らないスキンシップが、この世には存在するとでもいうのだろうか。

「僕が、お前の恥ずかしいところを見たことを、怒おこっているんだろう？　だったらお前にも僕のミルクを飲ませてあげるよ」

　なにかが違う。見解の相そう違いというものだ。ぜんぶ誤解だ。だから、飲ませなくていい。そう訴えたかった。だが、後孔こうこうと陰いん囊のうの間にある会え陰いん部ぶを硬く膨れ上がった亀き頭とうの先せん端たんでグリッと押し上げられたとき、頭のなかが真っ白になった。

「……あ……、う……ンンッ」

　ビクリと身体が大きく跳はねる。このまま犯おかされてしまいそうな心こころ許もとない気持ちだった。

　力強い雄おすに組み敷しかれて、すべて奪うばわれてしまうような危機感に苛さいなまれる。

「俺は、……い、いらな……いです……っ」

　なにもしたくない。恥ずかしい思いをした意い趣しゆ返がえしに、ユーリアンの精液を飲みたいわけでもない。だが、緊きん張ちように声が潰つぶれてしまって言葉を発することができなかった。

「人が来るかもしれない場所じゃ、遠えん慮りよしてあまり触ってあげられなかったからね。今度こそちゃんとお前を気持ちよくしてあげる」

　舞踏会の控室で、ユーリアンは堂々とあんないやらしい触り方やしゃぶり方をしたのに、控ひかえめに触れていたなんて、信じられなかった。

　清せい廉れんで優ゆう雅がだと思っていたユーリアンが、とつぜん淫いん靡びな大人に思えてくる。

　うまく言葉で拒きよ絶ぜつできないのなら、せめて態度で示そうと思い、ソウシはブンブンと首を横に振ふった。すると火ほ照てった身体を、大理石の床にグッと押しつけられる。

「……ん、んぅ……っ」

　冷たさに、ブルリと身震いが走り抜ぬけた。硬く尖とがった乳首が、濡れた石のうえで擦られると、ぞわぞわするような愉ゆ悦えつが迫せりあがってくる。　>>>♥

「や……っ、ぅ……！」

「声をあげてもいいよ。ここには誰だれも来ないからね。邪じや魔まは入らない。安心して。僕たちは、ふたりきりだよ」

　つまり、助けなど来ないと言っているも同然だ。ソウシは手を床について自分の身体を支えると、這うようにして逃とう走そうを試みた。だが、すぐに引き戻もどされてしまう。

「僕を焦じらして弄もてあそぶ遊びでもしているの？　意外とソウシはいたずらっ子だったんだね」

　なにを言っても許してはくれなさそうだ。このまま、ソウシはユーリアンの滾る怒ど張ちようを穿うがたれてしまうのだろうか？　からかいも、ここまでくると行き過ぎだ。狭せまい肉洞を開かれ、処女を奪われる自分の姿を想像するだけで血の気が引いた。

「い、……痛いのは……、……ぃ……やですっ……」

　しゃくり上げそうになりながら訴えると、ユーリアンが首を傾かしげる。

「痛いことなんてしないよ。……僕の恥はずかしいところを見せて、お前が大きくなれるように飲ませてあげるだけだから……まだ、今はね」

　どうやら犯すつもりではなかったようだ。それでも、近くの店に買い物に行くみたいに、簡単に言わないで欲しかった。精液を飲まされるなんて、ソウシの許容量を超こえる大事件だ。

「……し、……しない……で……ください」

　どうか夢であって欲しい。でもいくら願っても、目は覚めそうにない。

　これは紛れもなく現実なのだから当然だ。

「好き嫌きらいは感心できないね。……お口で飲めないなら、別のところで飲んでみる？」

　口以外のどこで飲ませるつもりなのかは、恐ろしくて聞けなかった。知りたくないのに、ユーリアンはさらに続けた。

「高熱が出たら、お尻に座薬を入れるだろう？　とても吸収のいい場所だから、直接味わえば、きっと飲む以上に効果が出るんじゃないのかな」

　お尻の孔あなに、精液を飲ませる。その行こう為いの話を聞いたソウシは、真っ青になった。

　どうしても選ばなければならないなら、まだ痛くない分、口の方がマシな気がした。しかしヤマトの皇子としての、そして男としての矜きよう持じは、どちらをとってもなくしてしまいそうだ。

「や……、……です……。口で……、ユーリアンの……、飲ませて……欲ほし……」

　ユーリアンは温和な性格なのに、言い出したら聞かない。そのことを知っているソウシは、泣きそうになりながらも、片方を選ぶしかなかった。

「いいよ。ソウシが大きくなれるように、いっぱい飲ませてあげる」

　チュッと首の後ろに吸いつかれ、獣けものに捕つかまえられた子こ兎うさぎのように怯おびえるしかできない。

「ソウシが口でするのには、まだ早いだろうから、僕が準備するよ」

『準備』とはなにを意図しているのだろうか。疑問に思っても、怖こわくて聞けなかった。下手へたに尋たずねれば、実じつ践せんして教えられそうだったからだ。

「太腿を閉じて、じっとしていて」

　足だけを湯に浸つからせた状態で、ソウシのなにも身に着けていない背中にユーリアンの鍛きたえられた胸が押しつけられた。すっぽりと抱だきこまれると、体格の差を思い知って、居たたまれなさが増してしまう。

　そして、ソウシの太腿の間に、熱く灼やけた肉棒が押し込まれ、そして引き摺ずり出される。

「……ん、んぅ……、ふ……ぁ……っ」

　ユーリアンの張り上がった亀頭が、ソウシの後孔の入り口を擦りつけた。そのまま会陰部を抉えぐりながら、陰囊の付け根を突き上げていく。

「ソウシ。そんなに緊張しなくても、まだ挿いれるつもりはないよ。僕に身を任せて、ただ気持ちよくなればいい。……まあ、……お前が僕から逃にげようとしたら、間ま違ちがって挿れてしまうかもしれないけどね」

　大人しくしていなければ、太く長大な肉棒を突き入れられる。そう思うと、身み震ぶるいがした。

「に、逃げません……から……」

　あんな大きなものをお尻に挿れられたら、ぜったいに壊こわれてしまう。

「うん、いい子。……噓うそつきは嫌いだよ。約束は守ってくれるよね」

　ユーリアンに嫌われて、二度と口を利きいて貰もらえなくなったら、ソウシは辛つらくて生きて行くことなどできないだろう。ソウシにとって、ユーリアンはたったひとりの友達で、導いてくれる人で、憧あこがれの人で、初はつ恋こいの人で……。つまりはソウシのすべてだと言っても過言ではない。

　ユーリアンにとっては、大勢いる友達のひとりでしかなくても──。

　とつぜんユーリアンと連れん絡らくが取れなくなった一年前のことが思い出される。もしも彼に嫌われたら、あの状況が一生続くのだ。そう思うと、どれだけ恥ずかしくても、胸が苦しくても、逃げることはできなかった。

「はい。……俺は、……ユーリアンの……望むように……」

　ユーリアンが望むなら、どれだけ恥ずかしくても耐たえられる。ソウシは、懸けん命めいに自分に言い聞かせる。

「かわいいこと言うね。僕は素す直なおな子が大好きだよ。……お前みたいに、人に虐いじめられても、純じゆん粋すいさを失わない綺き麗れいな心の持ち主を見ていると、余すところなく全身かわいがってあげたくなる」

　乳ち首くびの突とつ起きを押し潰すようにして、なんどもクリクリと擦こすりつけられると、熱が下腹部から込み上げて、息が乱れてしまう。

「はぁ……、はふ……っ、ンンッ」

　硬かたい指の腹が、敏びん感かんな突起を擦りたて、仰のけ反ってしまいそうなほどの愉悦を駆け巡らせていた。

「……ふ……ぁ、あぅ……」

　艶つやを帯びた声が、熱い吐と息いきとともに、喉のどを突ついて出てくる。

「や……、も……、……もぅ……っ」

　硬く尖っても小さな男の乳首だ。たいした大きさもない部分のはずなのに、ユーリアンの巧たくみな手で擦られるたびに、ジンジンと疼うずいてしまうのをとめられない。

『気が済んだのなら、手を離して欲しい』そう訴うつたえるべきなのに、『もっとして欲しい』なんて強請ねだる言葉を、衝しよう動どう的てきに漏もらしてしまいそうだった。

「うんっ、ん、んぅ……」

　大理石の床ゆかについたソウシの手が、身体からだを支えられずに、ブルブルと震ふるえていた。仰け反った首筋を、背後から痛いぐらい吸い上げられて、腰こしがビクンと跳はねあがってしまう。

「やっぱりお前の肌はだはすべらかで、とても気持ちがいいね。……乳首も感度がいいし、痕あともつきやすい。……なんだか、抱かれるために生まれてきたみたいな身体だ。ヤマトの民たみって、みんなこうなの？」

　ソウシは、男だ。抱かれるために、生まれたようだなんて、言われて喜べるはずがない。

　それに、他ほかの人の身体なんて、淫みだらな瞳めで見たことがないのに、解るはずがない。

「知りま……せ……」

　ふるふると顔を横に動かすと、グリッと強く肉棒で抉られた。快感に震える陰いん囊のうを嬲なぶられ、ソウシは切なく濡ぬれた瞳ひとみを細める。

「そうだよね。……お前が誰かとこんなことをしたことがあったら、お前の父上と色々と話し合わなくちゃいけなかったよ」

　ソウシの乳首を嬲っていた彼の片かた手てが離はなされ、腹部や脇わき腹ばらを撫なでながら、下か肢しの方へと辿たどられていく。指を外されてしまった方の乳首が、もの欲しげに疼くのを、ソウシは息を乱しながら堪こらえる。

「はぁ……、はぁ……、……ん、んっ。……な……んの……ことだか……」

　ユーリアンが、どうしてソウシの父と話をするのだろうか。熱を煽あおられた身体では、頭の奥まで霞かすんでしまって、うまく考えることができない。

「お前は、初めて会ったときから、ずっと僕だけのものだってこと」

　ソウシの下肢の方へと向かっていたユーリアンの片手が、ドクドクと脈打った雄お芯しんへと辿りつく。硬く膨ふくれ上がった亀き頭とうの根元にある括くびれを握にぎり込まれ、包皮ごとグリグリと擦りつけられた。敏感な部分への刺し激げきに、いっそう下肢の中心に熱が集まる。

「ふぅ……っ、あ、あっ……く……ん！」

　腹の奥底にまで、ゾクゾクとした快感が走り抜ぬけていく。ソウシが大きく背中を仰け反らせると、ユーリアンは肉竿を、扱しごき上げ始めた。

　裏筋を掌てのひらで刺激し、緩かん急きゆうをつけて煽り立てられていく。赤く充じゆう血けつした肉棒の先せん端たんにある鈴すず口ぐちがヒクヒクと痙けい攣れんしながら、快感の滴しずくを滲にじませる。

「……ひ、……んぁ……っ、そんなに……、手、動かさな……で……」

　自じ慰いをしたことがないわけではない。健全な青少年なのだから、数も知れないほどだ。

　だが、ユーリアンに触ふれられるときほど、快感を得たことなどない。

「なにを言ってるの。動かさなかったら、かわいがってあげられないじゃないか」

　自分でするのとは比べものにならないほどの激しい愉ゆ悦えつに、ガクガクと身体が震えてしまう。

「……しなくて……、いいですからぁ……、ん……、んんぅ……っ！」

　大きな嬌きよう声せいが、喉から出てしまいそうになって、ソウシは懸命に歯を食いしばった。

　込み上げる疼きも、甘い痺しびれも、なにもかもすべて抑おさえ込もうとする。だが抗あらがうほどに、いっそう全身の熱が迫せり上がってしまう。

「ソウシ。どうしたの、そんなに身体をすくませて。ここを擦られるのは好きだよね？　ほら、蕩とろけそうな顔しているし」

　懸命に堪えようとしているソウシの努力を踏ふみにじるように、ユーリアンはさらにいやらしく肉棒を握り込み、透とう明めいな先走りの蜜みつを塗ぬり込むように擦り立てた。

「……ふ……ぅん、……、くっ……んんぅ……」

　ソウシが小刻みに震えながらも、執しつ拗ように与あたえられる快感にグッと堪えていると、濡れた熱い舌がねっとりと耳みみ朶たぶを舐なめ上げた。

「……っ！」

　甘い痺れに、ビクンと身体が波打つ。

「耳も弱いね……。性感帯を探すどころか、お前が感じない部分を、探す方が難しそうだ」

　ユーリアンは愉しげな声で囁ささやくと、いたずらに耳じ殻かくを嚙かんだり、耳朶を咥くわえたりしてくる。

　彼の舌が伸のばされるたびに、くすぐったさにビクビクと身体が跳ねてしまっていた。これでは身体中が性感帯みたいだと告げられた言葉を、認めているようなものだ。

「……く、くすぐったい……だけですっ……。感じてるわけじゃ……な……」

　ブンブンと首を横に振ふって訴えると、反論した罰ばつだとでも言うように、耳じ孔こうの奥にまでぬぶりと舌が伸ばされた。

「あっ、あっ、あぁっ！」

　一ひと際きわ甲かん高だかい声をあげると、弱い部分をさらに攻め立てられていく。

「……ふぁ……、あ、あっ」

　衝動的に吐精しそうになったが、雁かり首くびを握り込まれていたため、熱を出すことはできなかった。かわりに頭の芯しんがクラクラするほど身体が滾たぎって、いっそう息が乱れてしまう。

　もうだめだ。耐えられない。このままでは、身体の芯から脳のう髄ずいの隅すみ々ずみまで、ドロドロに蕩けてしまう。

「はぁ……、はぁ……、んんぅ……、……も、もう……、終わりに……」

　ソウシは泣き濡れた声で懇こん願がんした。許して、欲しい。どんなことでも、望み通りにするから。

「まだだよ。こんなんじゃイケない。お前もだろう？」

　イケないのは、熱の奔ほん流りゆうをせき止められているからだ。物足りないせいではない。

　むしろこれ以上なにかされたら、快感を与えられなければ生きて行けない、淫らな生き物にされてしまいそうだった。

「……や……、いらな……、も、もう……いら……ん、んぅ……」

　身を捩よじっても、ユーリアンは放してくれなかった。

　頰ほおが熱い。高熱に浮うかされたときのように瞳が潤うるむのをとめられない。

「遠えん慮りよしなくていいんだよ。……お前はこんなときまで、他た人にん行ぎよう儀ぎだね」

「……え、遠慮……なんかじゃ……」

　心からやめて欲しいと思ってる。噓うそではない。頭のなかでは、本当にそう思っている。

　──身体が、思うようにならないだけで。

　ソウシは赤い舌を唇くちびるの隙すき間まから覗のぞかせ、熱い息を吐はきながらも、懸命に理性を保とうとし続ける。

「汗あせばんできたね。……首の後ろとか、石せつ鹼けんの匂においに交じって、お前の匂いがする。すごく堪たまらない」

　ユーリアンはソウシの濡れ髪がみに鼻先を擦りつけ、そして耳の裏をねっとりと舐め上げた。

「嗅かがない……で……」

　首筋にかかる吐息にまで、震えてしまうのをとめられない。自分自身の淫らさに、泣きたくなった。

「いい匂いなのに。……お前をもっと舐めて蕩かして……、食べてしまいたくなるよ」

　なにか含ふくみのある言い方に、ソウシは息を吞のむ。

「……た、……食べ……、ないで……くださ……ぃ」

　途と切ぎれ途切れの声で、懸けん命めいに訴うつたえる。すると、低く艶つややかな声で耳元に囁かれた。

「こんな姿を見せつけてるくせに、だめなの？　仕方ないね。……でも、あまり男をお預けにしていると、あとで痛い目をみてもしらないよ。……とつぜん我が慢まんできなくなるってこともあるんだから」

　ひどく淫らな声こわ音ねに、腰が砕くだけそうなほどゾクゾクしてしまって、まろい双そう丘きゆうの奥に隠かくされた窄つぼまりが、キュッと萎縮する。そこに卑ひ猥わいに脈動する熱い肉棒が、グリグリと擦こすりつけられると、とつぜん身体中から汗が吹ふき出す。

　もう、だめだと思った。これ以上、熱を堰せき止められたら、だめになってしまう。

「ユーリアン。……だ、だめですっ、だめです」

　ソウシが悲痛な声で訴うつたえると、彼は不思議そうに首を傾かしげた。

「なにが？」

　四し肢しの隅々まで、ひどく疼うずいてしまっていた。焦じれた身体が、欲しがるようにくねるのをとめることができない。

「我慢……できま……せ……」

　手を放して欲しい。このままでは、本当におかしくなる。

「だから、なにが？」

　尋たずねてくるユーリアンの声に、どこかからかうような色が混じっていることに気づいた。

　彼はわざと解わからないふりをして聞き返しているのだ。それに気づいても、ソウシには対たい抗こうする余地などなかった。

「……出て……しまいますから……っ」

　焼けそうなほど頰が熱い。頭の先から、爪つま先さきまで、なにもかもが熱くて仕方がなかった。

「だから、なにが出るの。教えてよ。ちゃんと言葉にして」

　ソウシが懸命に答えても、ユーリアンは満足してくれない。

「……せ、……えき……、出てしまいます……。……い、いじわる……しな……で」

　くぐもった小さな声で呟つぶやく。もう限界だった。これ以上は、言えない。

「ふふ。はっきり言って欲しかったのに。小さい声だね。お前と僕、本当はどっちがいじわるなんだろう」

　いじわるなのはユーリアンだ。間ま違ちがいない。

「も、も、……もう……、だめ……ですっ、放し……っ」

　ソウシがガクガクと総身を震ふるえさせたとき、ユーリアンの手で押しとどめられていた欲よく望ぼうがようやく解放された。

「いいよ。出してごらん。……ほら、ソウシのミルク、ぜんぶ僕の手に出して」

　ブルリと胴どう震ぶるいするソウシの亀頭の先端から、ドッと勢いよく白はく濁だくが迸ほとばしる。

「あ、あ、あぁ……っ！」

　青あお臭くさい匂いが、熱気に渦うず巻まくバスルームに充じゆう満まんしていく。荒あらい息を繰くり返しながら、ソウシは大理石の床ゆかにぐったりと倒たおれ込んだ。

　冷たい感かん触しよくに、心ここ地ちよさを覚えていたが、冷静になると急に申し訳なさと罪悪感に苛さいなまれてしまう。

「ごめ……なさ……っ、お、俺……」

　なんてことをしてしまったのだろうか。ソウシが振り返りながら、真っ青になって謝罪すると、そのまま仰あお向むけに身体からだが返されてしまう。

　ユーリアンはソウシの身体のうえに跨またがったまま、ジッとこちらを見つめてくる。

「舞ぶ踏とう会でも、抜ぬいてあげたのに、もうイッてしまったのか。……お前は意外と、エッチな身体をしていたんだね」

「……違ちが……」

　ソウシはいやらしくなどない。出してしまったのは、ユーリアンがいやらしい手つきで扱しごき上げたからで、そうでなければ、一日に二度も吐精などしなかった。

　反論しようとするソウシの目の前で、ユーリアンは白濁に塗まみれた自らの指をペロリと舐め上げた。その表情は恍こう惚こつとしていて、甘く蕩けるような蜜を舐めているかのようにも見える。

「濃こいね……。もしかして、このタンクにいっぱい詰つまってるのかな。このまま空になるまで抜いてみてあげようか」

　ユーリアンの部屋に居い候そうろうするようになってからは、自じ慰いもままならなかった。溜たまっていたのは当然だ。だからと言って、これ以上の快感なんて与あたえられたら、どうなってしまうか解らない。

「何回でるのかな。お前がどれだけいやらしいのか、じっくり時間をかけて調べてみたいね」

「……許し……、……ひぅ……ンンッ」

　ソウシが恐おそろしさにしゃくり上げ始めると、ユーリアンが苦笑いする。

「泣かないの。そんなかわいい顔して、……僕がもっと泣かしたくなったら、どうするんだい」

　思いがけない言葉に、ビクッと身体が引き攣つる。泣いている状じよう況きようでさらに脅おどしをかけられるなんて、思ってもみなかった。

「驚おどろいて涙なみだがとまった？　いい子だから、もう少し我慢して」

　ユーリアンは、仰向けになったソウシの頭の横に手て杖づえをつくと、ソウシの精液でドロドロになった方の指で、自らの肉竿を扱き始める。

「……な……、な……」

　目の前で人に自慰をされるなんて、生まれて初めてだ。ソウシは驚きのあまり、身体を硬こう直ちよくさせてしまう。

　どうしてこんなことになっているのだろうか。いったい、ユーリアンはどういうつもりなのだろうか。いくら思い巡めぐらしても、生まれてこの方、恋愛経験のないソウシに、理解することなどできなかった。

「ふふ、すごくソウシの匂いがするね。飲んであげるのもいいけど、こうして擦りつけて使うのも、愉たのしいかも」

　ソウシの身体にのしかかるユーリアンが、熱を帯びていく。恍惚とした表情は艶やかで、目を奪うばわれたまま、視線を逸そらすことができない。

「……なにをして……いる……んで……すか……」

　ソウシは、緊きん張ちように引き攣った声で尋ねる。

「早く終わらせて欲しいみたいだから、自分で慰なぐさめてるんだけど？　それとも、ソウシが口でしてくれる？」

　彼の肉棒を咥くわえるなんて無理だ。あんなに大きくて長くて、まるで意思を持って生きているみたいにドクドクと脈打ったものを口で受け入れるなんて。

「……む、無理で……す……」

　早く終わらせて欲しかった。むしろ終わったつもりでいた。でもユーリアンの本当の目的は、ソウシに自分の恥はずかしいところを見せることだったのだと、今いま頃ごろ思い出す。

「そんなに嫌いやがられると、強ごう引いんに食べさせてあげたくなるんだけど」

「だ、だ……って、そんな」

　ユーリアンがしたように口に含ふくむなんて無理だと思った。彼の性器は常じよう軌きを逸いつしている。

　こんな凶きよう器きのような肉棒が、口に入るはずがない。

「なにを言ってるんだい。……これぐらい、普ふ通つうだよ」

　これが国の違ちがいというものだろうか。確かにヤマトと、ルーナ・ノワ王国では身長などの体格も顔の形もまったく違う。性器の大きさの平均も違って当然だろう。

　でも、だからこそ、恐きよう怖ふを感じずにはいられないと解って欲しい。

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫」

　なにが大丈夫なのか説明もなく、ユーリアンは軽い口調でそう言ってのける。

　ソウシの身体が引き起こされて、そのまま膝ひざ立だちしたユーリアンの股こ間かんまで顔を近づけさせられた。

「こんな大きいの、ぜったい……普通じゃ……ないですからっ。無理ですから……、んぅ」

　懸命に訴えるソウシの唇くちびるの間に、ユーリアンの硬かたく膨ふくれ上がった亀き頭とうの先が押しつけられた。

「大きく口を開いて」

　ソウシが驚きよう愕がくに目を見開いて、助けを求める眼まな差ざしで見上げる。ユーリアンは艶えん然ぜんと微笑ほほえみながら続けた。

「早く」

　やはり許してはもらえそうになく、ソウシは大きく唇を開いた。

「んっふ……んぅんぐっ」

　頭を擡もたげた肉棒の先せん端たんが押し込まれ、グリッと亀頭裏が濡ぬれた舌のうえに擦こすりつけられた。

　口のなかに広がる苦い味は自分の精液なのだと気づくと、泣きそうになる。

「ほら、口に入った。根元までは無理でも、途と中ちゆうまでなら咥えられただろう？　うん。……いい眺ながめ。無理やり喉のど奥おくまで突ついて、お前の口こう腔こうを犯おかしたくなるよ」

　ユーリアンのうっとりとした表情から、その言葉が本心であることが窺うかがえた。でも、こんな大きな肉につ塊かいを喉奥まで突かれたら、窒ちつ息そくしてしまう。

「ん、んぅ……っ」

　ソウシは微かすかに首を横に振ふって、懇こん願がんした。すると口腔のなかの肉茎を、自ら望んで舌のうえで転がすような状況になった。

「口のなか、ヌルヌルして、あったかくて気持ちいいね。……もっとこうしていたいけど、お前が早く終わらせて欲しいみたいだから、動かすよ」

　ユーリアンはソウシの両りよう頰ほほに手を添そえると、ゆるゆると腰こしを揺ゆすり始めた。

　喉奥まで突かれなくても、顎あごが軋きしむほど太い肉棒を穿うがたれ、ソウシは苦しげに顔を歪ゆがめてしまう。

「ん、んんぅ……っ!!」

　ソウシを見下ろしながら、ユーリアンは感かん嘆たんの息を吐はく。

「その表情も堪たまらないな。……はぁ……、もう、見ているだけで、イキそうになる」

　雁かり首くびまで引き摺ずりだされ、ふたたび舌のうえや口こう蓋がいを擦りつけるようにして、肉棒が穿たれていく。

「……んふ……、ん、んぅ……」

　ヌチュヌチュと肉棒が出し入れされて、敏びん感かんな舌を刺し激げきされると、湧わき上がる欲よつ求きゆうに身み震ぶるいがしてくる。

　大きく口を開いているせいで顎が軋むように痛い。でも、ユーリアンの憤いきり勃たった肉棒を受け入れるためだと思えば堪こらえることができた。

「く……、ん、んぅ……」

　息が苦しいのも相まって、頰が高こう揚ようし、灼やけつくように熱い。口のなかに溢あふれる唾だ液えきごと、彼の先走りをジュッと吸い上げると、ユーリアンがビクリと身体を跳はねさせる。

　気持ち、良かったのだろうか。

　そう思うと胸がいっぱいになって、夢中になって肉棒にしゃぶりついてしまう。

「……ん、んぅ……ふ……はぁ……、んん……」

　口のなかにグッと大きな怒ど張ちようが埋うめられてくる。そうして──。

「かわいい。……お前はどんな表情をしてもかわいいね。……堪らないよ」

　ユーリアンは、熱に浮うかされたような声で呟つぶやいた後、ソウシの口腔に自らの欲よく望ぼうを放つ。

「……ぐっ……」

　熱い飛ひ沫まつを口腔に吐き出され、ソウシは思わず噎むせそうになる。

「だめだよ。……いっぱい飲ませてあげるって言っておいただろう」

　確か、ユーリアンは精液にはタンパク質がたくさん入っていると言っていた。本当にこれを飲んだら、大きく成長できるのだろうか。

　しかし悩なやんでいる間にも、苦みと青あお臭くさい匂においに鼻先がツンと痛くなって口に含み続けることが辛つらくなってくる。

「……ん、んぅ……！」

　粘ねばつく液体の風味は、いつまでも舌のうえに残っているみたいに消えない。よくユーリアンはこんなものを平然と飲んでいたものだと、驚いてしまう。

「うん。よくがんばったね。ソウシ」

　ユーリアンはソウシの頭を優やさしく撫なでてくれた。その心ここ地ちよさに、強引な真似まねをされたことも忘れて、ソウシはなんだかくすぐったい気持ちになった。

「はい、次はお前の番だよ」

　バスタブの縁ふちに腰かけるように命じられ、ソウシは首を傾かしげる。

「……はぁ……、はぁ……。なにが……ですか？」

「誰だれも邪じや魔まが入らない場所で、お前のかわいいところを、もっと見ようと思って」

　ユーリアンはバスタブのお湯のなかで膝をつくと、ソウシの足を強引に開かせた。そして萎なえたソウシの陰いん茎けいを口に含もうとしてくる。どうやら彼は、ふたたび口こう淫いんをしようとしているらしかった。

「……け、結構ですっ。……必要ないですから……」

「うん。お前に必要なくても、僕がしたいんだ。いいよね」

　当たり前のように言ってのける姿には、世界に十二国ある国のなかで、もっとも発言力があると言われているルーナ・ノワ王国の世よ継つぎの風格がある。ソウシにとっては悲しいほどに。

「……よ、よくな……っ、ユーリアンッ」

　その夜、ダイヤモンドの間のバスルームには、ソウシの悲痛な声と甘い喘あえぎがいつまでも響ひびいていた。










「うわぁぁ……っ!!」

　ソウシは朝早くにベッドを抜ぬけ出したあと、ブルジェオン学院の敷しき地ち内の外周を全速力で駆かけていた。頭のなかをすべて払ふつ拭しよくして、なにもかも忘れてしまいたい。だが、口のなかには、昨日受けとめさせられたユーリアンの精液の味と熱、そして匂いが、まだ残っているような気がして堪らない。

　鍛たん錬れんを怠おこたっていたせいだ。きっとこんなにも心を乱されているのは、ブルジェオン学院に来てから、身体からだを鍛きたえていなかったせいだ。

　本来ならソウシは朝早くに起きて走り込みをして、最低でも百度の素す振ぶりをしてから、食事を摂とるようにしている。それがヤマトでの日課だ。そして、政務の傍かたわら、休日になると師し範はんとともに武道館にやってくる子供たちへの指導を手伝うのだ。

　あの頃ころは、ユーリアンが好きでも、今のように煩ぼん悩のうに塗まみれていなかった。やはり鍛錬不足のせいに違いない。精神統一するために、今日は時間が許す限り、座ざ禅ぜんを組むのもいいかもしれない。

　とりあえずは汗あせを拭ふいてから、素振りをしようと決めるが、この学院島には長物の持ち込みはできなかったため、竹刀しないを持つふりをして、恰かつ好こうだけをすることにした。

　場所はあまり人目につかない真しん珠じゆの間の庭園。つまりソウシのために与あたえられていた部屋の裏だ。室内は改修中かもしれないが、外ならばなにも問題ないだろう。

　場所は解わかっていたが、工事の邪魔にならないように、近づくのも初めてだった。真珠の間の裏手に回ってみると、風情ふぜいのある庭園があった。涸かれ池に敷しき詰つめられた化け粧しよう砂利じやりには水すい紋もんが描えがかれ、いくつかの盛山の島に石橋がかけられている。松に躑躅つつじ、杉すぎや紅葉もみじの配置も秀しゆう逸いつだ。

　さらに進んでみると、石いし燈どう籠ろうや茶席に使う蹲つく踞ばいのための水みず鉢ばちまで置かれている。

　建物は、御ご所しよを模した寝しん殿でん造づくりを外観の損そこなわない程度に、現代風に少々アレンジしたものになっていた。確かに御所のままではプライバシーや防犯面で不安が残る。大勢の警備がいるならまだしも、ここにはひとりで住むうえに『ジェム・デュエル』という戦いまであるのだから。

「俺には、もったいないぐらいです」

　本来ならば、世継ぎの王子だけが訪おとずれることのできる学院だ。しかし、ヤマトは五百年の鎖さ国こくを解いたばかりのうえ、ソウシの兄が病弱だったため、他国の王子たちへの顔見せのためにソウシが代わりにくることになった。

　恥はずかしいこともあったが、色々なことを学ぶことができたし、他国の王子たちとも親交を深めることができた。ユーリアンに迷めい惑わくをかけつつも、有意義な時間を過ごすことができていると言える。

　外周や庭の探たん索さくを終えて、濡れ縁えんである簀すの子こへと続く階きざはしに座り、庭を眺めていたソウシだったが、ふと太陽が高くなりつつあることに気づく。

「……そういえば、そろそろ戻もどらないと……」

　実は毎朝、目が覚めるとユーリアンに強く抱だきしめられていて、身動きが取れなかった。

　ソウシがどれだけベッドの端はしで眠ねむるように心がけても、なぜかそうなっているのだ。だからこそ鍛錬をおろそかにしてしまった。今日も変わらず腕うでを回されていたが、身動きが取れなくはないぐらいだったので、どうにか抜け出すことができた。

　目覚めたユーリアンが、一いつ緒しよに眠っているはずのソウシの姿がないことに気づいたら、きっと心配することだろう。ソウシは、急いでダイヤモンドの間に帰ることにした。

　──しかし。

「ここに戻ってきたってことは、キミ、ユーリアン様に飽あきられたんだ？」

　ふいに声をかけられ、顔を向けるとユーリアンの【囚プリ人ズナー】である西国の王子が立っていた。

　ソウシがユーリアンの部屋に居い候そうろうさせてもらっている理由は、真珠の間が改修中だからだ。

　飽きる飽きないの問題ではない。

「なにか誤解があるようですが。俺は、真珠の間を改修している間、ユーリアンの元でお世話になっているだけです」

　事情を説明すると、西国の王子は険しい表情で睨にらみつけてくる。

「そんな噓うそを吐ついて、ユーリアン様の部屋に入り浸びたっていたのか、許せない」

　ソウシは噓など吐いていない。それに、改修していると教えてくれたのは、ユーリアンの方だというのに。

「噓じゃありません」

「世界史にもほとんど記録が載のっていないような小国の分際で、大国の王子に擦すり寄るなんて図ずう々ずうしい。しかもキミって、本当は第二皇子らしいじゃないか。ブルジェオン学院の入学規定にすら当てはまってない分際で、我が物顔で、ユーリアン様の傍そばにいるなんて、ふざけないでよ！」

　そう言いながら西国の王子はバタフライナイフを取り出し、鋭するどい切っ先をソウシの方へと向けてくる。

「……っ！　学院の規定では、刃は物ものを持ち込むことは禁止されていたはずですが」

「やっぱりここが戦場だっていう自覚がないんだ？　これぐらい身を守るためなら当然だよ。みんな陰かげではこれぐらい持ってるって知らないの？　綺き麗れいごとばかり言ってバッカみたい」

　西国の王子は鼻でせせら笑うと、ナイフを振ふりかざしてくる。

「キミの恥ずかしい写真でも撮とれば、少しは愉たのしいことになるかな」

『恥ずかしい』という言葉に、ソウシは昨夜のことを思いだして、怯ひるんでしまう。

「ユーリアン様の威いを借りなきゃ、自分の身も守れないような愚ぐ図ずに、身の程ほどをわきまえさせてあげる」

　西国の王子はソウシ目がけてナイフを振り下ろした。ソウシが彼の攻こう撃げきを寸前で躱かわしたとき、いきなり左右から両りよう腕うでが抱かかえられる。

「これが、ユーリアン様のお手つきか。近くで見るとますます小さいな。こんな奴やつがルーナ・ノワ王国の式典の上席にいたなんて、冗じよう談だんじゃない」

　ルーナ・ノワ王国では、国王の即そく位い三十年の式典や、女王の五十歳の誕生日などに、他国の王族などを招いて、盛大に式典が行われる。そこでソウシの席はいつもユーリアンの隣となりになっていた。あまり気にしたことはなかったのだが、有力な国の国王級の扱あつかいだ。それを見み咎とがめられていたらしい。

「ユーリアン様はお忙いそがしくて、いつ面会の約束を取りつけようとしても、お会いできる人間は極僅わずかだったんだ。それなのに、当たり前みたいな顔をして、隣に立ちやがって。こんな野や猿えんみたいなやつを気に入っているなんて、酔すい狂きようすぎる。冗談じゃないぜ」

　彼ら二人はユーリアンの他ほかの【囚プリ人ズナー】たちらしい。どうやらヤマトの第二皇子ごときが、ユーリアンの傍にいることが、許せないと思っている様子だ。世界中で最も発言力の強い国であるルーナ・ノワ王国の世継ぎであるユーリアンと懇こん意いになりたくない者などいないに違ちがいない。その恩おん恵けいを見返りもなく受けているソウシは、彼らからすれば消え失うせて欲しいほど疎うとましい存在なのだろう。

「騙だまされないでよ。純情そうな顔して、ユーリアン様を身体で籠ろう絡らくしているみたいなんだ。こんな奴、ただのビッチなんだって、真実を教えてあげないと」

　ユーリアンとソウシの関係は、ただの友達だ。確かに淫みだらな行こう為いはあったが、身体はつなげていない。ぜんぶ誤解だ。

「違いますっ。ユーリアンとは……そんな関係では……」

　西国の王子に言い返しながらも、噓を吐きなれていないソウシは、昨夜のことを思いだして、真っ赤になってしまう。

「なに、その顔。ボクたちに喧けん嘩か売ってんの？　身の程を知りなよ、ヤマトの寄生虫皇子」

　両りよう脇わきから身体を拘こう束そくしてくるふたりの王子が、ソウシの羽織っていたシャツを摑つかんで左右に開き、無理やりボタンを引きちぎってくる。

「なにをするんですかっ」

　身を捩よじろうとするが、彼らの手は離はなれない。

「声を出しても無む駄だだよ。真珠の間の両りよう隣どなりは、ボクたちの部屋だし。……二度とユーリアン様の前に顔向けができない身体にしてあげるよ」

　露あらわにされた胸に、彼らの手が這はい始めた。気持ち悪さから、ソウシの全身が総毛立つ。

　嫌いやだ。触ふれられる感かん触しよくに吐き気がした。

　荒あら々あらしく乳ち首くびを抓つままれ、血の気が引いていく。

「こんな奴、いっそ壊こわしちゃおうよ。二度と男を咥くわえこめない身体にしてさ。そうすれば、ユーリアン様も、ボクたちに意識を向けてくれるようになるって」

　ベルトのバックルが荒々しく外された。このままユーリアンではない、他の男に抱だかれる。

　そんなのは嫌だ。受けいれられるはずがない。

　胸や腹部に触れる感触に、体温に、匂においに、声に、そのすべてに吐き気がする。

　ユーリアン以外の男に抱かれるぐらいなら、命を絶った方がマシだ。心からそう思った。

「……俺に、……触さわらないでくれますか……」　>>>♥










　──その朝、ブルジェオン学院内は騒そう然ぜんとなった。

　早朝から、ソウシが起こしてしまった事件のせいだ。

　ソウシは今、人前に出たくないに違いないという教師の判断で、真しん珠じゆの間に朝食が運ばれてきたのだが、まったく食しよく欲よくは湧わかなかった。テーブルには冷えた食事が置かれたままだ。

　そこにユーリアンが血相を変えて、飛び込んでくる。

「ソウシッ。大だい丈じよう夫ぶなの!?」

「ユーリアン……」

　彼はソウシの身体からだを触って、どこも怪け我ががないことを確かめると、自分の胸にギュッと抱きしめてきた。あまりの強い抱ほう擁ように、息が出来ないぐらいだ。

「怪我をしたのは、俺じゃありませんから……。あの方たちになんとお詫わびしていいやら……」

　庭園で気絶していた西国の王子たち三人は、教師たちに連れて行かれて、しばらく懲ちよう罰ばつ室に入れられることになるらしい。懲罰室は職員棟とうの地下にあり、陽ひが差さない場所だと先ほど教えられた。牢ろう屋やとは違って調ととのえられた場所だが、一いつ切さいの娯ご楽らくはなく、ひたすらブルジェオン学院での教則や、王子としての品位について叩たたきこまれることになるのだという。

「刃物を持って三人がかりでひとりを襲おそうなんて、『ジェム・デュエル』の規則にも反している。別にお前が気に病やむ必要はないよ」

　確かに正当防衛ではあるが、身体に触れられた気持ち悪さのあまり、やり過ぎてしまった感は否いなめない。

「それに、あいつらは僕の【囚プリ人ズナー】だ。監かん督とく不行き届きで詫びなければならないのは、僕なんだから」

　彼らが、今回のような暴挙を起こしたのは、ユーリアンの傍に、ソウシのような不ふ釣つり合あいな者がいることに対する不満からだ。ユーリアンはなにも悪くない。

「いえ。……俺が、あなたに負担を強しいてばかりいたからだと思います。隣に立つのにふさわしくないと判断されたのでしょう」

「またそんな風に自分を卑ひ下げして。いけないクセだな」

「本当のことですから」

　ソウシがしょんぼりとしていると、優やさしく頭を撫なでられた。

「でも今回のことで、あいつらがソウシを侮あなどることはなくなると思うよ。……それに僕がちゃんとお仕置きしておくから」

　どこか含ふくみのある言い方で、ユーリアンは微笑ほほえんでいた。いつか感じたような恐おそろしい気き迫はくが漂ただよっている気がしてならない。

「あ、あの……、ユーリアン？」

　自分を抱だきしめているユーリアンを窺うかがうと、彼はソウシの黒くろ髪かみに顔を埋うずめてくる。そして、鼻先を擦こすりつけてきた。ソウシはなんだかくすぐったくて、首を竦すくめた。

　こんなにも強く抱きしめられた状態で話をするのは、なんだかおかしい気がする。だが、心配をかけてしまった申し訳なさから、ユーリアンの好きにさせることにした。

「しかし、相変わらず凄すごいね。ソウシの武術は」

　幼い頃ころからヤマトの皇子は、剣けん道どう、空手、合気道、柔じゆう道どう、弓きゆう道どう、居合いなどのあらゆる武術の鍛たん錬れんを求められる慣ならわしだ。ソウシも例外ではない。

　ルーナ・ノワ王国の王都で、買い物中に暴漢に遭あった際、ソウシは武術で撃げき退たいしたことがあった。護衛たちを少し遠ざけていた隙すきをつかれた事件だ。

　それをきっかけにヤマトの武術に興味を持ってくれたユーリアンにも、いくつかの護身術を指導した。

「小さい身体で倍ほどの男を投げ飛ばしたり、拳こぶしひとつで瓦かわらを割ったり、その上、剣けんや弓まで使えるなんて、反則過ぎるよ」

「でも……、あまり実戦には役立ちませんから」

　ヤマトでは武士道精神というものがあり、卑ひ怯きような反則技を使う者は皆かい無むに等しい。だから、一対一で試合する場合には強くとも、多勢に無勢や、とっさに卑怯な真似まねをされた場合の判断などが遅おそい。技わざに優すぐれていても、実際に戦ってみると、さほど強くないことは自覚している。

　今回の相手は三人と多勢だったが、相手が油断していたので、退けることができただけだ。

　西国の王子が刃物を持っていたため、加減が解わからず三人を気絶させてしまった。普ふ段だんは受け身をとれない素人しろうと相手に戦うことはないので、教師を呼びに行ったときは、自分でも動どう揺ようしきっているのがわかった。

　医務室に担かつぎ込まれる三人の話を聞いた他の王子たちは、騒然となっているらしい。

　まさか、学院内では一番華きや奢しやで小こ柄がらな王子であるソウシが、刃は物ものを持った三人を打ち負かすとは誰だれも考えていなかったせいだ。

　うまく場を収められず、騒さわぎを大きくしてしまった申し訳なさから、ユーリアンの元に戻もどれずにいた。そして、食堂に行くことも躊躇ためらっていたソウシのもとに、教師が食事を運んでくれたのだ。

「……そういえば……、真珠の間の改修は終わっていたんですね。気づかなくてすみません。今日からは、自分の部屋に戻りますので」

　ソウシがユーリアンの元にいては、騒ぎの渦か中ちゆうに巻き込んで、迷めい惑わくをかけるのは目に見えていた。元から与あたえられていた部屋に帰るには、ちょうどいい機会なのだ。そう思いながらも、淋さびしい気持ちは拭ぬぐいきれない。

「ソウシ。僕に気を遣つかわなくていい。本当はもう知っているんだよね」

　ユーリアンが暗い声こわ音ねで尋たずねてくる。ソウシは俯うつむいたまま顔をあげることができなかった。

　初めて真珠の間に入ったのだが、なにか工事をしていたような痕こん跡せきも匂いも残っていない。

　西国の王子だけでなく、実はここに料理を運んでくれた教師も、改修工事などしていなかったと教えてくれていた。つまりはユーリアンが噓うそを吐ついていたということだ。

「はい……」

「ごめんね？　騙して」

　ユーリアンに申し訳なさそうな声で謝罪されると、なんだか目の奥がジンと痛くなって、泣きそうになった。もう解っている。彼がソウシを騙だましていた理由など、考えられるのはひとつしかないのだから。

　他ほかの王子たちは皆みんな、ソウシが『ジェム・デュエル』の役割の本質を分かっていないと呆あきれていた。ユーリアンを信じて、宝石を委ゆだねていたからだ。

　ここでの生活は、自国を継ついだときの国交に関かかわる。しかしソウシは、第二皇子で国王になる予定はない。それは、ユーリアンにも解っているはずなのに。

「俺なんかを、従えなくても……、ヤマトはルーナ・ノワ王国に顔向けできないようなことはしませんから、安心してください……」

　ヤマトは他国との交易を開始して、十数年しか経たっていないような国だ。会談すら行ったことのない国が多数ある。どうにか立っていられるのは、ルーナ・ノワ王国のお陰かげだと、国民の誰しもが知っている。

「俺を使って弱みなんて握にぎらなくても……、ヤマトは……」

　ユーリアンの真の意図が解らない。どうして噓など吐いたのだろうか。

「どうやら誤解があるみたいだね」

　残念そうに溜ため息いきを吐かれて困こん惑わくする。なにを誤解しているというのだろうか？

　いくら考えても、他にソウシを騙して彼が得をするようなことなど思いつかない。

「なんのことですか？」

　ユーリアンは自らのポケットから、銀の懐かい中ちゆう時計を取り出し、蓋ふたを開けて時間を確かく認にんすると、満足げに頷うなずいた。

「お前の国で受理された頃だ。はじめようか」

　そう言って、彼はソウシの腕うでを摑つかみ、奥の部屋へと連れて行く。向かう先にあるのは、真珠の間の寝しん室しつだ。

「ユーリアン。受理っていったい……」

　焦あせるソウシの目の前で、襖ふすまが勢いよく開かれる。そこには真しん紅くを基調に金糸や銀糸で鳳ほう凰おうの描えがかれた絢けん爛らん豪ごう華かな婚こん礼れい布ぶ団とんが一組敷しかれ、高たか枕まくらがふたつ並べられていた。

　ソウシは、まるで女じよ郎ろう屋に無理やり連れて来られた生き娘むすめのようにガタガタ震ふるえてしまう。

「な、な、な……なんですか、これは……!?」

　先ほど部屋を初めて散策したときには、布団は敷かれていなかった。

　ユーリアンが来るまでに、この真珠の間に入ったのは、ソウシと教師たちだけだ。つまり教師の誰かが布団を敷いて帰ったことになる。

「せっかくのお祝いの日だから、ヤマトの皇族が正式に使うものを、用意してもらったんだ」

　今日はなんの祝日だったかと、ソウシは必死に頭を巡めぐらせるが、まったく思い当たらない。

「誕生日おめでとう。ソウシ」

「俺の誕生日は明日ですけど？」

　一年会わなかったせいで、ユーリアンは勘かん違ちがいしているのだろうかと首を傾かしげる。すると、ユーリアンは笑え顔がおで言い返してきた。

「ブルジェオン学院島とは時差があるからね。ヤマトでは二分前に、誕生日を迎むかえた。四時間後には、ルーナ・ノワ王国でもその日を迎えるだろう」

　まさか時差まで考えて、誕生日を祝われるとは思っていなかった。ソウシは愕がく然ぜんとする。

「ありがとう……ございます……」

　とりあえず礼を言うと、彼はさらに信じられないことを告げてきた。

「お前が誕生日を迎えた瞬しゆん間かんに、結けつ婚こん届を受理するように手配しておいた。つまりヤマトで僕たちはすでに夫ふう婦ふということになる。ルーナ・ノワ王国では四時間後には受理されるだろう」

　ソウシは頭のなかが真っ白になってしまう。

「なにを驚おどろくことがある？　僕たちは婚こん約やくしていたんだから、結婚するのは当然だろう」

「……その話は、立ち消えになったのだとばかり……」

　あの婚約の日以来、ユーリアンはその話をしてこなかったし、彼がこの学院に入学したときには、なんの連れん絡らくももらえなかったので、てっきりなかったことにされたのだと思っていた。

「婚約したときに言っただろう。我が国では誓ちかいは絶対だと」

　確かに、間ま違ちがいなく彼はそう言っていた。でも、なんの素そ振ぶりもみせなかったし、話もでなかったら、普ふ通つうは幼い頃の戯たわむれだと思うのではないだろうか。

「お前の頰ほおや額にキスしたり、抱だきしめたりして我が慢まんしていたけれど、ようやく遠えん慮りよする必要がなくなったのか。感かん慨がい深いね」

　ユーリアンは恍こう惚こつとした表情でソウシを見下ろしながら、頰をくすぐってくる。

「……キスって……あれは、ルーナ・ノワ王国の挨あい拶さつではなかったのですか？」

「そんなことを言った覚えはないけど。……夫婦となる僕だけの、ふたりきりの挨拶だよ」

　つまりはルーナ・ノワ王国の慣習ではないということだ。ユーリアンが口づけしてくるたびに、侍じ女じよたちが微笑ほほえましげにこちらを見ていた理由が、今やっとわかって、頭から火を噴ふきそうなほどの羞しゆう恥ちに苛さいなまれてしまう。

「お前がここでヤマトの正装ではなく、ルーナ・ノワ王国の盛服を着ることが許されたのも、結婚することが決まっていたからだ。本当に気づいていなかったの？」

　開いた口が塞ふさがらない。つまり教師たちは、婚約者の国の民族衣い装しようを纏まとった花はな嫁よめという目で、ソウシを見ていたことになる。

「ソウシ。さあ、はじめようか」

　ユーリアンはソウシの身体からだを抱だき上げる。そして、豪ごう奢しやな婚礼布団を捲まくり上げ、敷しき布団のうえに横たえた。

「掛かけ布団はいらないね。……すぐにふたりで熱くなるだろうから」

　なにをするつもりか、恐おそろしくて聞くことができなかった。ソウシはヤマトの地方特産物である、こけしのように身体を伸ばしたまま硬こう直ちよくしてしまっている。

「どうしたんだい。そんなに目を丸くして。……僕たちは正式に結婚した。心だけじゃなくて、身体も愛し合うのは当然だろう」

　ソウシは、今からユーリアンがしようとしていることを、唐とう突とつに理解する。

「僕のために尽つくしたかったんだろう？　遠慮なく、お前だけができる方法で、喜ばせて欲しいね」

　ソウシが、ユーリアンに尽くそうとしていたのは、部屋に居い候そうろうさせてもらうことになったからだ。拒こばまれたことを不思議に思っていたが、『ソウシにさせたい別のこと』というのが、こんな行こう為いだなんて思ってもみなかった。しかも、居候すること自体が、ユーリアンの策略だったというのに。

「俺は……本当に、バカでした……。なにも知らなくて、……」

　結婚。ユーリアンと自分は、すでに結婚している。しかも、今から行われようとしているのは、初夜なのだ。とつぜん過ぎて、どうしていいのか解わからない。ソウシはただ呆ぼう然ぜんとして、ユーリアンを見つめるばかりだ。

「バカなんて言い方は好きじゃないな。……素す直なおでかわいいって言って。そこが、ソウシのいいところだよ。初めて会った時から、純じゆん粋すいで愛らしくて、会うたびにお前を自分だけのものにしたくて、堪たまらなかった」

　好きだと思っているのは、ソウシだけだと思っていた。まさかユーリアンからも、好意を向けられていたなんて、思ってもみなかった。

「……成長したお前は、無む垢くなくせに色っぽくて、そして驚くほど感じやすくて。怖こわいぐらい綺き麗れいになったね」

　ユーリアンはソウシの頭を自分の腕にのせると、肘ひじを立てた状態で寄り添そい、顔を覗のぞき込んでくる。アメシストの瞳ひとみが、ジッとソウシの顔を見つめていた。

「婚約したその日からでも、お前を傍そばに置いておくつもりでいたんだ」

　幼い頃ころに婚約したことすら、彼は忘れているのではないかと思っていたソウシは、思いがけない話に目を丸くした。

「だけど、お前の父上がね。ヤマトの民たみは奥ゆかしいから、婚こん前ぜん交こう渉しようはしないものなんだと説得してきたんだ。……お前に嫌きらわれたくないから我慢してきたけど、結婚した今は、もうなにをしても許されるのかな」

　舞ぶ踏とう会の控ひかえ室しつでユーリアンが『お前の国では、夫婦の契ちぎりを交かわすまで、性せい交こう渉しようしない風習があることは知っている』と言っていたことが思い出された。

　勘違いの理由はどうやら、ソウシの父の差し金だったらしい。

「……精通も、自じ慰いも、なにもかも僕がじっくり教えてあげたかったのに。残念だよ。でもヤマトの民の奥ゆかしさが、お前の愛らしさの源みなもとなのだろうから、仕方ないね」

　ユーリアンの話を聞いた瞬間、ソウシは父王の噓うそに心から感謝した。そうでなければ幼い身体になにをされていたか、解らなかったと気づいたからだ。

「ソウシ……」

　斜ななめ上からソウシの顔をジッと見つめていたユーリアンが、チュッと額に口づけてくる。

　続いて頰や眦まなじり、鼻の頭や口の端はしに唇くちびるを押し当ててきた。ソウシはくすぐったさに目を細める。

「次は、……お前の唇に、キスしてもいい？」

　そっと優やさしく指で唇を辿たどられた。

　不安げに尋たずねられて、息を吞のむ。ユーリアンの切ない眼まな差ざしが、ジッと見下ろしてくる。

　強く彼に求められているのだと思うと、ソウシは躊躇ためらいがちにだが、頷いてしまった。

　だが、ユーリアンはキスしようとしなかった。

「言葉に、してくれないんだね」

　ソウシが頷くだけで返事をしたことが、気に入らなかったらしい。まさかそんなことを言われるとは思ってもみなかった。ソウシは、狼ろう狽ばいして目を泳がせる。言葉にするということは求めるセリフを自分の口から言わねばならないということだ。

　そんなセリフを口にしたら、恥はずかしさのあまり悶もん絶ぜつしてしまうかもしれない。

　似合わない。ソウシには、決して似合わないセリフだ。

「……っ」

　息を吞んだソウシは、ぶるぶる震ふるえてしまっていた。すると、泣きそうな顔で瞼まぶたを伏ふせるユーリアンの表情を目まの当たりにする。こんな辛つらそうな彼は、今まで見たことがない。

「僕を求めるのは、そんなにいや？」

　少し掠かすれた声で囁ささやかれて、いっそう胸が締しめつけられる。

「言います。……言いますからっ……。ユ、ユーリアンに……。あの。その……。……キ、キス、して欲しいです」

　決死の覚かく悟ごで伝えると、彼が微かすかに口角をあげて微笑んだ気がした。微笑みの意味を図はかりかねて、尋ねようとしたとき、唇が塞がれた。

　ふにゅっと、柔やわらかな感かん触しよくが唇に当たるが、すぐに離はなれてしまう。

「お前とこうしてキスができて、嬉うれしいよ。ソウシ」

　これがソウシにとって、大人になってから初めてのキスになる。ユーリアンとの初めて。そして、人生で初めてのキスだ。そう思うと、ボッと顔が赤くなる。

「……お、俺なんかと……、ありがとうございます……」

　ソウシは掛かけ布ぶ団とんを引っ張って、赤くなった顔を隠かくそうとするが、その手を遮さえぎられた。

「『俺なんか』なんて卑ひ屈くつな言葉は、もう二度と使わないようにね。お前は僕と結婚したんだ。ひとりのものじゃない。……それとも、お前を選んだ僕に、見る目がないと言いたいの？」

「すみません。つい……」

　ソウシが卑屈になれば、今日からは結けつ婚こん相手であるユーリアンも貶おとしめることになるらしい。

「これからは、気をつけます」

　覚悟を決めなければと考え、身を引き締めていたとき、ユーリアンがふいに尋ねてくる。

「ソウシ。知ってる？」

「なにをですか？」

　彼がなにを確かく認にんしたいのか解らず、ソウシはきょとんと首を傾かしげた。

「キスってね。唇を触ふれさせるだけのものじゃないんだよ」

「……あ、あの……」

　いくらソウシでも、触れるだけのキスと、深いキスがあることぐらい知っている。しかし人には、それぞれのペースがあり、無理をして深いキスをする必要なんて、ないはずだ。

　お互たがい時期がくれば、自然と深いキスができるようになるに違ちがいない。

　徐じよ々じよに近づいて行こう。その考えを話そうとしたソウシの頤おとがいが摑つかまれて、強ごう引いんに顔をあげさせられた。

「僕とキスしたいんだろう？　お前の望み通り、深いキスもしてあげる」

　深い方のキスは結構です……と、言い返す間もなかった。

「ンン……、ぅん！」

　今度は強く唇を塞がれた。横から奪うばい去るような口づけだ。ユーリアンは角度を変えて、なんども唇を擦こすりつけてくる。ソウシはどうやって息をしていいのか解らなくなって、苦しげに喘あえいでいた。

「……ふ……っ、ん、ん」

　今度は触れるだけではなく、ユーリアンと深いキスをしてしまった。夢のなかみたいに頭がふわふわする。いや、これは、自分の願望が招いた夢なのかもしれない。ユーリアンをこれ以上、貶めないように、いっそ柱に頭をぶつけて、甘すぎる夢から目覚めた方がいいに違いない。

　そんなことを考えていたとき──。

　ユーリアンの舌が、ソウシの口こう腔こうのなかにそっと滑すべり込んでくる。ヌルッとした感触に、身み震ぶるいがした。

「んぅっ！」

　あの清せい廉れんなユーリアンと自分は今、舌と舌を触れ合わせた。そう思うと、ソウシの心臓は壊こわれそうなほど早はや鐘がねを打ち始める。速まった血流のお陰かげで、耳鳴りがするぐらいだ。普ふ通つうに生活しているときは、ぜったいに触れ合わない場所。それが触れた。これが結婚するということなのだろう。ユーリアンと舌を合わせる日が来るなんて、夢にも思わなかった。

「……はぁ……、すごい……」

　唇が離れたとき、思わず感かん嘆たんの声をもらすと、ユーリアンは苦笑いしてみせる。

「まだ、すごいことなんて、していないよ。……これからなのに大おお袈げ裟さだね」

　今以上のことなんて、次はなにをするのだろうか。舞踏会の控室やバスルームでしたことだろうか。想像するだけで、痛いぐらい心臓がバクバクしてくる。

「これから……」

　もっとすごいことをされるのだと思うと、緊きん張ちようから身体からだが強こわ張ばった。それでもユーリアンに身を任せようと努めていると、不思議そうに尋ねられる。

「武術の達人であるお前が本気になれば、僕ぐらい簡単に拒きよ絶ぜつできるはずなのに……。恥じらいながらも、結局は身を任せてくるのは、どうしてなんだろうね」

「……それは……」

　初めて一いつ緒しよに眠ねむったときも、後ろから抱だきしめられたときも、ドレス姿で淫みだらに舐なめしゃぶられたときも、バスルームで大理石の床ゆかに押さえ付けられたときも。

　実はソウシが本気で抗あらがえば、ユーリアンを退けることができた。そうしなかったのは、彼を痛めつけることなんて、できなかったからだ。

　──それに。

「お前は僕にこうされるのを、望んでいたの？……そうじゃないなら、気持ちいいから流されているだけってことになるけど。どちらなのか、聞いてもいい？」

　触れられると気持ちがいいから、流されていたわけではない。そもそも、ユーリアン以外の男に触れられても、気持ち悪いだけだ。そのことは西国の王子たちに襲おそわれたときにも、深く思い知った。

「俺は……、ユーリアンになら……、どんなことでも……」

　キュッと彼の胸の辺りを摑んでしがみつくと、蕩とろけそうなほど甘い声で囁かれた。

「お前は、僕だから、触さわらせてくれるんだね？」

　羞しゆう恥ちに震えながらも、コクリと頷うなずく。ユーリアンだからだ。他ほかの相手なんて、考えることすらしたくない。

「嬉しいよ。ソウシ。……もっと、キスしてもいい？　もちろん、それ以上のことも」

　ユーリアンにキスされると、胸が幸せな気持ちでいっぱいになる。求めるなど、はしたないと解わかっていたが、もっと触れていたくて、ソウシはぎこちなく彼の胸に身体を擦すり寄せた。

「は、……はい」

　すると、ふたたび唇が塞ふさがれる。今度は、触れてすぐに長い舌が歯列をなぞった。

「かわいい。ソウシ……」

　低く甘い声こわ音ねで囁いた後、ユーリアンは濡ぬれた熱い舌で、ソウシの口腔を探さぐってくる。

　舌が絡からみつくと粘ねん膜まくが擦こすれあい、ヌルヌルとした感触がいっそう強くなる。

「……ん……、ふ……ぅ……、はぁ……」

　唇が甘あま嚙がみされ、舌裏や口こう蓋がい、歯列や唇裏が、余すところなく探られていく。口づけがこんなにも夢中になってしまうものだなんて、思わなかった。

　溢あふれる唾だ液えきが捏こね合わされ、クチュクチュと淫らな水音が湧わき上がる。

　ユーリアンの熱い舌に辿たどられるたび、甘い痺しびれが身体を巡めぐって、熱が下か肢しの中心に集まっていく。初めは、遠えん慮りよがちだった舌の動きは、次し第だいに性急で激しいものに変わっていった。

　息が詰つまりそうなぐらいに。

「ソウシ。……ん、……お前の舌……。すごく……気持ちいいよ」

　欲よく情じように掠れた声で、ユーリアンが囁いてくる。嚙かみつかれそうなほど口づけが深くなって、息せき切って唾液が啜すすられ、なんども舌が絡められた。

「は、はぅ……ん。……ンんぅ、……そんなに舌……、ぅあ……、く……んっ、んぅ……」

　ソウシの舌のうえを、ユーリアンの唾液の滴したたる舌にたっぷりと舐め上げられ、ビクンと身体が引き攣つる。

「もっとだよ。……ソウシの口のなか、もっと知りたい」

　ヌルヌルと舌が擦れ合うたびに、喉のどの奥から昂たかぶっていく。

「はぁ……」

　甘く嘆たん息そくすると、唾液を啜り上げながら、なんども唇くちびるを擦りあわされた。

　ジンと疼うずくような痺れに、頭がクラクラしてくる。口の周りがはしたないほど濡れてしまっていた。

　ユーリアンが口づけの角度を変えるために舌を離すたびに、甘かん露ろの滴しずくが珠たまを結ぶ卑ひ猥わいな糸で繫つながっていた。その淫いん靡びな光景を見ていられなくて、ソウシはギュッと瞼まぶたを閉じる。

「ん、んぅ……！　は……っはぁ……」

　唾液も、空気も、すべて奪われていくような口づけだ。

　口腔中を熱い舌で搔かき回され、熱を煽あおられ続けていたソウシは、瞳ひとみを潤うるませる。苦しいのに、どうしようもなく気持ちよくて堪たまらない。なにもかも蕩けてしまいそうなぐらいに。

　しかし、これ以上はだめだ。

　どうやって呼吸していいのか解らない。心臓も壊れそうなほど高鳴ったままだ。

　このままでは酸素が足らなくて倒たおれてしまう。

　今日、初めての口づけを交かわしたばかりの初心な身体なのだ。こんな激しさは、恋れん愛あいごとに疎うといソウシでは受け止めきれない。

「……ん、んぅ……。く……、もう……やめ……て、くださ……、ンンッ……」

　ユーリアンの腕うでのなかで、ソウシがぐったりしていると、ようやく唇が離された。

「はぁ……はぁ……」

　空気を吸い込もうとする唇や、なんども嬲なぶられた舌が、ヒクヒクと震ふるえる。

「気持ちが良すぎて、つい夢中になってしまった。ごめんね。……あまり唇ばかり吸っていると、お前に愛あい想そを尽つかされてしまいそうだ。ちゃんと他の場所も、愛してあげる」

　ソウシがユーリアンを嫌きらいになるなんて、あり得ない話だ。

「ユーリアンを嫌いになんて……。……え？　……あ、あのっ」

　ソウシが身に纏まとっている白を基調とした盛服のホックが外され、口にしかけた言葉を飲み込んだ。

　ユーリアンは、純白のシャツのうえから、ソウシの乳ち首くびを探り当て、指で弄もてあそび始める。

「……んぅ……」

　胸に触ふれられるのはくすぐったい。それなのに、腰こしが抜ぬけそうなほど感じてしまう。唇を開くと、おかしな喘ぎがでてしまいそうになるぐらいだ。

「次はここをかわいがってあげる。順にね。……今日は、お前のすべてに触れていくよ。もう遠慮する必要もないしね」

　ソウシが抵てい抗こうしない姿を見てとると、ユーリアンはシャツ越ごしに小さな突とつ起きをカリカリと指で弾はじいてくる。

「ふ……、ん、んぅ……」

　ユーリアンの指が掠かすめるたびに、昂ぶって行くのをとめられない。

「もう乳首が、勃たってるみたいだね。かわいい突起が、シャツに透すけているよ。……そんなに僕とのキス、気持ち良かった？」

　実はソウシが勃たせているのは、乳首だけではない。下肢の中心も同じだった。恥はずかしさに太ふと腿ももを閉じ合わせ、少し身体を捻よじりながら、ユーリアンの視界から隠かくそうと必死になる。

　自らの欲よく望ぼうを隠すことに囚とらわれていたソウシは、つい彼への返事をし損そこねてしまった。

　すると、ユーリアンは訝いぶかしげな眼まな差ざしを向けて尋たずねてくる。

「……もしかして、僕とのキスが嫌いやだったの？」

　低い声音だ。思わず背筋まで痺れが駆かけ巡るくらいに。

「……違ちがいます……」

　ソウシは消え入りそうな声で答えた。

「恥ずかしくて……頭のなかが真っ白になって……気持ちいいか、どうかなんて……俺は、こんなこと、生まれて初めてなので……わからないです……」

　初めてだというのに、ソウシの身体中がユーリアンの指や舌に興奮してしまっているのが自分でも解る。淫いん蕩とうに耽ふけるなんて、いけないことだ。しかも男同士だというのに。

「へえ。そうだったんだ」

　ソウシの返答が気に入ったのか、ユーリアンは機き嫌げんを直した様子で、チュッと唇を啄ついばんでくる。とても優やさしくて、くすぐったいほど甘い口づけだ。

「それなら恥ずかしくならないぐらい、僕がキスに慣らしてあげる」

　唇の端はし、頰ほお、瞼のうえ、眦まなじり。そして額。甘い口づけは繰くり返され、最後に深く唇が奪うばわれた。

　その間にも、シャツ越しに胸を弄いじる手は止まらない。乳輪の形を辿るようにクルクルと指が擦りつけられていく。

「なんどでもこうしてキスしながら、かわいがっていれば、僕に触れられていることが当たり前になるだろう？　恥ずかしさなんて薄うすれるよ」

　ユーリアンに触れられていることが当たり前だなんて、思える日が来るとは思えない。その前にきっとソウシの心臓が壊こわれてしまうだろう。

「……でも、そんなにしていたら、……頭、……のなか、蕩けて、しまいます……」

　こんないやらしいことを続けていたら、熱でなにもかも焼けついて、欠片かけらも残らなくなってしまいそうだ。

「これぐらいで蕩けるなんて、もっとすごいことしたら、お前はどうなるんだろうね」

　ユーリアンがククッと喉の奥で笑って見せる。

「すごいこと……」

「うん。いまからすることだよ」

　このままなにをされるのだろうか。ソウシが怯おびえた表情で彼を窺うかがうと、シャツのうえから、乳首がキュッと抓つままれた。

「あっ……」

　硬かたい指の腹の間で、小さな突起がクリクリと嬲なぶられる。すると、ジンッと甘く痺れて、いっそう下肢に熱が渦うず巻まいてしまう。

「ま、待ってください……」

　ソウシは、自分の下肢でトラウザーズを押し上げようとする熱ねつ塊かいを、隠そうと必死になる。

「お前にもっと気持ちいいことを教えてあげる。手始めに、……どんなことから知りたい？」

　もっとすごいことが、どんなことなのか気になる。しかし先ほどの口づけだけで、ソウシの許容量はゆうに超こえてしまっている。

「俺は……、あの……。……べ、別に……まだ……」

　なにも知りたくない。お願いだから、どうかまだ教えないで欲しい。逃にげ出したい衝しよう動どうを堪こらえて、ソウシは瞳を潤ませながら言い返す。

「そんな期待した目で僕を見ているのに、欲情していることは認めないんだ？　いいよ。……お前をちゃんと大人にしてあげる」

　ソウシはずっと身長を伸のばしたかっただけで、大人になりたかったわけではない。大きくなる意味が違う。しかし、今さらなにを言っても聞いてはくれなさそうだ。

「僕の身体からだでね」

　ソウシの太腿の間にいきなり、ユーリアンの足が入り込んでくる。そして身体を密着されて、グリッと下腹部を押しつけられた。

「……ひ……っ、……あ、あの……勃って……」

　驚おどろくべきことに、すでにユーリアンの欲望は硬く勃ち上がっていたらしい。自分の卑猥な熱を隠すことに気をとられていて、ソウシは今までまったく気づけずにいた。

「そういうお前だって、勃ってるじゃないか」

　膝ひざがあげられて、ソウシの股こ間かんが押しつぶされるように刺し激げきされ始めた。

「……あぅ……！」

　小さな喘あえぎをもらしたとき、彼は器用にソウシの着ているシャツのボタンを外していく。その手つきには、躊躇ためらいも間ま違ちがいも感じられなかった。

「一いつ緒しよだよ。隠さなくていい」

　慣れているのだろうか。そんな考えが浮うかぶが聞けない。彼は昔からなんでも器用にこなしている。だが、こんなことまで初めから上手うまいものなのだろうか。

　ソウシは、初はつ恋こいも口づけも、すべてユーリアンとしかしたことがないというのに。

「ほら、お前の身体を、ぜんぶ僕に見せてごらん」

　シャツが開け放たれると、今度はトラウザーズのベルトのバックルや、ホックが外され始めた。このままではボクサーパンツが見えてしまう。

「……きょ、今日はやっぱり……」

　男が婚こん礼れい布ぶ団とんのうえに転がされて、一枚ずつ衣い装しようを脱ぬがされるというのは、想像を絶するほど恥ずかしい事態だ。それに彼の巧たくみさが、手て馴なれているように思えて、胸の奥で嫌な感情が渦巻いてしまっている。

　ソウシはシャツを搔き合わせようとするが、強ごう引いんに開かれて薄い胸を露あらわにされてしまう。

　武道で鍛きたえているはずなのに、筋肉のつきにくい体質のせいかソウシの身体は華きや奢しやなままだ。

「だめ。もっと僕にちゃんとみせて。……バスルームじゃ、湯気が邪じや魔ましていけないね。ずっとお前の身体をこうして間近でみて、たっぷり触れてあげたかった」

　ユーリアンは純じゆん粋すいな気持ちで、ソウシの背中を流してくれていたのだと考えていた。しかし、どうやらそれはソウシの思い込みだったらしい。

　バスルームで、ユーリアンは淫みだらな気持ちでソウシの身体を見つめていたのだ。

　そう思うと顔が赤くなるのをとめられない。

「どうしたの。そんなかわいい顔して」

　ソウシの気持ちが聡さといユーリアンに解わからないはずがないのに、不思議そうに首を傾かしげないで欲しい。

「ユーリアンは、……い、いやらしいですっ。それになんだか、手馴れてる気がします。こんなこと……誰だれとしていたんですか……」

　ブルブルと肩かたを震ふるわせながら彼を睨にらみつけ、嚙かみつくように罵ば倒とうした。すると、当たり前のように言い返された。

「……男が好きな相手の裸はだかで欲よく情じようしなかったら、この世はとっくに滅ほろんでいるんだよ。つまりいやらしいことは必然だ。神から贈おくられた本能というものだね」

　遠回しに言っているが、簡単に説明すると、ユーリアンはバスルームでソウシに欲情していたと言いたいらしい。

「それとなにか誤解があるようだけど。……僕は少し潔けつ癖ぺきなところがあってね。自分の愛する者にしか触ふれることはできない。お前にしたかったことを、しているだけだよ。手馴れてなんかいない。触れたかったんだお前に、ずっと」

　甘い声こわ音ねで告白すると、ユーリアンはひどく艶つややかな微笑ほほえみを向けてくる。

「そんな綺き麗れいな顔で、いやらしいこと考えないでください！」

　詐さ欺ぎだと思った。淫らなことなど欠片も考えていないような顔で、他者を排はい除じよするような気品を醸かもし出しておいて、さらには慈じ愛あいに満ちた微笑みを浮かべているのに、こんなにも欲望に塗まみれているなんて、やっぱり詐欺だ。

「お前だって、そんな一日中キスしたくなるような凶きよう悪あくにかわいい顔で僕を誑たぶらかして、聖職者でも堕だ落らくしそうないやらしい身体で誘さそって来るんだから、おあいこだろう？」

　ソウシなんて、ブルジェオン学院に通っている他ほかの学生たちに比べれば、平へい凡ぼんすぎる存在だ。

　目がおかしいとしか言いようがない説明をされても困る。

　ソウシの顔はかわいくなどないし、さらにいやらしさなど欠片も持ち合わせていない。

　むしろ色気など皆かい無むと言っていい。

「俺はあなたを誘ゆう惑わくなんて……できるわけありません。変なこと言わないでください」

「充じゆう分ぶんなぐらい誘っているだろう」

　ユーリアンは露わにされていたソウシの胸を、愛いとおしげに指で触れ始めた。そうして、薄うす赤あかい小さな突とつ起きに辿たどり着くと、直じかに乳ち首くびを擦りつけていく。

「……ん……っ。……誘ってなんて……いません」

　ソウシはふるふると首を横に振ふって、触れられる感かん触しよくを堪えようとした。だが、押しつぶしたりくすぐったりする指の動きに合わせて、鼻先から熱い息が漏もれてしまう。

「……あ、……ふ……ん、ンんぅ……ッ」

　ブルリと身体を震わせ、情じよう欲よくに濡ぬれた瞳ひとみを向けた。すると、ユーリアンは恍こう惚こつとした表情でソウシの乳首を見つめ、小さく舌した舐なめずりした。

「お前が自覚してないだけだよ。……ほら、この愛らしい乳首も、吸って欲しくて堪たまらないみたいだ。ツンと硬く尖とがって、すごく物欲しそうにしているよ。僕に愛して欲しいだろう？」

　彼の赤い舌は、ひどく官能をくすぐる。その唇くちびるで吸われたら、どれほど気持ちがいいだろうという、淫らな考えが浮かんで、はしたなさに泣きたくなった。

「もっと気持ちいい方が、いいよね。……僕の指を舐なめて。たっぷり唾だ液えきを絡からませてみて」

　ユーリアンの骨ばった長い指が、ソウシの熱く震える口こう腔こうへと強引に押し込まれた。

「ん、んぅ……」

　微かすかに塩気のある味が口のなかに広がる。ソウシは躊躇いながら、彼の指先を舐めた。

「足りない。それじゃすぐに乾かわいてしまう。もっと舌を絡ませて」

　言われた通りに口腔で指を深く咥くわえ込み、しゃぶるようにして濡らしていく。

「……ふ……、ん、ンぅ……ん、ん」

　舌のうえに硬い指の腹が触れる。その感触にも、なんだか焦じれたように身体が疼うずいてしまうのをとめられない。

「ふ、……あ、ぁ……」

　自分の身体が、どこに触れられても感じてしまう淫いん猥わいな生き物に変へん貌ぼうしてしまったかのようで、胸が苦しい。

　ソウシの口腔に押し込まれた指が、たっぷりと唾液に塗れると、ユーリアンは満足げに微笑んだ。

「……うん。いいよ。いい感じに濡れた。この指で、お前の乳首を弄いじってあげる」

　指が引き抜ぬかれ、そのまま彼に横よこ抱だきにされた恰かつ好こうのソウシの胸へと伸ばされていく。

　そうして、唾液にたっぷり濡れた指先が、ソウシの薄赤い突起を探さぐりあて、小刻みな動きで嬲なぶり始める。

「く……ふぅ……っ、はぁ……」

　彼の指が動くたびに、硬かたい部分が擦こすれて、甘い痺しびれが乳首からじんわりと身体に広がっていく。

「こうして湿しめっていた方が、密着感が増しただろう。気持ちいいかい？」

「……ん、ふ……っ、はぁ……、知りませんっ！」

　ビクビクと身み悶もだえながらも、ソウシは首を横に振る。恥はずかしい行こう為いの感想など、求めないで欲しい。女じゃないのに。男の身体からだなのに。乳首を指でくすぐられて気持ちいいだなんて、答えられるはずがない。

「不満そうだね。指だけじゃ嫌いやなのかな。ごめんね。気づかなくて。乳首、弄るんじゃなくて、舐めて欲しいの？」

「ち、違ちがいます」

　嫌だったのは、ユーリアンが淫らなことに、ひどく詳くわしいからだ。そして、恥ずかしいことを平然と聞いてくるからだ。物足りないせいではない。

「誤ご魔ま化かさなくていいんだよ。結けつ婚こんした僕たちの間に、噓うそなんていらないんだから。ソウシ。ほら、もっと気持ちよくしてあげる」

　シャツの襟えりが開かれ、肩かた口ぐちまで露わにされる。ソウシの腋わきから背中までを、なんどもユーリアンの冷たい手が這はっていく。

　触さわられるぐらいなら、我が慢まんできるのに、なんどもいやらしい手つきで素す肌はだを撫なで擦さすられると、甘い疼きが湧わき上がってきて、身み震ぶるいするのをとめられない。

「……ん、……はぁ……、ふ……っ」

　肩や胸が剝むきだしにされ露わになった素肌に、ユーリアンの熱い眼まな差ざしが注がれる。男同士なら、上半身をみせるぐらい他た愛わいもないことだ。普ふ段だんなら恥ずかしがることはない。鍛たん錬れんで汗あせを搔かいたときも、裸になって平然と手ぬぐいで拭ふいていた。しかしユーリアン相手ではそうはいかない。

　彼の眼差しは情欲に濡れていて、ソウシのすべてを奪うばおうとしていることがひしひしと伝わってくるのだ。だから、裸を見られるだけで、呼吸まで乱れてしまう。

「指では嫌だというリクエストに応こたえて、フルーツみたいにおいしそうなお前の乳首を、じっくり舐めてみようか」

　ユーリアンの形のよい唇が開かれ、赤い舌が伸のばされる。ねっとりと乳首を舐める彼の表情はどこか恍惚としていた。初めは軽く触れただけだったのに、なんどもなんども抉えぐるように熱く濡れた舌が上下していく。

「……、ん、ンぅ……。……はぁ……、んんぅ。もう……そこは……」

　彼の望み通りに、もう舌で舐め終わったのだから、離して欲しい。そう訴うつたえかけようとした。だが、ユーリアンはソウシの乳輪ごと、小さな突起を吸い上げてくる。

「く……っふ……、あっ」

　強く咥えこまれたまま、なんども舐めおろされたり舐めあげられたりを繰くり返される。

「……そんなに強く吸わな……、んぅ、んぅ……」

　身を捩よじりながらビクビクと身悶えるが、ユーリアンは執しつ拗ように離そうとしなかった。右の乳首を舌で転がせば、左の乳首を甘あま嚙がみし、そして強く吸い上げる。貪むさぼるように散々しゃぶりつかれた後には、ソウシは婚こん礼れい布ぶ団とんのうえでガクガクと身体を震わせてしまっていた。

「ふぁ……、ぁ……ん」

　なんどもしゃぶりつかれた乳首がジンジンと痺れている。これ以上、吸われたらなにか出てしまいそうなほど、敏びん感かんになっている気がしてならない。

　どこか朦もう朧ろうとしているソウシの下か肢しの中心では、硬く膨ふくれ上がった肉棒がいやらしく屹きつ立りつして、トラウザーズの布地を押し上げていた。そこにまで、ユーリアンの手が伸びてくる。

「ソウシ。かわいい……、もっと触っていい？　……ここも、このままじゃ、苦しいよね」

　ソウシの返答を待つことなく、トラウザーズが足から引きずり下ろされていく。硬く中心が膨らんだ下肢が露あらわになる。ソウシが穿はいていたボクサーパンツは、滲にじみ出した先走りで、じっとりと湿ってしまっていた。

　恥ずかしい形にそそり勃たった肉棒の形が、くっきり映ってしまっている。噎むせ返るような雄おすの匂においも、なにもかもが恥ずかしくて仕方がなかった。

「ふふ。これはすごいね、こんなにぐっしょり濡れてる。僕とのキス、気持ちよかった？　それともお前が感じたのは、このかわいい乳首を吸われたせいなのかな」

「……し、知りません」

　おねしょを見られてしまった子供のように、ソウシはユーリアンと目を合わせることもできず、頰ほおを赤らめたまま俯うつむいてしまっていた。

「お前にも解わからないんじゃ、しょうがないね。……だったら、探ってみようか」

　身勝手に決断すると、ユーリアンは卑ひ猥わいに膨らんだボクサーパンツ越ごしに、ソウシの肉棒を掌てのひらで包み込み、やわやわと弄り始めた。

「ほら、まずはキスだよ。ソウシ……、舌出して。……もっと……ん。……はぁ……ん」

　ユーリアンはソウシに舌を絡ませる口づけを与あたえながら、布越しに陰いん囊のうの付け根を抉り、裏筋を辿るようになんども手を擦こすりあげてくる。

「……あ、あふ……、……んぅ……く……んんぅ……。あ、あぁ……」

　感じやすい雁かり首くびを擦り立て、そして撫であげたり撫でおろされたりされると、ボクサーパンツのなかで、淫いん靡びな熱を放ってしまいそうになった。

「蕩とろけそうな顔だね。……じゃあ次は、胸かな」

　いやらしくなんども絡められた舌が、ふいに離されると、喉のどの奥から欲よつ求きゆうが迫せり上がって、もっと口づけて欲しいと懇こん願がんしそうになってしまう。熱い吐と息いきごとグッと堪こらえていると、ユーリアンはソウシの顎あごや首筋を啄ついばみながら、ついには胸へと唇を滑すべらせた。

「あ……っ、そこは……」

　なんども執拗に吸われたせいで、ひどく疼いている乳ち首くびが、ふたたび咥え込まれた。ソウシの小さな突起がこりこりと甘嚙みされた後、チュウチュウと扱しごくように吸い上げられていく。

「あ、……ああぅ……はぁ……、……一度に……触さわら……な……っ」

　乳首と肉茎。敏感な部分を同時に嬲られる疼きに、ソウシは腰こしが浮うき上がるほど、身体を跳はねさせてしまっていた。

「……どっちも良さそう。選べないな。お前の感じている顔が、いやらしくてかわいくて、もっと感じさせてあげたくなるよ。……ああ、そうだ。ここも舐なめてあげようか」

　ボクサーパンツが引き下ろされると脈動する肉棒が解放されて、下肢の中心でいやらしくそそり勃つ。その光景を、ユーリアンはひどく愉たのしそうに値ね踏ぶみする瞳ひとみで見つめていた。

「……綺き麗れいな色だね。……でも毎日僕がしゃぶってあげたら、卑猥な色に変わるのかな」

　綺麗かどうかなんて、解らない。所しよ詮せんは男の性器だ。しかしユーリアンや兄や父に比べると、赤黒くはない気がする。皮を被かぶったままの子供のような色味が残っている。

　だからといって、色が変わるまでしゃぶりつかれるなんて言われて、頷うなずけるわけがない。

「……な、……なにを言うんですか、……冗じよう談だんはやめてくださいっ」

「本気で言ってる。冗談なんかじゃない。結婚したんだから、僕も相手に尽つくすのは、当然だろう」

　そんな尽くし方はいらない。ソウシだって望んではいない。

「まだソウシは子供だからね。……今後のことは、お前の身体を大人にして、もっと欲しがらせるようにするのが先かな」

　潔けつ癖ぺき症しようだというセリフが噓でないなら、ユーリアンだって誰だれかを抱だいた経験はないはずだ。

　それなのに、どうしてソウシばかりが、子供扱あつかいされなくてはいけないのだろうか。

「そんな不満そうな顔しないの。子供って言われて怒おこった？　それなら、ちゃんと大人にしてあげる。ほら、僕の言うように足を開いて、自分の膝ひざを抱かかえて」

　もう十八歳になったのだ。子供扱いなんてされたくない。ユーリアンへの反感から、ソウシは彼の言う通りに仰あお向むけになったまま自分の両りよう膝ひざの裏を摑つかんで手で抱えた。すると腰が浮いて、子供のおむつを替かえるときのような恰好になってしまっていた。

「……こんな……」

　下肢にはなにも穿いていない。いやらしい部分はすべて、曝さらけ出す恰好だ。素す足あしに、太ふと腿もも、欲よく情じようした雄お芯しん、そこからさがる陰囊、薄うすい茂しげみ、双ふたつの丘おか。なにもかもすべてが露わになってしまっている。

「いい眺ながめ。ソウシのいやらしいところが、ぜんぶ見えるよ」

「……見ないでくださいっ」

　カアッと頰を赤く染めていると、婚礼布団の近くにあった茶ちや櫃ひつのような入れ物を開けて、ユーリアンは素す焼やきの壺つぼを摑んだ。

「不思議そうな顔をしているね。……これ、お前の国の入れ物に入っているけれど、ジェルになっているんだ。ほら、ゴールデンシロップの甘い匂いがするだろう」

　真しん珠じゆの間は、ヤマトの皇子のための部屋のはずだ。それなのに、どうしてユーリアンが部屋を牛ぎゆう耳じっているのだろうか。だが、今さらそんなことを気にしている場合ではなかった。

　ソウシの硬かたく膨れ上がった肉棒に、とろりとした粘ねん液えきがたらされていく。

「お前のペニス、もっとおいしそうになったよ。すぐに食べてあげるから、待っていて」

　ゴールデンシロップのパンケーキを、おいしそうに食べていた幼い頃ころの彼の姿が思い出された。甘いシロップがたっぷりかかったお菓か子しが、ユーリアンの好物なのだ。

「……た、食べな……ぃ……で」

　ソウシはお菓子ではない。大人しく食べられるのを待ってなどいられない。そう思っているのに、ソウシは逃にげ出せずにいた。

　ここで去ってしまったら、ユーリアンに嫌きらわれてしまうかもしれないからだ。

「お尻しりにもつけてあげるね。……本当は内ない壁へきの感かん触しよくを愉しみたいから、ジェルは使いたくなかったんだけど、最初だから痛くならないように優やさしく拡ひろげてあげる」

　まるで綺麗に焼けたスポンジに生クリームをデコレーションするかのように、ユーリアンは甘い匂いのするジェルをソウシの下肢に溢あふれさせていく。

「ほら、最初は指を挿いれてみるよ」

　ジェル塗まみれのユーリアンの指が、固く閉とざされているソウシの窄つぼまりにツプッと押し込まれていく。

「ん、んぅ……っ」

　ぐるりと内壁を撫なでられて、ソウシは背中を仰のけ反らせる。お尻のなかを人に弄いじられるなんて、初めての経験だ。ジェルの滑ぬめりのせいか痛くはなかったが、込み上げる不安に泣きたくなってくる。

　逃げ出したい。今すぐにでも。

「……ふ、ふぁ……。……やっぱり……ユーリアン！　こんなことは……」

　モジモジと腰を動かして、ユーリアンの指から逃のがれようとした。しかし、腹部のした辺りをグリッと抉えぐられて、目の前が真っ白になる。

「あっ、あぁ……っ！」

　衝しよう動どう的てきに吐精しそうなほどの快感が走り抜ぬけていた。すでに勃ち上がっていたソウシの肉棒が、快感に悶もだえるように、さらにビクビクと脈打つ。

「ここ、前ぜん立りつ腺せんって言うんだって。……擦られると、イキそうになるって聞いたけど、本当みたいだね。すごい反応」

　ユーリアンはクスリと笑ってみせると、足を抱えているせいで無防備になっているソウシの下肢の中心に顔を近づけてくる。

「こんなにビクビクして。……ジェルに塗れているせいか、まるで溶とけかけたキャンディーバーみたいにトロトロだね。おいしそう。もちろん、なにもつけないままでも、ソウシのペニスはおいしいけどね」

　ふうっと息を吹ふきかけられると、腹部の肌はだが粟あわ立だつ。くすぐったさに身をすくませた隙すきをつかれて、大きく開かれた口に、ぱっくりと咥くわえこまれた。すると、生暖かな粘ねん膜まくに包み込まれて、ゾクゾクと痺しびれが走り抜けていく。

　ヌルヌルのジェルを纏まとわせたまま、熱い口こう腔こうに包み込まれ、腰がガクガクと震ふるえる。

「あ、あぁ……っ、……ん、んぅ……」

　口こう淫いんでの射精を知ってしまった身体からだは、彼の舌に簡単に蕩けてしまいそうになっていた。

　窄めた唇くちびるで亀き頭とうの括れを刺し激げきされ、深く飲み込まれたまま啜すすり上げられていく。そのうえ、お尻の内側も指で何度も擦りあげられている状じよう況きようだ。手練手管などないソウシは、簡単に絶頂の縁ふちにまで追い込まれそうになる。

「はぁ……、はぁ……はぁ……っ」

　息を乱しながら、ビクビクと身体を波打たせていると、ふいに陰いん茎けいを咥えている口を離された。あと少しだったのに。あと少しで達することができた状態で放ほうり出され、ソウシは苦しさに、涙なみだを零こぼしそうになってしまう。

「ユーリアン……苦し……っ」

「ごめんね？　あとでイカせてあげるから、今はもう少し我が慢まんしてくれるかな？」

　非難を訴うつたえても、行こう為いは再開してはもらえない。彼はいやらしく脈動して震えるソウシの肉棒を眺めながら、後ろの窄まりに挿そう入にゆうした指を増やしていく。

　後孔こうこうを拡げる指が二本になっても、息苦しさはあれども痛みはなかった。内壁の襞ひだをこすりつけながら奥へと押し込まれ、狭せまい入り口を広げる動きで、引き抜かれた。

「……は……、んぅ……、指、……や……です……。……も、もぅ……」

　指を鉤かぎ針ばりのような形にして、前立腺のシコリを擦こすられるたびに、身み悶もだえてしまう。それなのに、イキそうになるたびに、搔かき回すような動きに変わるのだ。これでは熱が迫せりあがるばかりで、吐精することができない。

「ん、んぅ……っ！」

　たっぷりとジェルで濡ぬらされているせいで、指が出し入れされるたびにクチュクチュと粘ねん着ちやく質しつの水音が部屋に響ひびく。その水音にまで昂たかぶってしまうのをとめられない。

「いい眺め。なかも熱くてすごく気持ちよさそうだ。早く挿れたくて堪たまらなくなってくるよ」

　とつぜん二本の指が左右に動き、グッと後孔の粘膜が押し開かれた。すると、冷たい空気が入り込み、身み震ぶるいが走ってしまう。パクパクと誘さそい込むように粘膜が震える。

「……だ、だめです……、お尻……拡げないでください……」

　開かれた隘あい路ろが、まるで女性の膣ちつ洞どうにでもされたかのような心こころ許もとなさに泣きたくなった。

「どうして？　拡げないと僕のペニスが入らないよ」

　今、指で拡げられている場所にユーリアンは入り込もうとしている。そう思うと、胸が高鳴りながらも、不安と戦せん慄りつが止まらない。

「で、でも……。こんなの……だめです……。あ……」

　懇こん願がんする間にも、指は三本に増やされ、グチュヌチュと抽ちゆう送そうされていく。

「ふ……、ん……んぅ……っ」

　肉襞を押し開き、搔き回すような淫みだらな動きに合わせて、腰こしが浮うき上がってしまっていた。

「……腰、……ガクガクして……」

「大だい丈じよう夫ぶ。そんなこと気にしていられないぐらい、突ついてあげるから」

　ソウシが逃げるための言い訳を告げると、慰なぐさめにならない言葉が返された。そうして窄まりを広げていた指が、ズルリと引き抜かれる。その瞬しゆん間かん、身震いが走った。

「さあ、初夜のメインディッシュをはじめようか」

　愉しげに囁ささやかれ、ソウシは息を吞のむ。

「……ひ……っ！　やっぱり、怖こわいです……。……今日は、これで……やめに……」

　完全に及および腰ごしになっているソウシの目の前に、見る者の男の尊厳を粉々にしそうなほど巨きよ大だいな肉棒が現れる。今日はすでに硬く頭を擡もたげているせいか、もはや凶きよう器きとしか思えないような光景だ。

「怖くて逃げ出したいのに、膝ひざを抱かかえたままでいてくれるんだ？　かわいいね」

「……ユーリアンが、こうしていろと……言ったくせに……」

　どんな恥はずかしいことも、どんな辛つらいことも、ユーリアンに命じられたら、ソウシは従ってしまう。彼がヤマトにとってなくてはならない人で、ソウシの幼い頃の愚ぐ行こうの数々を知られている人だからではない。いつだって、ソウシは彼の喜ぶ顔がみたいからだ。

　──きっとこれが、惚ほれた弱みというものなのだろう。

「僕の言うことなら、なんでも聞いてくれるの？　じゃあ、一番やりたかったことを叶かなえてもらおうかな」

　ユーリアンは硬く膨ふくれ上がった亀頭を、甘い蜜みつの香かおりのするジェルに塗れた後孔にあてがう。

　狭い入り口を硬い先せん端たんでくすぐられ、背筋が震える。

「……お前を、抱だかせてもらうね」

　そうして、ズチュッと硬かたい切っ先が狭きよう隘あいな肉洞を押し開いて、奥へと押し込まれていった。　>>>♥

「ん、んぅ……っ、あぁ！」

　ソウシはガクガクと身悶えながら、自分で抱えた足を引き攣つらせる。メリメリと狭い襞が引き伸のばされていく。

「ほら、お前の身体が僕のペニスを受け入れて、大人になっていくよ。ちゃんと受け止めて」

　ユーリアンのいう『大人にする』という言葉の意味を、ようやく理解した。こんな淫らな意味だったなんて、思いもよらなかった。

　ソウシは、大人にして欲しいと強請ねだっていた過去の自分が恥ずかしくて、殴なぐりつけたい気分だった。

「あ、あぁ……、やぁ……」

　凶器のような肉棒に貫つらぬかれて、激しい疼とう痛つうが走る。処女を奪うばわれた女の子ではない。それなのに、こんな淫らな行為をされたことが、大人になる一歩だなんて言えるのだろうか。

　でも、反論する余よ裕ゆうなどソウシにはなかった。

「む、無理……で……す……、壊こわれ……、あ、あぁ……っ」

　灼やけつく肉棒を揺ゆさぶり立てられ、懇願するように頭を左右に振ふるばかりだ。

「ちゃんとたっぷり濡らして拡ひろげておいたんだから、大丈夫だよ。ほら、お前のなかが、僕の形になってるのがわかるだろう？」

　太く長い肉茎は、ズッズッと押し引きを繰くり返しながら、ソウシの粘膜を押し開き、肉筒を埋うめ尽つくしていく。

「……ひぅ……、ん、んぅ……、や……、裂さけてしま……ん、んぅ」

　熱ねつ杭くいを下か肢しから埋められていくような不安に苛さいなまれる。熱い。お尻しりを強ごう引いんに開いている肉棒は、媚び壁へきを卑ひ猥わいな造形に作り変えながら、押し引きを繰り返していく。

「あ、ああぅ……」

　初めて雄おすを受け入れたはずなのに、ジェルでトロトロになった肉襞は、まるで犯おかされることを歓かん喜きするかのようにキュウキュウと締しまり、ユーリアンの剛ごう直ちよくを咥えこむ。

「ふぅ……、ふぁ……、ああぁ……っ！」

　腰を進められるたびに、ソウシの身体が揺りかごのように波打つ。肉竿の根元まで、ずっぷりと挿入すると、ユーリアンは満足げに微笑ほほえんでみせる。

「やっと繫つながることが出来た。……お前に、今まで教則本を読ませなかった理由がわかるかい？　もしも、結けつ婚こんしても抱かせてくれなかったら、【捕キヤ獲プタ者ー】命令で、無理やり抱いてしまおうと思ったからだよ。……ああ、もちろん、本来なら性交の強要は許されていない。でも生き真面目まじめなお前は、それが正しいと言って命じられたら、僕に身体を任せていただろう？」

　ブルジェオン学院の教則本は、王子たちが最初に目を通さなければならないものだ。そんなものを使おうとしてまで、ユーリアンが、ソウシを手に入れようとしたことに驚おどろいてしまう。

「……そんな……、こと……どうして……教えるんですか」

　熱く灼けた楔くさびを穿うがたれたままの状態で、言葉を放つどころか息をすることすら苦しい。ソウシが息も絶え絶えに尋たずねると、ユーリアンは甘く囁くように言い返してくる。

「無事にこうして、結婚できたからね。ふたりの間に噓うそがあってはいけないだろう」

　真実を話していると言いながらも、どんなことをしてでもぜったいに逃のがすつもりはないと脅おどされている気分になるのはどうしてなのだろうか。

「……も……、知りません……」

　すべてユーリアンの手のうえで踊おどらされているかのような悔くやしさが湧わき上がっていた。

　拗すねた口調で顔を逸そらすと、自ら抱えていたソウシの足がユーリアンに摑つかまれ、グリグリと腰を押し回され始めてしまう。切なく震える粘ねん膜まくが太い肉棒の根元に引き伸ばされ、ソウシは甘やかな悲鳴をあげる。

「ひ……っ、や……、やめてくださ……ぃ……。拡げ……ないで。そんなに……グリグリしたら、……俺の、お尻……壊れ……、ん、ンんぅっ」

　ユーリアンの張り上がった雁かり首くびが、感じる場所や隘路を淫らな動きで擦り立てていく。

「僕たちの間に噓はいけないと言ったばかりなのに。……ほら、こんなに硬く勃たたせて、……お前はいま、気持ちよくて堪らないって顔をしているよ。それなのに拒こばむなんて、許されない」

「はぁ……、あ、あぁ……」

　亀き頭とうの先端が、ゴリゴリと腹の奥底のシコリを刺し激げきしていく。内ない壁へきのひどく感じる部分だ。

「……んぅ、……、そこ、だめ……。あ、……頭、が……真っ白になりますから……、や、やめ、やめて……、くださ……あ、あぁっ」

　ブルブルと頭を横に振って懇願するソウシの言葉を無視して、ユーリアンは激しく肉棒を抽ちゆう送そうし始める。脈動する熱い肉棒が狭せまい肉洞をみっちりと埋め尽くし、亀頭の括くびれまで勢いよく引き抜ぬく動きを繰り返していく。

「あ、あ、あ……っ。ひぃ……、あ、あ、あぁ……、い、いや……、ん、ンぅ！」

　ゴリゴリと肉にく襞ひだの感じる部分を抉えぐられると、頭のなかが真っ白になっていく。

「……嫌いやじゃないだろ。そんな気持ちよさそうな顔で、ほら、もっとだよ、ここ、……いっぱい突いてあげる」

　グッと硬く勃ち上がった肉棒が、ヌブヌブと穿たれ、引き摺ずり出される動きが激しくなる。

「ふ、……、ん、んぅ……本当に、だ、だめな……です……あ、あぁ……！」

　脳のう髄ずいまで蕩とろけてしまいそうなほど、ゾクゾクと痺しびれが駆かけ抜けていく。蠕ぜん動どうする襞を擦りあげながら、腰を振りたくられ、律動が速くなっていく。

　腰と臀でん部ぶのぶつかり合う破は裂れつ音が静かな部屋に響く。抽送する粘着質の水音と、淫らな喘あえぎが重なり合う。噎むせ返る汗あせと雄の匂におい。昂たかぶる熱。甘い痺れ。

　熱も音も痛みも疼うずきも匂いも、なにもかもがユーリアンに埋め尽くされてしまう。他ほかのなにも考えられないぐらいに。

　もう、だめだと思った。これ以上は耐たえられない。

　頭のなかが真っ白になって、すべてが淫みだらな愉ゆ悦えつに支配されていく。

「あ、あ、あ、あぁっ！」

　硬く膨れ上がった亀頭にさらに肉襞を擦こすり上げられたとき、衝しよう動どう的てきに腰こしが浮うき上がってしまって、ビュッビュッと卑猥な飛ひ沫まつが弾はじけ、胸に浴びる羽目になった。しかし、ソウシが白はく濁だくを吐精しても、ユーリアンは腰を押し回す動きを止めない。

「あ、あぁ……っ、だめです……。も、もう……グチュグチュしない……で……、ユーリアン、許し……」

　絶頂にうねる濡じゆ襞ひだを、強引に突きあげては引き摺り出す動きを繰り返していく。

「初めてなのに、中イキするなんて、女の子にもできることじゃないよ。ソウシは男に抱かれる天性の素質があるのかもね」

　青あお臭くさい匂いのするドロリとした白濁が、突き上げられるたびに肌はだのうえをくすぐって、クラクラと眩暈めまいがした。

「……ちが……、俺は……、そんなんじゃ……」

　男に抱かれることなんて好きじゃない。求めたこともない。ソウシが男の身で、こうして抱かれることを受け入れているのは、ユーリアンが望んでいるからだ。そうでなければ、こんないやらしい行こう為いなんて、ぜったいにしていない。

「ユーリアンが……するから……」

　しゃくり上げそうになっていると、愛いとおしげに唇くちびるを塞ふさがれた。

「ふふ、男にじゃなくて、僕に愛されるために、こんないやらしい身体からだに育ったんだよね」

「……お、俺は……、いやらしく……なんて……」

　ブルブルと頭を振って否定しようとすると、今度は深く口づけられた。

「ん、んぅ……」

　肉竿の太い根元まで穿たれて、うねる襞の感かん触しよくを愉たのしむように腰が押し回されていく。

「……ふ……、ん、んぅ……っ」

　熱く濡ぬれた舌がソウシの口こう腔こうを搔かき回し、呼吸まで奪うように求めてくる。

　感じやすい窄つぼまりの入り口を刺激され、同時に疼く舌を吸われては、もうなにも抵てい抗こうできない。与あたえられる快感に、抵抗する気力も僅わずかばかりに残っていた理性もなにもかも支配されそうになる。

「ソウシは、僕の言うことを聞いてくれるんだろう。ほら、お尻のなか擦られて気持ちいいって、言いなよ」

　抱かかえられた足が大きく押し広げられ、伸し掛かかるような恰かつ好こうで腰を打ちつけられていく。

　接合部からはズチュヌチュと粘ねん着ちやく質しつの水音が立ち上がり、内壁にたっぷりと注がれたジェルが捏こね合わされ、抽送される雁首に搔き出されていく。脈動する肉棒にグリッと前ぜん立りつ腺せんのシコリを擦りつけられ、熱を放ったばかりの陰いん茎けいが反り勃つ。

「ひ……、ん、んぅ……あ、あぁ……！　いや、いや、そんなこと……言えません……」

　どれだけ拒きよ絶ぜつしても、身体の反応は正直だ。もっとして欲しい、もっと突ついて欲しいとばかりに腰は跳はね上がり、欲よく望ぼうの象しよう徴ちようである雄が、ふたたび頭を擡もたげてしまっている。

　吐精したばかりなのに、こんなにも早くに回復するなんて、性せい欲よくに淡たん泊ぱくだったソウシには考えられないことだ。

「……き、……気持ちよく……なんて……。ん、んぅ……」

　ソウシはブルブルと首を横に振ふった。どうしようもないほどの愉悦に苛まれ、身体中を蕩かされても、男の身体で抱だかれて気持ちいいなんて、言えない。

「ソウシは、僕に抱かれるのは、いやなの？　こんなこと二度としたくないんだ？」

　ずるいと思った。そんな聞き方をされたら、ユーリアンを誰だれよりも大事に思っているソウシは、恥はずかしいセリフを口にしなくてはならなくなってしまう。

「……う、う……っ」

　涙なみだを零こぼしそうなほど瞳ひとみを潤うるませて、唇を嚙かんでいると、さらにユーリアンが追つい及きゆうしてくる。

「お前は、僕に抱かれて気持ちいいの？」

　頷うなずいただけでは許してもらえない。ユーリアンは、そういう男だ。言葉にしないと、いやらしくて恥ずかしい目に遭あわされてしまう。

「……ユーリアンに、……お尻しり、突かれて……き、……もち……いいです……」

　泣きじゃくりそうになりながら答えると、ユーリアンがチュッと口づけてくる。

「いい子。大好きだよ、ソウシ」

　ブルリと身み震ぶるいがした。ユーリアンに甘く囁ささやかれながら、彼の雄おすに揺ゆさぶられ、そして口づけを受けるなんて。あまりの幸せにソウシは、総身を打ち震ふるわせながら、甘い吐と息いきを漏もらした。

「抱いてよ。ソウシ。お前からも僕を抱きしめてくれないか……」

　言われた通りに震える手を伸のばすと、温かな感触が伝わってくる。心も体も満たされるような、甘い痺れに苛さいなまれる。

「はぁ、あぁ、あぁ……、ユーリアン。……すごいっ、です。……お尻なのに、こんな……、いいなんて……あ、あん、ん、ん、んぅ……！　奥から溢あふれそ……ん、んんぅ！」

　奪うばうように舌が絡からめられて、いっそう身体が昂ぶる。硬かたく隆りゆう起きしたソウシの肉棒が、さらなる愉悦を求めるように、先走りを滲にじませていた。その肉につ塊かいは、抽送する動きに合わせて、淫らにビクビクと跳ねている。

「僕も、お前の熱くて蕩けそうな襞に咥くわえ込まれて、最高に気持ちいいよ」

　熱棒を抽送する律動が、速まっていく。

「あ、あ、あ……、そんなに激しく……したら…………ん、んぅ……」

　奥深くまで突き上げられ、布ふ団とんと身体に挟はさまれたまま、グリグリと腰を押し回されると、恥ち骨こつが刺激されて、身震いするほどの快感が走り抜けていった。

　目の前が真っ赤に染まるほどの、痺れにビクンと身体が跳ねあがる。

「……く、……ん、んぅ……、あぁ……」

　感かん極きわまったソウシの肉壁は雄を咥えるためだけに作られたかのように、卑ひ猥わいな収しゆう斂れんを繰くり返していた。

　もう。だめだ。達したばかりだというのに、ふたたび絶頂の波が押し寄せてくる。

　激しい法ほう悦えつに総身が震え、なにも考えられなくなっていく。

「いくよ。いやらしい孔あなにたっぷり出してあげる。お前のなかに、ぜんぶ飲み込んで」

　ガクガクと腰が跳ねあがり、脳髄まで蕩け出してしまいそうな快感の波に放ほうり出されたとき、身体の奥底に、熱い飛沫が注ぎ込まれる。

「……ふ、あぁ、あ、あぁっ！」

　ソウシもまた、ユーリアンの腰の動きに合わせて、ブルブルと揺れていた肉茎の先せん端たんから、噎せ返るほど濃のう密みつな雄の匂いがする白濁を放っていた。










　ユーリアンがスプーンに掬すくったスープに、ふうふうと息を吹ふきかけると、湯気が幾いく分ぶんかおさまる。ソウシは彼の膝ひざに横よこ抱だきの恰好で座らされていたが、気だるい身体では抵抗する気力もなかった。

「ソウシ。カリフラワーのクリームスープは好き？　コーンも入っていてとてもおいしいよ。はい、あーんして」

　薄うすく開いた唇の間から、スープが流し込まれた。疲つかれた身体に優やさしく染しみ込むような柔やわらかな味付けだ。

「おいしい？」

　尋たずねられてコクリと頷く。すると、ユーリアンはもう一度スプーンでスープを掬い上げ、もういちどふうふうと息を吹きかけ、ちょうどいい温度にしてからソウシに食べさせる。

「次は、バゲットにしようか。ソウシはオリーブオイルよりもバターが好きだよね。小さくちぎってあげるから、口に入れたら、ちゃんと嚙むんだよ。それとも嚙んで食べさせて欲しい？」

「……自分で……嚙みます……から……」

　人に嚙んで食べさせてもらうなんて、赤ちゃんのすることだ。ソウシは、もう子供ではない。

　あんなすごいことまで、してしまったのだから。

　ソウシが頰ほおを赤く染めていると、しかめっ面つらで近づいてきた赤毛の青年がいた。もう辛しん抱ぼうできないといった様相だ。

「アンタらなんなんだよ！　虫むし唾ずが走るから、いちゃつくなら部屋でしてくれよ！」

　食堂の窓まど際ぎわで、ユーリアンが至いたれり尽つくせりでソウシに食事を食べさせていたことが、どうやら気に入らなかったらしい。

　赤毛をガシガシと搔きながら声をかけてきたのは、イーグニスの王子、ヨハンだ。彼はグラキエースの王子であるヴェルナーに宝石を奪われたものの、比ひ較かく的てき自由を与えられて、昼間は平和な生活を満まん喫きつしているらしい。しかし夜になると、姿が見えなくなるのだという。以前は、食事を終えると消灯時間まで談話室に入り浸びたっていたらしいが、このところグラキエースの王子の部屋に泊とまり込んでいると噂うわさされていた。

「僕たちの熱愛が羨うらやましいなら、自分もすればいいんじゃないのかな」

　ユーリアンは心外だというように、肩かたをすくめてみせる。

「別に羨ましくねぇよ！　それよりブルジェオン学院創立以来の悪あく魔まの化け身しんが、どうしてヤマトの皇子を膝に乗せて鼻のした伸ばしてるんだよ」

　悪魔。ユーリアンには到とう底てい似合わない言葉だ。だが、ヨハンは本気でそう言っているらしい。

「……人聞きが悪いな。悪魔だなんて。ソウシが驚おどろいてしまうだろう」

　ヨハンを皮切りに、いつもの面々が、声をかけてくる。

「俺の記き憶おくでは、ユーリアンは潔けつ癖ぺき症しようだと思っていたけど？　去年の入学早々、肩が触ふれたぐらいで、教師に命いのち乞ごいしながら土下座して謝罪させたのは、有名な話だよね」

「そうだったかな。……さあ。一年も昔のことは覚えてないよ」

　リオネルの話にユーリアンは嘯うそぶいてみせる。

　いくらなんでも教師を土下座させるなんて、無む茶ちや苦く茶ちやだ。詳くわしい話を聞きたくなる。だが、二日もの間、軽い食事を摂とる以外の時間すべて、淫みだらな行こう為いを続けられていたソウシは、声を発する気力すらなくなってしまっていた。むしろ喘あえぎ過ぎたせいで声が嗄かれてしまっていると言っていい。同じ生活をしていたユーリアンが、なぜこんなにも元気なのか、さっぱり理解できない。

「それで？　そいつになにをしたんだ」

　怪け訝げんそうにヴェルナーが尋ねてきた。

「実はソウシと……、」

　淫らな行為の詳しよう細さいを話されるのではないかと思ったソウシは、慌あわてて止めようとした。

「だ……め……です……」

「こういうことは内ない緒しよにしていると、混乱を招くから、正直に話しておかないと」

「で、でも……」

「お前は僕と結けつ婚こんしたことを後こう悔かいしているとでも？」

「あ……そっち……でしたか……」

「なにを言われると思ったのかな？」

　からかうように尋ねられて、ソウシは真っ赤になってしまう。

「いえ……、なんでも……」

　ユーリアンは皆みんなに、ソウシは幼い頃ころからの婚こん約やく者しやで、昨夜迎むかえた十八歳の誕生日を機に、ふたりが結婚したことを話した。

「本当はね。ソウシは去年学院に入るはずだったんだ。僕も一いつ緒しよに通えることを楽しみにしていたんだけど……」

　もしかして一年前に、ユーリアンと急に連れん絡らくが取れなくなったのは、そのせいだったのだろうか？　ソウシは、彼の顔を食い入るように見つめた。

　なんの相談もなくユーリアンがブルジェオン学院に入学したと人づてに聞いたときは、自分はその程度の存在なのかと深く落ち込んだ。だが、もしもユーリアンが、ソウシも一緒に入学すると信じていたとしたら、話は別だ。

「ソウシには結婚するまで手を出さないと約束していたのに、ヤマトの国王は、僕のことが信用できなかったらしくて、入学の手続きをわざと遅おくらせたみたいなんだ。本当にあのときは驚かされたよ」

　ふふっとユーリアンは顔を綻ほころばせるが、瞳ひとみは笑っておらず、まるで地じ獄ごくへと誘さそう門番のような恐おそろしさを醸かもし出していた。

「あんまりびっくりしたから、ヤマトが破たんするぐらいの経済制裁でもしてあげようかと思ったんだけど、ソウシが悲しむ姿は見たくなくてね。堪こらえることにしたんだ」

　ヤマトは鎖さ国こくを解いて、諸外国と交流を持ち始めて十数年しか経たっていない。諸外国からすれば、よちよち歩きの子供のようなものだ。それなのに、国を潰つぶすなんて物ぶつ騒そうな真似まねを考えないで欲しい。

「……や……めて……、くださ…………」

　自国への制裁を聞かされて、冷静ではいられない。ソウシが、プルプルと頭を横に振ふって訴うつたえると、ユーリアンがよしよしと慰なぐさめるように頭を撫なでてくれた。

「冗じよう談だんだって、お前が悲しむような真似はしないよ。こんなにも大好きなんだから」

　ユーリアンは、ソウシの額にチュッと口づけながら答える。

　そんなふたりの様子を、頰ほお杖づえをついて眺ながめていたクレプス・クルムの王子リオネルが、苦笑いをむけてきた。豊かなブルネットを払はらう仕草は相変わらず優ゆう雅がで、過か剰じようなほどの色気を帯びていた。あまり彼を見つめていると、いつも近くに控ひかえている熱砂の国アクィラの褐かつ色しよくの皇子セルジュに睨にらまれるため、慌てて顔を逸そらした。すると、彼は案の定、こちらに冷ややかな眼まな差ざしを向けていた。

「あの人でなしのユーリアンが、まるで別人じゃないか。ほんっと、噓うそみたい。恋こいは盲もう目もくだなんて、昔の人は、うまく言ったものだね」

　悪魔の化身の次は、人でなし呼ばわり。どうやらブルジェオン学院でのユーリアンの評判は、驚くほど芳かんばしくないみたいだ。皆、口々に罵ば倒とうのような呼び方で、ユーリアンを表現している。

「でもまさか、いくら悪魔の化身でも、こんなちびっ子に無む理り強じいするなんて、酷ひどすぎるだろ」

　ヨハンが批難すると、ユーリアンが薄く笑ってみせる。

「ソウシの肌はだは隅すみ々ずみに至るまで、とても弾だん力りよくがあって、すべらかだからね。……小さなお尻しりでも、頑がん張ばって僕を受け入れてくれるんだよ」

　卑ひ猥わいな話を笑え顔がおでしないで欲しかった。それに頑張っていたわけではない。ユーリアンの指や舌で蕩とろかされて、受け入れさせられただけだ。

「マジかよ。やっぱキラキラ兄さんは、顔に似合わず容よう赦しやなさ過ぎんだろ」

　ククッとヨハンが苦笑いした。その顔を見つめていたユーリアンだったが、とつぜん面おも白しろいことを思い付いた様子で顔を綻ばせた。そして、王子たちのうちのひとりを呼び寄せ、耳打ちする。話を聞かされた王子は、他ほかに耳打ちした。ただひとりヨハンだけが、のけ者にされているようだ。

「ヨハン。僕への素す敵てきな評価のお礼に、特別な機会を与あたえてあげるよ」

　ソウシがぼんやりとそちらに顔を向けると、ヨハンが顔を引き攣つらせる。

「……な、なんだよっ。別に機会なんかいらねぇし」

　ヨハンは怯おびえきっていた。なんだか、かわいそうになってくる。ユーリアンを恐ろしく思っているのなら、謝った方がいいのではないだろうか。傍はた目めにも心配になってくる。

「卒業式の最中にね。……皆でヴェルナーにプレゼントしようと思って」

「……なんだか嫌いやな予感がするのは気のせいなのか」

　ヨハンは寒気がするらしく、自分の二の腕うでをさすってみせる。

「ソウシの気持ちがそんなに知りたいなら、お前もヴェルナーのところに、お嫁よめにいってみればいいんじゃないのかな」

　ユーリアンの言葉に、ヨハンは意図に気づいたらしく、悲鳴に似た声をあげていた。

　他の王子たちは同情の眼差しを向ける者もいたが、結局は強い発言権を持つ大国の王子に、従うことにしたようだ。

「……ヨハンさん。……結婚……なさるんですね。……俺……応おう援えんします」

　ソウシが掠かすれた声で告げると、ヨハンは素すっ頓とん狂きような声をあげた。

「ちょっと！　なんでオレとヴェルナーがつき合ってることになってんだよ、ふざけるな。あり得ねぇだろっ」

　不満そうに反論するヨハンを、ユーリアンが窘たしなめる。

「本当のことだろう。僕がソウシに、お前たちは心の底で結ばれあった恋こい人びと同士だと教えてあげたんだ」

「なんでも信じる純じゆん粋すいなヤツに、噓ばっか教えるなよ！」

　本人が違ちがうと言うのなら、ユーリアンに聞いた話は、噓だったのだろうか？　ソウシは目を丸くする。

「でも……舞ぶ踏とう会の……、化け粧しよう室で……」

　ヨハンとヴェルナーがやっていたことを、思わず尋たずねようとすると、ヨハンの手が伸のびてきて慌てた様子で口を塞ふさがれた。

「ちびっ子。アンタのことは今日からちゃんと名前で呼んでやる。だから、……そのことは、一生誰だれにもしゃべんな。忘れろ！　永遠に思い出すな！」

　焦あせった様子でヨハンが、言い聞かせてくる。

「ヨハン。お前こそ静かにしろ。貴様と私の結婚を、皆が後押ししてくれるというんだ。ありがたく厚こう意いは受け取るべきだろう」

　ヴェルナーは騒さわがしいヨハンを叱しつ責せきすると、彼に似つかわしくないほど爽さわやかな表情で、礼を言ってくる。

「お前たちの心こころ遣づかいに、感謝する。ヨハンは永遠に幸せにすると約束しよう」

「……待てよ！　ふざけんなっ」

　ヨハンは半泣きで、ヴェルナーとユーリアンのふたりを交こう互ごに見つめていた。

「喜んでもらえて嬉うれしいよ。やはり幸せは皆で分かち合うものだよね」

　どうやらヨハンは照れているわけではなく、本気でヴェルナーから逃にげようとしているらしい。ヨハンの怯えきった様子を見つめながら、ユーリアンにだけは歯向かってはいけないのだと、ソウシは強く学習していた。










　一年後、ブルジェオン学院を卒業したソウシは、ユーリアンに攫さらわれるように、ルーナ・ノワ王国に連れ帰られることになった。

　世よ継つぎの王子と花はな嫁よめの帰国に、国中が沸わき返っていた。ソウシは入国審しん査さもそこそこに、教会に押し込められ、有う無むを言わさず結婚式を挙げさせられた。戸こ籍せきと身体からだはもうユーリアンの妻にされているのだから、抵てい抗こうする気力もなかった。そうして、ウェディング・ドレスを着せられて、さらには国営放送に流されるという生しよう涯がい最大の苦境に立たされたのだった。

　宮きゆう殿でんで国王と王おう妃ひに挨あい拶さつを済ませたあと、ようやく一息吐つくことができた。

　ユーリアンの部屋のテラスで、薔薇ばら園を眺めながらお茶を飲んでいたが、ソウシはふいに涙なみだが零こぼれそうになる。

「……あんな姿を放送されるなんて、……もう、国に帰れません」

　十九年の人生で、想像もしていなかった事態だ。今はいつも自国で着ている着物に袖そでを通させてもらっているが、つい先ほどまでウェディング・ドレスを着たままだった。

「それは残念だったね。だったら、ルーナ・ノワ王国から一歩も出なければいいじゃないか」

　ユーリアンはニコニコと微笑ほほえみながら、そう進言してくる。

「わざとなんですか!?　もしかしなくてもわざとなんでしょうっ」

　恨うらみがましげに見つめるが、ユーリアンは心外そうに首を傾かしげる。

「結けつ婚こんしたばかりだというのに、僕を疑うの？　お前に信じてもらえないなんて残念だよ」

　ソウシだって、ユーリアンを疑いたくない。しかし、ブルジェオン学院入学以来、ずっと彼には騙だまされてばかりで、恥はずかしい行こう為いを山というほど強要されてきたのだ。疑いを抱いだいても、仕方がない気がする。

「皆みんなに祝福されて、お前と結婚式がしたかっただけだよ。……いけなかったのか」

　挙句に悲しげに見つめられては、ソウシが折れるしかない。

「わかりました。俺が悪かったです」

　なぜ自分が謝っているのだろうか？　なんだか釈しやく然ぜんとしない気持ちでいると、ユーリアンが言った。

「人を穿うがった目で見てしまったり、気落ちしてしまったりするのは、マリッジブルーのせいだよ」

　今さらマリッジブルーになんてなるわけがない。ユーリアンはブルジェオン学院でずっとソウシを花嫁として扱あつかい、人目もはばからず学院内で蜜みつ月げつを強行し続けたのだから。

「なんだか、……また俺を騙そうとしてませんか？」

　ジッと彼を見つめると、ユーリアンは薄うすく微笑んでみせる。

「ソウシ。……僕の愛情が足りないから、疑われるのかな？」

「い、いえ！」

　ブルブルと頭を横にふったときだった。ワンッと大型犬の鳴き声が聞こえた後、椅い子すに座っていたソウシの身体はのしかかってきた白いモフモフにひっくり返されてしまう。

「ジョゼフさん！」

　懐なつかしい老犬を前に、ソウシは目を丸くする。入学したばかりの頃ころ、ユーリアンが寝ね言ごとで、悲しげにジョゼフの名を呼んでいたので、もう亡なくなってしまったのかと心配していたのだが、どうやら違ったらしい。それともよく似た子供なのだろうか。

「どうして、そんなに驚おどろいてるの？」

　ユーリアンが意外そうに尋ねてくるので、ソウシは、驚いていた理由を説明した。

「ああ、そういえば、他の国では犬は長生きしないんだったね。忘れていたよ。ルーナ・ノワ王国では犬は二百年以上生きる妖よう精せいだからね。ジョゼフは僕たちよりもずっと年上なんだよ」

　そんな話は初耳だ。ルーナ・ノワ王国の犬は長ちよう寿じゆである代わりに、滅めつ多たに子が産まれないらしい。原因は番つがいとして心から愛した相手としか、子を生なさないせいなのだという。

「そうだったんですか。ご健勝でなによりです。ジョゼフさん。勝手に不ふ吉きつな想像をしていて、申し訳ありません」

　ソウシが深々と頭を下げて謝罪すると、大きな舌でベロリと顔を舐なめられた。

「ふふ。くすぐったいです。ジョゼフさん」

　ソウシがクスクスと笑いながらジョゼフを撫なでていると、ユーリアンが低い声こわ音ねで言った。

「そっちに行ってはだめだよ。ソウシはもう僕の妻になったんだから」

　ジョゼフはのっそりとユーリアンを顧かえりみると、静かに見つめ合う。なんだか、睨にらみ合っているような気がしてくるのは、なぜなのだろうか。

「下がってるんだ」

　ユーリアンの命令に、ジョゼフはしぶしぶ従って、ソウシの足元に拗すねた様子で蹲うずくまった。

　先ほど、ユーリアンがジョゼフに言っていたセリフは、どこかで聞いたことがある。確か学院に入学した初日の夜。彼が寝ねぼけてソウシの身体を撫で回していたときと、同じだった気がする。

「ソウシ。お前は僕の花嫁だろう。どうして唇くちびるを許しているのかを聞いてもいい？」

　ユーリアンが笑え顔がおで尋ねてくる。ソウシも十八歳で強制的にユーリアンの花嫁にさせられて以来、空気が読めるようになっていた。

　彼が笑顔を浮うかべていても、内心で怒おこっていることがあるということを知ったのだ。

「ジョゼフさんは犬ですし、気にされなくても……」

　至し極ごく当然のことを言い返すと、ユーリアンはさらに口角をあげてみせる。顔は笑っているが、恐おそろしいぐらいの殺気を感じる。

「犬じゃなくて妖精だと言っているだろう。それに、ジョゼフは自分の番として、ソウシを狙ねらってる。隙すきをみせていい相手じゃない」

　ソウシの頭のなかは、一いつ瞬しゆんにして混乱を極きわめた。ジョゼフは犬でなくて妖精、はまだ理解したとしよう。だが、ソウシが男だということを、誰しもが忘れ切っているのではないだろうか。

「俺は男なのですが……」

「毎晩裸はだかを見ているんだから、僕が知らないわけがないだろう」

　当然のように言い返された。お茶を準備してくれている侍じ女じよが、気き恥はずかしそうに顔を真っ赤にして目を逸そらした。ソウシは侍女よりも、さらに顔を赤くしてしまう。

「なにを真顔で答えているんですか。そうじゃなくて、男に子供は産めませんよ！　犬の子も産めません！」

　すると不服そうにジョゼフがワンッと吠ほえてくる。

「ルーナ・ノワ王国では、愛し合う夫ふう婦ふが千度性交すれば、かならず子供が授さずかるようになっているんだ。もちろん同性でもね。安心するといい」

　確かにルーナ・ノワ王国は妖精や幻げん想そう生物、そして魔ま女じよなどがいると言われている。だが、子宮のない男がどうやって子を孕はらめるというのだろうか。

「どうやってですか!?」

「ソウシは、恥ずかしがり屋の割には、大だい胆たんだね。そんなことは、僕の口から言えないよ」

　さんざん人を辱はずかしめておいて、いまさらそんな風に照れないで欲しかった。

「詳くわしくは自分の身で体験してみればいい。ぜんぶ説明されたら、楽しみが減るだろう？」

　千度性交した挙句に孕むと聞かされて、いったいなにを楽しみにできるというのだろうか。

「子供はやっぱり五、六人は欲しいよね」

　その言葉は、五千回も六千回も犯おかすという予告だった。

「……あの……、少しの間、国に帰らせてください……」

　予想の範はん疇ちゆうを超こえたルーナ・ノワ王国の慣習に、ソウシは混乱するばかりだ。急に子供を産めと言われても困ってしまう。覚かく悟ごなんて、できていないというのに。

　半泣きになりながら訴うつたえると、ユーリアンが立ち上がって、ソウシの顔を覗のぞき込んでくる。

　彼は滑なめらかな指先を、ソウシの頰ほおに添そえて、ジッと瞳ひとみを見つめてきた。　>>>♥

「脅おどすようなことは言いたくないんだけど、ルーナ・ノワ王国が、どうしてヤマトに肩かた入いれしてきたか知ってるかい？」

　十二国の誰だれもが抱いていた疑問をふいに尋たずねられ、ソウシは狼ろう狽ばいした。

「……国王様の恩情で……」

　少なくともソウシはずっと、そう考えていた。

「僕もヤマト開国後視察に同行したんだけど、お前を城で見かけてね。子犬みたいでかわいくて、すっかり気に入ってしまったんだ。今思えば一ひと目め惚ぼれだったのかもね。父上に手元に置きたいから、よくしてあげるように頼たのんでおいたんだ」

　初耳だった。そんな話は聞いたことがない。

「お前の父上もこのことは了りよう承しよう済みだよ。でなければ皇子がふたり揃そろって、頻ひん繁ぱんに他国に来ることなど、ありえないだろう」

　確かにその通りだ。ふたり揃って漫まん遊ゆうなどしていて、なにか起きれば一大事だ。

「だからね。他国に来ることに慣れた頃からはお前だけを呼んでいたんだ。やっぱり気づいていなかったのか」

　ソウシは鍛たん錬れんに勤いそしんでも、外を出歩くことは少ない性格だ。兄がルーナ・ノワ王国に外交に出なかったら、自ら行くことはなかっただろう。そのこともすべて見み抜ぬかれていたらしい。

「初めて話したときに、お前が僕を王女だと誤解して、好きになってくれていたのは気づいていたからね。わざと女らしく振ふる舞まっていたんだ。まさか都合よく結婚の申し込みまでしてくれるなんて、思わなかったけど」

　初はつ恋こいの甘い想おもい出が、すべて仕組まれたものだったなんて、思ってもみなかった。

「ユーリアンッ、誤解しているのを知っていたなら、本当のことを教えてくれてもいいじゃないですか」

　本気で恋をしていたのだ。だから幼いながらにプロポーズした。それなのに、恋心を見抜かれていた挙句に、煽あおるような真似まねをするなんてひどすぎる。

　ユーリアンの瞳に、ソウシはさぞかし滑こつ稽けいに見えていたことだろう。しかし真実を知っても、ユーリアンを嫌きらうことはできない。どれだけ腹が黒くても、人をからかうことを趣しゆ味みにしているような迷めい惑わくな性格でも、ソウシにとってはかけがえのない相手だ。

　それでも悔くやしい気持ちは消せない。ソウシが彼に批難する眼まな差ざしを向けていると、いきなり唇が奪うばわれた。

「ん……」

　触ふれるだけのキスはすぐに離はなれた。

「お前がかわいくて、どうしても傍そばにいて欲しかっただけなんだ。……だから、よくしてあげたかっただけなんだけど、僕のことが嫌いになった？」

　ユーリアンのお陰かげで、交易国も増えた。ヤマトの国益はうなぎのぼりで、景気もよくなっている。彼は黙だまっていただけで、なんら非はないのだから。

「嫌いになんて……」

　気恥ずかしさに俯うつむくと、今度は額に口づけられた。

「じゃあ、僕のことが好き？」

　コクリと頷うなずくと、耳元に囁ささやかれる。

「言葉にしてくれないと、不安になってしまうよ。僕だってルーナ・ノワ王国の王子である前に、お前に心を奪われたひとりの男なんだから」

　ユーリアンが人に傷つけられるような性格などしていないことは、この一年の学院生活で充じゆう分ぶん過ぎるほど思い知っている。しかし、こんな風に甘い声音で囁かれたら、言いなりになってしまうしかない。

「……好き、です……」

　ヤマトは慎つつましやかな性格の人間が多い。ハグや挨あい拶さつのキスなどしないし、滅めつ多たなことでは想いを打ち明けたりしない。だから、一言告白しただけで、ソウシは真っ赤になったまま、卒そつ倒とうしそうになっていた。

「い、言いました……。これでいいですか？」

　顔をあげようとしたとき、なぜかユーリアンの片手でソウシの両りよう瞼まぶたが塞ふさがれた。

「なにをするんですかっ、前が見えません。いたずらはやめてください」

　振り払はらおうとするが、手を離してはもらえない。

「かわいい顔で人の心を翻ほん弄ろうする、凶きよう悪あくな子は黙っていようね」

　そのままぜんぶ、ユーリアンに返したい言葉だ。いつだってソウシを翻弄しているのは、彼の方だというのに。

　──それにしても。ふと彼の手がひどく熱いことに気づいて、ソウシは首を傾かしげる。

「……あの？　なんだか手が熱くないですか？　熱でもあるのでは。……お医者様に診みてもらった方が……」

　心配になって声をかけるが、彼はやはりソウシの視界を覆おおった手を外してくれない。

「気のせい気のせい。今なにかの間ま違ちがいで、僕の顔を見たら、三日三晩犯し続けるから、黙って大人しくしていた方がいいよ」

　あんな大きな熱棒に、三日三晩もそんなことをされたら、お尻しりが壊こわれてしまう。

「……ひっ！　そんな脅し方はひどいです。俺はただ心配して……」

　これほど手が熱いのなら、きっと頰や額はもっと大変なことになっているはずだ。こんなに心配しているのにユーリアンはどうして、いじわるばかり言うのだろうか。

「熱ならお前の身体からだで癒いやしてもらうから心配ないよ。さあ、アフタヌーンティーのスペシャルデザートをおいしくいただこうかな。僕を煽った責任はたっぷりとってもらわないとね」

「煽るって……なんのことですかっ!?　デザートを食べるのに、どうして俺の着物を脱がすんですかっ。ちょっ……、帯を解かないでください」

　太古より妖よう精せいやユニコーンが住まい、魔女が存在すると噂うわさされている常とこ春はるの王国で、世よ継つぎの王子の甘い罠わなに搦からめ捕とられた花はな嫁よめソウシが、千度の愛の営みで孕まされる日は遠くなさそうだった。







　あとがき







　はじめまして。またはこんにちは。仁に賀が奈なと申します。ほとんどの方が、はじめましてだと思います。普ふ段だんは男女エロの乙女おとめ小説や一いつ般ぱん小説を執しつ筆ぴつしています。ＢＬ本も新書、文庫、携けい帯たいなど幾度か機会をいただいて書かせていただきました。

　幼き日よりＢＬ本を愛読していた仁賀奈ですが、まさかルビー文庫様にお世話になる日が来るとは思ってもみなかったので、体液がぜんぶ冷や汗あせとして外に放出されて干ひからびそうな勢いです。長生きしたいです。でも夢なら覚めないで（笑）。

　それはさておき、今回のお話ですが、イケメンな王子をたくさん書こうと思って設定しています。王子ばかりで学院を作って閉じ込めたら、世界中の世よ継つぎがＢＬに目覚めて、お嫁よめさんとれなくなるよ!?　国が滅ほろんでしまうよ!?　という心配はこの際おいておきましょう。きっと各国には世継ぎになれる男子がいっぱいいるんじゃないでしょうか。そのなかのひとりぐらい彼氏や旦だん那なをつくってもいいんじゃないでしょうか（勝手なことを言うな）。

　実はプロットを三カップリング用意して、一番面おも白しろそうなネタを選んでいただく形でお話を書かせていただいたのですが、担当様が選んでくれたのは、……一番変態な話でした。

　鬼き畜ちくやアラブ俺様を捨てて、マニアック溺でき愛あい変態。見事な選せん択たくです（笑）。

　さすが打ち合わせするたびにあまりの変態さに、全仁賀奈が震しん撼かんしたほどの方です（どんなだよ）。「ガラスで箱はこ詰づめエッチとかどうですか!?」とご提案されたときに、真面目まじめにガラスの城監かん禁きんネタを考えたのですが、初めてお世話になるところで、読者様にドン引きされる光景が目に浮うかんだので、控ひかえることにしました。あの嬉き々きとしたお声は、今思い出しても本物の輝かがやきを放っていました（褒ほめている）。でもマニアをやめて王道を目指すはずだったのに、結局はこんな感じに……。

　これが感化という現象なのですね！　恐おそろしいです。恐るべき侵しん食しよくスピードです（笑）。

　真面目な仁賀奈の脳内があっという間に薔薇ばら色いろに染まっていく！　きっと原げん稿こうを書いているときに、ソウシに褌ふんどしを穿はかせて、それを乱したくてしょうがない病に陥おちいっていたのも、ぜんぶ担当様に感化されたせいなんだと思います。まさに恐ろしき不治の病！　こんな身体からだや頭にした責任とってくださいよ！（人のせいにするな）。嫁にもいけません（それは関係ない）。

　そして仁賀奈は今回の原稿を執筆しているときに、ふとあることに気づきました。

「私、普ふ通つうのイケメンが書けない……。どうやったらかっこよくなるんだろう」

　どう書いても、いくら直しても直りません（滝たき汗あせ）。むしろ書けば書くほど、なんだか色物に。ビジュアルはいいはずなのに、どうして残念になってるんだ!?　ミステリー過ぎるだろう！　そんな仁賀奈はもうすぐ著書トータル三十冊を迎むかえようとしています。もっと早く気づこうよ。

　いくらなんでもまともなイケメンが書けないとか、ＢＬ小説にしても乙女小説にしても致ち命めい的てき過ぎるだろう！　でも細かいことは気にしちゃいけません。私は気にしないことにしました（お前は気にしろよ）。

　実は今回、家の方がバタバタしていまして、原稿が洒しや落れにならないぐらい遅おくれまして、担当様には本当にご迷めい惑わくをおかけしました（滝汗）。本当に本当にご迷惑をおかけしました。

　あとがきを見て、こういう言葉を目にすることがよくあるかもしれませんが、仁賀奈の場合は、洒落にならないレベルに遅れています。いやもう土下座して謝罪しても足りないレベルです。

　本当に申し訳ございません。それなのに丁てい寧ねいにご指導していただき、感謝してもしきれません。心からお礼申し上げます。でも変態嗜し好こうをあとがきで暴ばく露ろすることは忘れませんでした。今日も仁賀奈は元気に恩を仇あだで返しています（歯を食いしばれ）。

　そして、挿さし絵えを描かいてくださった天野ちぎり先生ありがとうございました。ＢＬではない、別の本でも何度かご一いつ緒しよさせていただいたことがあるのですが、溜ため息いきが出るほど丁寧な線画に、麗うるわしいカラー、すばらしい肉感、質感、そして細やかな表情の数々には、いつも感激します。初めてのルビー文庫様での本で、天野先生に挿絵いただけるとうかがったときには、びっくりしました。ドキドキわくわくがとまりません。出来上がりが楽しみです。本当にありがとうございました。

　最後になりましたが、ここまで読んでいただいた皆みな様さまありがとうございました。まだまだ精しよう進じんの連続ですが、ご感想ご意見等ありましたら、編集部様の方に送っていただけると嬉うれしいです。そしていつも最後に締しめているあの言葉を！　腹黒万歳！　腹黒万歳！　腹黒いキャラが好きなので、いつもこうして自己主張していますが、だんだん腹黒を執筆するのが好きなのではなくて、腹黒万歳とあとがきに書くのが好きな作家になりつつあります。……負けませんよ！

　今日も高らかに腹黒を主張しつつ、今後も楽しいお話が書けるといいなぁと願っています。





仁賀奈　　
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